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プロローグ



「……ユウ」

　囁ささやくような、甘えた声に呼ばれて、柊木ひいらぎ夕ゆう也やは目を覚ました。

　身体からだのあちこちが重い。

　毛布にくるまっていたとはいえ、学校の部室のフローリングで敷き布団もなしに寝ていたせいで身体が固まってしまったのだろうか。

　――まぶしい。

　たった一つしかない窓から、陽ひの光が差し込んでいる。もちろん、この閑散とした部室にカーテンなどという気の利いた物はない。

　聞こえてくるのは、朝練に精を出す野球部の喧けん噪そう。ときおり部室棟の廊下を慌ただしく行き来する足音。

　とにかく起きよう、と身体を動かしかけて、夕也はようやく身体の重さがフローリングに直じかに寝ていたせいではないことに気がついた。

　乗っているのだ。

　自分の胸の上に。

　女の子の頭が。

　夕ゆう也やの右側からぴったりと身体からだをくっつけて、頬ほおを胸板の上に乗せている。

　その弾力を兼ね備えた柔らかさ。

　そして、それと一緒に伝わってくるぬくもり。

　じっと、つぶらな瞳ひとみが真まっ直すぐに夕也を見つめていた。

　長く綺き麗れいな黒髪が、夕也の肩や腕を経由して床に流れている。その髪の毛からは、ほのかにシャンプーの香りがした。

　密着しているからこそ感じる女性特有の膨らみは慎つつましやかだが、そしてほのかに頬を染めたその顔は無表情に近かったが、それでも彼女は起き抜けの心臓をレッドゾーンまで加速させるに充分な美び貌ぼうを持っていた。

　タンクトップから覗のぞく白い肩。鎖骨から首筋の細いライン。それらと黒髪の鮮やかすぎるコントラスト。

　ときおり口元に見え隠れする八や重え歯ばも相まって、小柄な身体はまるで子犬のようだ。

「……ユウ」

　夕也が目覚めたことに気がついたのか、彼女はほんのわずか、ややもすれば見落としてしまいそうなほどかすかにではあったが、嬉うれしそうに口元を綻ほころばせた。

　――何この嬉しすぎる状況。あ、実はまだ夢の中……？

　そのかすかな表情に、自分を呼ぶ声に、密着した身体の感触に、脳が痺しびれて上う手まく思考が回らない。

　たっぷり一〇秒ほど惚ほうけて、夕也は、

「な――」

　――なんで、ゆすらが。

　ようやくその疑問にたどり着いた。

　桜さくら江えゆすら。それが彼女の名前である。

　つい先日、友人のような仲間のような、ちょっと奇妙な間柄になった女の子。

　しかし、その疑問を口にする前に、

「あんたたち何やってんですか―――――――――ッ！」

　勢いよく毛布が引ひっ剥ぺがされた。

「うわあッ!?」

　慌てふためく夕也の前に仁王立ちするのは、ピンクのパジャマに尻尾しつぽが短いポニーテールの女の子だった。

　元来猫のような目をさらに吊つり上げている。背後に不ふ動どう明みよう王おうのオーラが見えた気がした。

　木き滝たき恋れん子こ。

　もともとこの部室で寝泊まりしていた、一つ年下の幼なじみ。

「いやその、これはちが……っていうか、ねえ、ゆすらはそっちのシュラフで寝てたはずじゃないの!?」

　慌てふためく夕也をよそに、ゆすらは悠ゆう然ぜんと身を起こし、夕也の側そばにぺたんと座って目をこすった。

　そして焦あせりも悪びれもせず、夕ゆう也やのスウェットの裾すそをちょん、と掴つかんで、

「……群れ」

「は？」

「……暖かい」

「ええと……つまり、群れは身を寄せ合って暖を取る、とか言いたいの……？」

　照れに顔を真まっ赤かにして尋ねた夕也の言葉に、ゆすらは「がう」とうなずいた。

「なんでも群れって言っとけばすむと思ってんですか、この雌犬は――ッ！」

　恋れん子こは叫びながら、夕也の襟えり首くびを掴んでぐいっと引っ張り、ゆすらから引き離した。夕也が「ぐえ」と情けない声を上げる。

　ゆすらは落ち着き払ったまま、恋子の顔を見ながら自分のとなりを指さし、

「……ここ」

「誰だれがあんたにひっつきたいって言いましたか――ッ！」

「……暖かい」

「暖かければいいってもんじゃないんですっ」

　少し考え込んで、ゆすらは今度は夕也の寝床だった一角を指さした。

　自分が寝ていた側とは反対の、夕也のとなりに当たる場所を。

「……そっち側」

「な、何を」

　うわずった声で、恋子が訊きいた。

「……空いている」

「ま、まさか、あたしがそっちに寝ればいいとか言いたいんですか!?」

　さも当然という顔で、ゆすらはまた「がう」とうなずいた。

　一瞬にして、恋子の顔が真っ赤に染まる。

「そ、そ、そんなの無理です―――――――っ！」

　叫びながら、どん、と恋子は夕也を突き飛ばした。ぎゃあ、と悲鳴を上げて夕也は床を転がり、派手な音とともに壁に激突した。

「……ひどい」

　ゆすらの非難がましい目に、恋子は一瞬「うっ」と怯ひるんで、

「ゆ、ゆ、ゆすら先輩が変なこと言うからですっ！」

　バツの悪さをごまかすようにビシッとゆすらに指を突きつけた。

　ゆすらは不思議そうに首を傾かしげる。

「いてて、まあ、そりゃあ無理だよね。僕的にもアレすぎるし」

　照れたような苦笑を浮かべながら、夕也はぶつけた頭をさすりさすり起き上がって、

「っていうかさ、その、せ、せめて下に何か穿いてよ。そんな格好で引っ付かれたりすると、その、色々と問題が……」

　元々表情や感情の起伏が小さいゆすらは、何を考えているのか読み取りにくい。だから、返事のない今もゆすらが何を考えているのか、よくわからない。

　ゆすらはよつん這ばいのまま、夕ゆう也やへと近づいてきた。時折口から覗のぞく八や重え歯ばが、そんな姿勢だと牙きばのようにも見える。

　しなやかな肢し体たいを包むのは、装飾のないタンクトップ。ぴったりと体にフィットして、引き締まった体のラインを惜しげもなくさらしている。

　さらに今まで毛布に隠れていた下半身は、昨夜には穿いていたはずのカーゴパンツはどこへやら、可愛かわいらしいワンちゃんがプリントされた下着一枚だった。しかもそれを隠しもしない。

　胸に谷間を形作るほどの膨らみはなくとも、鎖骨が作り出す陰いん影えいや首筋の健康的な白さや子どもっぽい柄の下着に包まれたお尻しりのラインやそこから伸びる太ももは、夕也の目を釘くぎ付づけにするには充分すぎる魅力を持っていた。

　露骨に恋れん子こは頬ほおを膨らませたが、それにさえ気づかないほどに夕也の視線はゆすらに注がれ続けていた。ますます恋子の頬が不機嫌そうに膨らむ。

　そしてまた、ゆすらが夕也の袖そで口ぐちをちょん、と掴つかんだ。

「……群れ」

「う。あの、その……」

　大きな目で真まっ直すぐに見上げるゆすらに、夕也は顔を赤くして視線を泳がせた。



    

  
    
      



    

  
    
      「……群れ」

　ぐい、とゆすらはさらに夕ゆう也やに顔を近づける。

「えーと、あはは」

「……いや、か？」

　首を傾かしげるでもなく、至近距離で、ひたすらにゆすらは夕也から目を逸そらさない。まるで、飼い主を見上げる子犬のように。

「いやっていうか、僕的にはラッキーっていうか、嬉うれしいんだけど、そういうことじゃなくてさ……」

　夕也のまんざらでもなさそうな表情とはっきりしない態度に、

「なにデレデレしてんですか――――――――ッ！」

　うなりを上げた恋れん子この右ストレートが夕也のテンプルこめかみにクリーンヒットした。



　学校の部室で、二人の女の子と同居生活。

　夢のようでありながら、珍妙な共同生活。

　そこに夕也が巻き込まれることになったのは、二日ほど前のことだった。



    

  
    
      
第一章　学園ネクロマンサー



　夕也が高校二年生になった年の四月、上旬と中旬の間くらいのある日。

　クラスの女の子たちが好きな芸能人の話に花を咲かせたり、連れだってトイレに向かったりする休み時間。

　すぐとなりの席からコトンと何かが落ちる音が聞こえてきて、夕也は床に目を向けた。

「ええと、何か落ちたみたいだけど……」

　おそるおそる、夕也はとなりの席の女の子に声をかけた。

　お姫様のような綺き麗れいな黒髪の、とても小柄な女の子。

　騎士のように凛り々りしい目をした女の子。

　その子に夕也が気後れするのは、何度か話しかけても返事をしてもらったことがないせいだった。

　この年度の始まりと同時に転校してきた、桜さくら江えゆすら。

　――こんなに綺麗で可愛かわいいのに。

　彼女は、誰だれにも話しかけない。

　もう十日もとなりに座っているのに、夕也は彼女の声を聞いた記憶がなかった。

　最初にホームルームで自己紹介を求められても、授業中に先生に指名されても、彼女は一言たりとも言葉を発しなかった。

　優しい女の子が気を利かせて「よろしくね」と話しかけても、その美しさに惹ひかれて「ねえねえ、彼氏とかいるの？」と群がった男子どもにも、彼女は凛りんとした切れ長の目で無言の一いち瞥べつをくれるだけだった。

　だから、一週間ほどですでに誰だれからも話しかけられなくなってしまっていた。

　ゆすらは今回も無表情に夕ゆう也やを一瞥し、落としたものを無言で拾い上げた。

　大振りな、抜き身のナイフを。

　――げ。あのナイフ、本物だったんだ……。

　転校初日から、ゆすらは腰にナイフを提さげていた。もちろん、何人ものクラスメイトが興味を示して色々質問を投げかけたものの、ゆすらはそのすべてに無言で対応したので、なぜそんなものを持ち歩いているのかも、本物かどうかも、誰も知らないのだった。

　ゆすらは拾い上げたナイフを腰の鞘さやに収め、そのまま窓の外へと視線を移した。

「……」

　――放ほうっておいて、いいのかな。

　夕也やクラスメイトたちから差し伸べられた手を取らなかったのは彼女自身である。しかし、それでも、夕也の目にはゆすらの姿はなんだか寂しそうに映った。

　――でも、僕が何度話しかけたって、こうして無視されるんだし……。

「夕也。ちょっといいか？」

「……うん」

　後ろ髪を引かれながら、夕也は自分を呼んだ親友の席へと向かうべく立ち上がった。



　　　＊



　その日の放課後。

　夕也が家に帰ると、リビングのテーブルの上に一枚の置き手紙があった。

『兄にい様さまへ。

　あまりに長く父様に会えてなくて、母様が禁断症状を起こしてしまいましたの。父様のところへ行くと泣きわめきながら荷物をまとめ始めてしまったので、私もウニ丼どん目当てについていくことにしますの。あと生キャラメルとじゃがバターとお寿す司しと札さつ幌ぽろラーメンとジンギスカンと十と勝かちの豚ぶた丼どんと（以下省略）。

耶や宵よい』

　二つ年下の、中学三年生の妹からだった。

　――ああ。

　嘆息して、天井を仰ぐ。

　夕也の父の北海道への栄転が決まって、単身赴任で家を出て約二年。高校生の息子がいるにも拘かかわらず未いまだに父にメロメロの母にしては、よく保もった方だと思う。

　そして、遅かれ早かれこんな日が来るだろう、とも予測はしていた。

　――まさか、僕が帰るまで待てないほどに切せつ羽ぱ詰つまっていたなんて。

　強く唇を噛かんだ。

　父の勤務地はあまりに遠い。広大な北海道の、いわば僻へき地ちである。なんでも、行おこなっている研究の都合上、各種条件に合致する土地がそこにしかなかったのだという。

　なので、日帰りはまず不可能、出発した時間帯や乗り継ぎのいかんによっては今日中に着くかどうかも怪しい。

　――あの母さんのことだから、一回親父おやじに会ったら満足して冷静になるってこともないだろうなあ。下へ手たすれば当分……いや、ずっと帰ってこないかも……。

　つまり、少なくとも何日かの間、もしかしたらかなり長い期間、夕ゆう也やは帰宅後の時間を一人きりで過ごさねばならないということだ。

　両親が不在、それはいい。

　もう高校二年生、両親が恋しい年齢でもない。

　だが、妹は。

　妹だけは。

　――耶や宵よいが、いないなんて……。

　そう。夕也にとって、妹の耶宵は目の中に入れても痛くない存在だった。

　いや、耶宵の世話を焼くことが生いき甲が斐いだと言っても過言ではなかった。

　――耶宵のために宿題を手伝うことも、「コンビニ行くけど何か買ってきてほしいものはない？」と訊きくことも、美お味いしいものを作ってあげることもできないなんて。

　かくして茫ぼう然ぜん自じ失しつとなること数時間、気がつけば陽ひは落ち、カーテンさえも閉めていないリビングには夜よ闇やみが入り込んできていた。

　――あ、そうか。ってことは、この家には僕しかいないんだ……。

　待っていても、この家には誰だれも帰ってこない。

　そのことにようやく気づき、冷蔵庫の中にほぼ何も残っていないことも確認して、夕也は失意のまま買い物に出た。



　そして買い物を終えた帰りの夜道。

　もう何十回目かというため息をついて、夕也は買い物袋の重さに気がついた。

　一人で食べる夕食を作る気力もないからと買ったはずなのに、いつものクセで妹の分まで買ってしまったフライドチキン。

　スーパーで安売りしているのを見かけて、思わず買ってしまった卵と牛乳。ついでにもうすぐなくなりそうだったバニラエッセンス。チキンを一緒に食べるにも、お菓子を作ってやろうにも、妹はいないというのに。

　また深いため息をついて、夜空を見上げる。空では真円の月が煌こう々こうと輝いていた。

　――この歳としになってホーム・アローンの憂き目に遭うなんて……。

　街灯の下、ふとこの件について耶や宵よいからメールでも届いているのではないか、と携帯電話を取り出そうとポケットに手を入れて、夕ゆう也やは自分の血の気が引いていく音を聞いた気がした。

　――ない。

　待ち受け画像こそフェイクで無難な風景の写真を入れているが、耶宵の写真も山ほど入っている。もし他人に見られでもしたら、変な誤解を招きかねない。

　――思い出さなきゃ。最後にケータイを触ったのはいつだった？

　必死で記憶をたぐる。

　そんな中目に入ったのは、夜空にそびえ立つ私し立りつ秋あき月つき学がく園えん高等部の白はく亜あの校舎。

　――あ、そういえば、授業中、耶宵からのメールを読んでるところを先生に見つかりそうになって、咄とつ嗟さに机の中に突っ込んだような……。

　そして、その瞬間に決意する。

「……取りに行かなきゃ」

　見つかったら怒られることも承知の上で、閉門した学校へと足を向けた。

　不法侵入と言われてしまうかもしれないが、自分の通う学校である。

　まして、妹からいつ連絡が入るかわからない状況なのだ。すでに夕也は、果たし合いに赴おもむくサムライのごとき覚悟を胸に抱いだいていた。



　立派な鉄の門扉が閉まっていても、敷地内に入り込む手段はある。まして秋月学園は中高一貫で、中学時代からこの学校に通っているのだ。

　傷の具合がちょうどよじ登るのに適した箇所からフェンスをよじ登って、夕也は学校の前庭に降り立った。

　見上げれば、いくつかの窓からは照明の光が漏れている。

　腕時計を見やると、すでに二〇時を回っていた。

　――さすがに生徒ってことはないだろうけど……。まあ、まだ人がいるならそれはそれでちょうどいいや。

　生徒玄関のドアに手をかけ、引いてみる。

　なんの抵抗もなく、ガラス張りのドアは呆あつ気けなく開いた。

「施錠もまだなんだ」

　つぶやいて、目を凝らしながら自分の下げ駄た箱ばこを探して上履きに履き替える。

　廊下にまで入ってしまえば、窓からの月明かりで歩くに困るということはなかった。

　が、それでも静まりかえった夜の校舎というのは気持ちのいい場所ではない。

　さっさと用をすまそう、と足を速めて今月から通い始めた二年生の教室があるフロアに向かう。

　明かりも点つけずに教室に入り込み、自分の机をガサゴソやって、

「あった……！」

　ホッとして、折りたたみ型の携帯を開き、妹からのメールや着信がないかをチェック。ゼロ件に嘆息しつつも、妹の写真を呼び出してちょっと和なごんだその瞬間。

　背後に足音を聞いた気がして、夕ゆう也やは振り返った。

「――え」

　夕也の視界に飛び込んできたのは、髪を振り乱して迫ってくる小柄な影だった。らんらんと光る目が夕也を射すくめる。

　暗くて相手の顔はよく見えない。しかし、顔以上に、月明かりにギラリと輝く大きな白はく刃じんが危険すぎる存在感を放っていた。

　気け圧おされて、しかし反射的に夕也は身をよじった。ほんの一瞬前まで夕也がいた空間を、大振りのナイフが通過していく。

「な……っ」

　驚く夕也に対して、ナイフを持った影は身を低くして身構えた。

「がるる」

　威い嚇かくするようなうなり声を上げて。

　――マジですか。

　事態に理解が追いつかない。

　なぜ自分が襲われるのかがわからない。

　しかし、竦すくむ足を叱しつ咤たして、本能的に夕也は逃げることを考え始めていた。

「じょ、冗談じゃないよ……！」

　携帯をそのまま閉じてポケットにねじ込み、自分の机から置きっぱなしの教科書を何冊か抜き取って投げつけた。

　得体の知れない襲撃者は、左腕で教科書から顔をかばう。その隙すきに、夕也はいくつかの机を引っ張って追いかけてくる道をふさぎ、転がるように廊下へと飛び出した。



　　　＊



　そろそろ、ご飯にしよう。

　そう思って、イヤホンから流れてくる切ないラブソングに合わせて鼻歌を歌いながら、木き滝たき恋れん子こは軽い足取りで廊下の角を曲がった。

　こんな時間に、夜の学校で人とぶつかることなどないと信じきって。

　そして、角の向こうから走ってきた誰だれかと正面衝突する羽目になった。

「きゃっ！」

　完全に不意打ちを食らって、恋子は尻しり餅もちをついた。

　その拍子にイヤホンが耳から外れ、同時に相手のポケットからも、カツンと音を立てて何かが床に落ちた。

　イヤホンから漏れるかすかなラブソングに被かぶさるように、「いてて」という聞き覚えのある声が恋れん子この鼓膜に届く。

　――え？

　顔を上げる。

　ぶつかった相手の顔を見て、恋子は息が止まりそうになった。

　――こんな偶然って……。

　知っている顔。

　幼い頃ころ、お兄ちゃんと慕っていた、一つ年上の幼なじみ。

　中学に上がった頃から、なんだか急に照れ臭くなって避けたりしていた幼なじみ。

　そして、その相手と、今、こうしてぶつかった。

　――マンガとかでは、男の子と女の子がぶつかるのって恋の始まりの合図ですよね……。

　もしかして、これがそうなのだろうか。

　――こ、これってもしかして……？　あ、いえいえ、そんなことはないです。ただの幼なじみですし。……でも、例えば、これをきっかけにまた仲良くなって、一ヶ月後くらいには告白とかされちゃって……。それでそれで、最初のデートは昔遊んだ公園とかを懐なつかしいねなんて言いながら回って……とか。いえいえ、ないですないです！　どうせ恋をするなら王子様的な人の方がいいに決まってますし！

「誰だれ？　こんな時間に……」

　相手の声に、妄想を暴走させていた恋子はハッと我に返った。

「え、ええと、あの……」

　これは運命の出会いなんかじゃない。そう思いつつも、ちょっぴりドキドキしながら言いかけて、恋子は指に何かが触れるのを感じて視線を落とした。

　指に触れたのは、床に落ちた拍子に開いた彼の携帯電話。

　拾い上げたその携帯電話の、夜の暗くら闇やみの中で光を放つ画面に映っていたのは――、

「これって、耶や宵よいちゃんですか？」

「え」

　思わずボタンを押すと、画面が切り替わった。別の画像でも、カメラ目線で微笑ほほえんでいるのは同じ女の子。

「あ、次の写真も。次も!?」

　恋子の声に反応したのか、目の前の幼なじみは顔を上げて、

「あ。も、もしかして、恋……子？」

「う、うん」

　相手が自分を覚えていてくれた、たったそれだけのことで、恋子のボルテージは際限なく上がっていく。

　が、幼なじみ――夕ゆう也やはハッとしたように一度振り返った。

「あの……おに……」

　昔のようにお兄ちゃんと呼ぼうとして、恋子はもごもごと言いい淀よどんでしまった。

　久しぶりに顔を合わせた幼なじみ。

　なんだか猛烈に照れ臭くて、恥ずかしくて、顔が熱くなる。

「……じゃなくて、ねえ、その画像って――」

　言いかけた恋れん子この手から、夕ゆう也やは引ったくるように携帯電話をもぎ取った。

「それどころじゃないんだよ！　早く――」

　そして夕也はそれを慌ててポケットに突っ込んで、左手で買い物袋を持ち直し、右手で恋子の手を掴つかんだ。

「え」

　ばくん、と恋子の心臓がまた大きく弾はじける。

　――て、て、て、手を!?　いきなりそんな、大胆すぎです……っ！

　夕也は自身も立ち上がりながら、一人で舞い上がる恋子の手をぐいっと引いて立ち上がらせた。

「早く、逃げないと！」

「え？　え？」

　恋子の手を掴んだまま、夕也は走り出していた。当然、手を掴まれたままの恋子も引っ張られて走り出す。

「追われてるんだよ！」

　走りながら、夕也はまるで怒鳴るように言った。

「だ、誰だれにですか？」

「僕が知りたいよ！」

「はあっ!?　な、なんですか、それ」

　恋子が振り返ると、背後には光る刃物を手に追いかけてくる人影が迫っていた。

　普通のスピードではない。

　すさまじく速い身のこなしで差を詰めてくる。

「ひ――」

　その異様なシルエットに湧わき上あがってきた恐怖が、恋の予感や男の子と手をつないでいるというドキドキさえも凍りつかせた。

　――こ、殺される……！

　そう思わせる気迫のようなものが、その影からは確かに発せられていた。

「くっ、このままじゃ追いつかれちゃうよ……！」

　夕也はとっさに開けっ放しになっていた入り口から教室に飛び込んだ。そして恋子を引っ張り込むなり手を放し、ぴしゃりと扉を閉じた。

　一度恋子にも目で合図をして、夕也はそのまま教室の後方にあるもう一つの出入り口に向かう。恋子も夕也の後を追った。夜の学校で、しかもこんな異常な状況下で、見知った顔と離れるのはご免だった。

　が、その扉を開けようと夕也が手を伸ばした瞬間。

　ばん！　と、目の前の扉が開かれた。

「うわっ」

　夕ゆう也やが飛とび退すさる。結果、夕也の体は恋れん子この至近距離に急接近する。

　が、それにときめいたりする以上に、開いた扉の向こうに追ってきた何者かがいる、という事実が恐ろしかった。

　背後の教室の窓から差し込む月の光を反射して、刃物が白く光る。

「ひいっ」

　思わず、恋子は夕也にしがみついた。

　月明かりは恋子たちの背後から差し込んでいる。つまり、扉の向こうの何者かを真っ正面から照らし出す。

「えっ、さ……桜さくら江え……さん？」

　驚いたように、夕也が言った。

「は？」

　夕也の声に、恋子も夕也の脇わきからおそるおそる扉の方を見やった。

　それは、小柄な女の子だった。秋あき月つき学がく園えん高等部の制服。名前を呼ぶ夕也の口調から察するに、夕也と同じ二年生なのだろう。なのに、一年年下の恋子よりもかなり背が低い。恋子とてさほど高い方ではないというのに。

　長い黒髪。

　強い意志のようなものを感じさせる切れ長の目。

　がるる、と唸うなる口には牙きばのような鋭い八や重え歯ば。

　とても端たん整せいな顔立ちだが、だからこそ大きなナイフを振りかざす状況の異常性が際きわ立だって見える。

「し、知り合い、ですか？」

　夕也に抱きついていたことに気づき、頬ほおを染めながら体を離しつつ、恋子は訊きいた。

「う、うん、桜江ゆすらさん。クラスメイト。なんだけど……」

　夕也は困ったように、買い物袋を持ったまま、まるで銃を突きつけられたかのようにホールドアップして見せた。

「あのー、桜江さん、なんで僕は貴女あなたに殺されそうになってるんでしょうか？」

　その問いかけに、ゆすらはぽつりと、

「……なわばり」

「はい？」

「な、なんですかそれ……」

　夕也も恋子も、わけがわからない、という顔を見合わせた。

　が、それ以上何も言わず、ゆすらはナイフを握にぎり直して夕也たちの方へ一歩踏み出した。

「いや、ちょ、待って！　とにかく、僕たちに悪気はないんだよ！　何か気に障ったなら謝るから！」

　言いながら両手を前に突き出して、夕ゆう也やは顔を背けながらやめてくれ、という意思表示をした。

　その拍子に、夕也が持っていた買い物袋がゆすらの目の前で揺れる。

　と、ゆすらは少し表情を和らげて、くんくんと匂においを嗅かぐように鼻を鳴らした。

「ねえ、もしかして、あんたの持ってるその袋に興味を示してんじゃないですか？」

「え？」

　夕也は緊張からかゴクリとツバを呑のんで、かなりびびりながらも、

「そ、そうなのかな……？　ええと、あのさ、ちょ、ちょうど色々買い過ぎちゃったんだけど、一緒に食べない？　なんていうか、その、お詫わびじゃないけど、親しん睦ぼくを深めるというか、誤解を解くというか、なんかそんな感じで」

「……食う？」

「う、うん。食事。とりあえず、僕たちに敵意はないから、その物騒なものをしまってもらえると嬉うれしいんだけど……」

　ゆすらは自分の手のナイフと夕也の買い物袋を交互に見て、少し考えて、ナイフを腰から提さげた鞘さやに収めた。

　ふう――――、と、夕也と恋れん子こは揃そろって安あん堵どに大きく息を吐く。

「もう冷めちゃったかな」

　袋の中を覗のぞき込みながら、夕也がつぶやいた。

　恋子は買い物袋のロゴを見て、

「その袋、フライドチキンですか。だったら、家庭科実習室の電子レンジを使って温めたらどうです？」

「そうしようか。桜さくら江えさんも、それでいいよね？　行こう」

　夕也はゆすらにそう話しかけたが、ゆすらは返事をせずに油断なく身構えていた。とりあえず刃は収めたものの、まだ警戒は解いていないらしい。

　結局、ゆすらは家庭科実習室への移動の間も常に何メートルかの距離を空け、一言も発することはなかった。



　　　＊



　夕也がフライドチキンを電子レンジに入れた後も、ゆすらは家庭科実習室の入り口から様子を窺うかがっていた。

　夕也は買い物袋の中を確認しつつ、

「あー、やっぱり結構割れちゃったなあ」

　と卵のパックの中で起こった惨劇に肩を落とした。

「まあ、仕方ないか。それよりさ、恋子」

「な、なんですか」

　急に名前を呼ばれた恋れん子こが、びくっと身を強こわばらせる。

「なんでこんな時間に学校に？　っていうか、その格好は何？」

　恋子は、短め尻尾しつぽのポニーテールに制服という、いつもの格好をしていた。

　しかし。

　その上に、魔法使い然とした真っ黒いマントともローブともつかないものを羽織っていた。

　背中には大きな鎌かまの意匠が白く染め抜かれている。

「……オカルトマニア？」

「違いますっ！　そんないかがわしいのと一緒にしないでください！」

「あ、わかった。コスプレってやつだよね？」

「もっと違いますッ！」

「じゃあなんなのさ」

「ふっ。仕方ないですね……」

　恋子はバサッとローブを翻ひるがえし、ふふん、と胸を張って、

「ふふふ、いずれ世界はあたしの死者の軍勢の前にひれ伏すことになる……その事実を今ここで明かすことになろうとは！」

「……っていう設定なの？」

「その言いぐさはあまりにも失礼すぎませんかっ!?」



    

  
    
      



    

  
    
      「だって、死者の軍勢とか世界をひれ伏させるとか言われても」

「ああもう！　あたしは、正真正銘、本物のネクロマンサーですから！」

　恋れん子こは顔を真まっ赤かにして、そう言い放った。

「……はあ？」

「ネクロマンサーですよ。日本語にすると死霊魔術師」

「それって、ゲームとかアニメに悪役で出てくるやつ？　ゾンビとか動く骸骨スケルトンを作ったり操ったりする魔法使い？」

「そう。まあ、ゾンビっていうとブードゥー教の起源で、アレは厳密には死んでないから違うんですけど。正確には動く死体リビングデツドです」

　そして恋子は得意げに貧相な胸をさらに反そっくり返らせた。

「恐れ入りましたか」

　んー、と夕ゆう也やは難しい顔をして、

「あのね、恋子。中二病は高校生になったら卒業した方が……」

「誰だれが中二病ですかっ！」

「いや、だってさ」

「あたしは本物！　ホ・ン・モ・ノ！　なんです！」

　夕也は大きくため息をついて、

「何か悩みがあるなら相談に乗るからさ、現実を見ようよ」

「だーかーらーっ！」

「だって、魔法って言われても」

「ホントなんですってば！　あーもう！　死体！　死体さえあれば、あたしが本物だって証明できるのにッ！」

　涙目で、悔しそうに恋子が地じ団だん駄だを踏む。

　と、電子レンジがチーンと加熱の終了を告げた。

「ま、いいか。食べよう？」

「よくないです――――ッ！」

　恋子の抗議は黙殺して、夕也は家庭科実習室の戸棚から何枚かの皿を拝借した。そして、同様に拝借した菜さい箸ばしを使って適当に湯気を上げるフライドチキンを取り分ける。

「ほら、できたよ、桜さくら江えさん」

　入り口に向かって、夕也はそう声をかけた。

　ゆすらはおそるおそる家庭科実習室に入ってきて、腰をかがめてまじまじとフライドチキンを見つめた。興味津々で、今にもよだれを垂らしそうな顔で。

「どうぞ」

　と夕也が勧めると、ゆすらは目の前のフライドチキンを掴つかんで豪快にかぶりつく。

　最初の一口で、ゆすらの顔は輝かんばかりの笑顔に変わった。

　――へえ、こんな顔もするんだ。

　なんだか照れ臭くて、少し頬ほおを染めながら、夕ゆう也やはまぶしい笑顔に見入ってしまった。

　とてもすごい秘密を発見したような気がする。

　男子女子を問わず、会話どころかあいさつさえ交わさない近寄りがたい存在なのだ。

　――もしかしたら、この笑顔を知ってるのって僕だけなのかも。

　一学期が始まって、約半月。夕也がゆすらの声を聞いたのも今日が初めてだった。

「ねえ、食べながらでいいんだけどさ、なんで僕たちが殺されそうになったのか、教えてくれないかな？」

　家庭科実習室の作業台の、ゆすらが食べている真向かいの席に座って、夕也も自分の分のフライドチキンを頬ほお張ばりながら訊きいた。

　しかしゆすらは骨まで食べてしまいそうな勢いでフライドチキンを囓かじっていて、夕也の言葉を聞いているかさえ怪しかった。

「食べ終わるまで、話をするのは無理なんじゃないですか？」

　同様に、フライドチキンを食べながら恋れん子こが言う。

「かもね」

　喜んで食べている顔がいくら可愛かわいくても、話が通じないのでは苦笑するしかない。

　ガツガツと食べ続けるゆすらを見守ることしばし。

　すべてを食べ終えたゆすらに話しかけようとして、夕也はゆすらの熱い視線が自分の皿に注がれていることに気がついた。

　夕也はまた苦笑して、

「どうぞ」

　と自分の皿をゆすらの方へと押しやった。

　ゆすらはまた満面の笑みを浮かべて、もらったばかりのフライドチキンに手を伸ばす。やれやれ、と夕也は立ち上がって食器棚や器具を物色し始めた。

「何してるんです？」

　そう訊く恋子に、夕也は、

「なんだかもう少し話は聞けなそうだしね。せっかく調理器具が揃そろってるんだし、割れた卵を無駄にするのももったいないし。お、砂糖とグラニュー糖がある。よしよし」

　夕也はボウルや鍋なべ、泡立て器などを作業台に並べて、買い物袋の惨劇の現場から卵を救出してボウルに移した。

　そしてオーブンに火を入れ、鍋に水と砂糖を入れてＩＨクッキングヒーターで加熱し、カラメルソースを作って三つの湯飲みのような容器に均等に入れた。

　その鍋を一度洗い、今度は牛乳とグラニュー糖を入れて温めながら、同時進行でボウルの卵を泡立て器でかき混ぜ始める。

「ずいぶん手慣れてますね」

「まあね。耶や宵よいの大好物だから」

「……あ。耶宵ちゃんといえば、あのケータイの写真」

　恋れん子こに言われて、ぎくり、と夕ゆう也やは首をすくめた。

「か、家族の写真をケータイに入れて持ち歩くくらい、珍しくないでしょ」

「えー。あんまりいませんよ。子こ煩ぼん悩のうのパパじゃあるまいし。しかも妹の写真なんて」

「いや、でも」

「百歩譲っても、あの数は異常です」

「うっ」

　恋子は卵を泡立てる夕也に白い目を向けて、

「まさか、シスコンなんですか？　そういえば、昔から耶や宵よいちゃんには甘かったですけど」

「シスコンとか言わないでよ。僕はただ単に、妹を溺でき愛あいしているだけなんだから！」

「いや、世間的にはそれをシスコンって言うんですけど」

「ええい、ああ言えばこう言うね。僕は純粋に家族愛で耶宵を大切にしているんだよ！」

「屁へ理り屈くつ言ってるのはどっちですか。っていうか、不毛だと思いますよー。今は特に世間の風当たりも強いですし。不幸にしかならないと思うんですけど」

「だから、恋愛感情的なのとは違うんだってば」

　まったく、とかブツブツ言いながらも、夕也は手を休めずに温めた牛乳を溶いた卵の中に少しずつ入れていった。そしてそれを一度漉こし器で漉してバニラエッセンスを数滴垂らす。それをカラメルソースを入れた容器に優しく流し入れ、蒸し焼きにするべく容器を湯を張った天パンの上に並べてオーブンに入れた。

「で、何作ってるんですか？」

「プリンだけど」

「は？」

　あんぐりと口を開けて、恋子は一瞬固まった。

「ぷ、プリンって作れるんですか!?」

「そりゃ作れるでしょ。売ってるプリンはどうやってできあがると思ってるの」

「それはだって、プロの人とか工場とかが……っていうか、プリンを手早く作れる高校生男子なんてそうそういないですって」

「あっはっは、プリンだけじゃなくて、パエリヤやビーフストロガノフだって耶宵に作ってあげたことがあるぞー」

「マジですか……。妹のためにそこまでやるのは、立派なシスコンだと思います」

「ほっといてよ」

　やがて、夕也の分もフライドチキンを食べ終えたゆすらが鼻をくんくんさせ始めた。夕也たちには感じられないほど微かすかな、オーブンから漏れる甘い匂においに反応しているらしい。

　腕時計を見ながら、「そろそろいいかな」と夕也はオーブンを開ける。一気に甘い香りが流れ出て、家庭科実習室内に充満した。

　その香りに、ゆすらと恋子の口から感嘆のため息が漏れる。

「まだ熱いから、少し冷ましてね。プリンといえば冷たいもんだと思ってるだろうけど、できたての温かいプリンはもっと美お味いしいんだよ」

　作業台の引き出しから三本のスプーンを取り出し、夕ゆう也やはプリンとともにそれぞれの前に置いた。

「ホントは容器にバターを塗っておけばつるんと皿に出せるんだけどね。さすがにバターはなかったから、容器からそのまま食べて」

　恋れん子こがスプーンでプリンをすくい上げて、

「うわ、ぷるぷるしてます」

　そしてそれを口に入れて、

「超なめらか！　何これ、すっごく美味しいですッ！」

　その様子を見て、ゆすらも不器用にスプーンを持ち、見よう見まねでプリンの上の方をすくって口に運んだ。

「……！」

　途と端たんに、また幸せそうな笑みが浮かぶ。

「気に入った？」

　そう問われて、ゆすらは「がう」と何度もうなずいた。

　そりゃよかった、と夕也も口元を綻ほころばせた。

　――なんか、ナイフ片手に追いかけ回されたこととか、一歩間違えば殺されるところだったとか、どうでもよくなってきたなあ。



    

  
    
      



    

  
    
      　夕ゆう也やとて男なので、可愛かわいい女の子には弱い。もともと美人な顔が、嬉うれしそうに美お味いしいものを頬ほお張ばる笑顔は何倍もの輝きを放つ。

　まして小柄な上に食べているときはとことん無防備っぽくなるゆすらは、夕也の兄としての本能を強烈に刺激した。

「桜さくら江えさん、底の方にカラメルソースがあるからさ。こうやって一回底の方までスプーンを入れると……」

　言いながら、夕也はゆすらに示すように自分のプリンに深々とスプーンを突き立ててすくい上げた。当然、底からカラメルソースが染み出してくる。

　食い入るように夕也のプリンを見つめていたゆすらは、思い出したように自分のプリンにスプーンを差し入れた。そして乱暴にかき回す。砕けたプリンの淡い黄色にカラメルソースの焦げ茶が混ざる様を見て、ゆすらはまた嬉しそうに笑った。カラメルソースが絡んだプリンを口に運んで、さらに口角を上げる。

「で、僕たちを追い回した理由なんだけど……」

　夕也が問いかけるなり、ゆすらは笑顔から一転眉まゆをひそめ、警戒心をあらわにしてプリンを持ったまま席を離れて、となりの作業台の陰に隠れてしまった。

「ちょ、あんなに喜んで食べてたのに……」

　そして作業台の裏側からガタガタッといくつもの椅い子すが倒れるような音がしたと夕也が感じるやいなや、勢いよく家庭科実習室の出入り口から走り去ってしまった。

　夕也がその作業台の裏側を覗のぞき込むと、案の定いくつもの椅子が倒され、空からになった容器とスプーンも転がっていた。

「……食い逃げされた」

「まあ、いいじゃないですか。刺されずにすんだことですし」

　逃げ出したゆすらになどお構いなしでプリンを堪能していた恋れん子こは、お気楽な顔でそう言い、スプーンを置いて「ごちそうさまでした」と手を合わせた。

「そりゃそうだけど」

「それにしても、変わった人でしたね。まるで野生動物です」

「そんな格好して魔法使いだって言い張る恋子も、相当変わってるけどね」

「うるさいです。いずれ死霊を統すべる冥めい府ふの女王をそんなに怒らせたいんですか」

　恋子はムッとして頬を膨らませた。

「そもそもさ、恋子って、昔はゾンビ映画とかホラー映画とか超苦手だったよね。ちょっと暗くなっただけで怖がってたしさ。怖がり、克服できたの？」

「うっ。そ、それは……その、えーと……」

　下を向いてモジモジし始めた恋子に、夕也は思わず苦笑いして、

「あのさあ、それでネクロマンサーって、どう考えてもおかしいんじゃない？」

「仕方ないじゃないですか、適性がネクロマンサーにドンピシャだったんですから。っていうか、曾ひいお祖ば母あちゃんはあたしは一〇〇年に一人の逸材だって太鼓判押してくれたんです。これはすごいことなんですよ？」

「どうでもいいけど、脳内設定に家族の名前使うのはどうかと思うよ」

「うわーっ、脳内って言いました！　言うに事欠いて脳内って！」

　恋れん子こはまた地じ団だん駄だを踏んだ。

「わかりました、こうなったら意地です！　とりあえず使った食器を洗ったらあたしについてきてください！　ふふふ、ふははははは、見せてあげましょう、あたしが毎夜学校で執り行おこなっている、ネクロマンサーの秘密を！」

　恋子はバサッと大仰にローブを翻ひるがえして言い放った。

　そしてその拍子にローブの裾すそが触れてガシャンと落ちたプリンの容器やスプーンを、あわあわと拾い集めにかかるのだった。



　　　＊



　夕ゆう也やが恋子に連れていかれたのは、校舎の地下にある倉庫だった。

　恋子は隅の方に押し込められているパイプ椅い子すやら机やらを手際よくどかして、床板を持ち上げた。そこに現れたのは、人一人がやっと通れそうなくらいの縦穴だった。

「ちょ、これって……」

「いいから、ついてきてください」

　恋子はローブの懐から小さな懐中電灯を取り出すと、スイッチをオンにして口にくわえ、縦穴へと入っていった。

　夕也が穴を覗のぞき込むと、穴の壁面には脚きや立たつが立てかけてあった。かなり深いらしく、倉庫の電灯の光は底にまで届いていない。

「恋子が掘ったの……？　こんなに深く……？」

　驚きつぶやいてしばし逡しゆん巡じゆんしたものの、夕也は恋子に倣ならって穴の中へと下りていった。

　夕也が底に到達すると、闇やみの中で恋子の懐中電灯の光が右往左往していた。

「ええと、スイッチは……」

　そんな恋子の声から数瞬のち、強烈な光が点ともる。

「うっ」

　まぶしさに、夕也は両腕で顔をかばい目をつぶった。

　そしておそるおそる目を開けた夕也の視界に飛び込んできたのは――、

「な、な、な、何これ……！」

　体育館ほどもあろうかという、大きな空間だった。

　鍾しよう乳にゆう洞どうや防ぼう空くう壕ごう跡といった感じではない。無骨で、ただただ掘りっぱなしの大きな穴。

　その空間を、夜間の工事現場で使われているような投光器が照らし出していた。

　よく見れば、壁際にはつるはしやスコップが何本も立てかけてある。投光器をつないでいる業務用コードリールからは夕也たちが下りてきた穴から地上に向かってコードが伸びており、湯沸かしポットなどもつないであった。

　ポットの脇わきにはミネラルウォーターのペットボトルや、インスタントコーヒーの瓶とマグカップなどを詰め込んだ収納用の透明なプラスチックケースが置いてある。

「知ってますか？　この学校って、古戦場だったそうですよ」

「は？　そんな七不思議的な話がなんで今出てくるの？」

「古戦場なら、掘ったら死体が出てくるのが道理じゃないですか。死体がないと、あたしの魔法の修行は次に進めないんですよ。ネクロマンサーですから、魔法をかけるには死体が必要なんです」

「……え、じゃあ、やっぱりこれって全部恋れん子こが掘ったの!?」

「当たり前です。中学に入った頃ころから毎晩コツコツと」

「つまり、ネクロマンサーの秘密って、この場所で何やら儀式をやってるとかじゃなくて、魔法を使うために必要な死体を探して発掘をやってるってこと？」

「そうですけど。何か言いたいことでもあるんですか」

「魔法以前じゃん」

「そーですけど、それが何か？」

「いや……ええと、魔法使いがガテン系だったとは、初めて知ったよ……」

「えっへん。もっと褒ほめてもいいですよ」

「褒めてないし。ってか、やり過ぎだよ。たかが魔法使いごっこで」

「だから、ごっこ違います――――っ！」

「それより、恋子はさ、中学に入った頃からこんな遅くまで学校に残ってんの？」

「残ってるっていうか、帰ってないですけど」

「は？」

「一人前の魔法使いになるまで家には帰らないって誓いを立てましたから」

「それって家出……。小お父じさんも小お母ばさんも心配してるんじゃない？」

「いえ、しっかりやりなさいって応援してくれてますよ」

「どんな家族なのさ……」

「そりゃあ、うちは代々魔法使いの家系ですから。お母さんは占せん星せい術じゆつ師しで、お婿むこに入ったお父さんも由緒正しい陰おん陽みよう師じです。なんでしたら、電話して訊きいてみます？」

　と、恋子は制服のポケットからピンク色の折りたたみ型携帯電話を取り出した。

「いや、そこまでしなくても……。うーん、じゃあ何、ホントに本物だっていうの？」

「だからそう言ってるじゃないですか」

　はあ、と半ば呆あきれ気ぎ味みに感心して、夕ゆう也やは穴の中をぐるっと見渡した。

「はい、これ」

　感心するやら呆れるやらの夕也に、恋子はさも当然という顔でスコップを差し出した。

　思わず受け取ってしまいつつ、

「え？　何？」

「せっかく来たんだから、手伝ってください」

「……マジですか」

「あ、もし安全に気を遣うなら、そっちにヘルメットとかもありますよ」

　言いながら、恋れん子こはローブを脱いで制服の袖そでをまくり、軍手を装着した。そしてつるはしを慣れた手つきで握にぎり、勢いよく地面に打ちつける。

「掘るのは好きなところでいいですから。何か出てきたら声かけてください」

「……」

　どうやら反論は許してもらえなさそうなので、夕ゆう也やも足下を掘り始めた。

「にしてもさ、ここまでやらなくても、白骨でいいなら、墓場にでも、忍び込めば、てっとり早い、んじゃ、ない、かな……？」

　息も切れ切れに、夕也は訊きいた。

　――掘り始めて五分も保もたず息が上がるとは、我ながら情けない……。

「はあ？　墓荒らしって犯罪ですよ」

　対して恋子は、平然とした顔でつるはしを振るい続けている。掘り進む速度も、夕也の倍近い手際のよさだった。

　動きに無駄がない。

　一振り一振りに腰が入っている。ザクザクと、まるでケーキをフォークで崩すようにたやすく土を砕いていく。

　ひたむきに掘り続ける恋子の横顔は、真剣そのものだった。

　――これだけの穴を、一人で。

　たった五分でへばったからこそわかる。

　――確かに、生なま半はん可かな気持ちじゃここまで続かないよね……。

　本当に魔法などというものが存在するのかどうか、夕也にはわからない。

　しかし、恋子が大おお真面目まじめなのだということだけはひしひしと伝わってきた。

　夕也はぐったりとスコップを杖つえ代わりに体重を預けて、息を整えながら、

「犯罪だからやらないなんて、世界をひれ伏させようとしてる魔法使いにしては真面目なことだね」

「うっ。べ、別にいいじゃないですか。まだ修行中なんですから、公権力に逆らうのは得策じゃないんですっ。っていうか、何サボってるんですか」

　恋子が手を止めて振り返った。

「いや、休憩休憩。これ、思ってたよりきついって」

「もうですか？　身体からだ、鈍りすぎですよ」

「自分でもそう思うよ。ってか、それよりさ、たぶん、夜の学校で寝泊まりするのも不法侵入で犯罪だと思うんだけど」

「……。だって、夜のお墓って怖いんですもん………………」

　モジモジと、恋子が消え入りそうな声で言った。

「夜の学校も相当怖いんじゃない？」

「お墓よりマシです。かなり僅きん差さの勝負ですけど」

「そういうもんかなあ」

「そーなんです。ともかく、あたしが本物の魔法使いだって信じてくれたみたいなので何よりです」

　つるはしを肩に担いで、ニッと恋れん子こが笑う。

　額には、美しい労働の結晶である玉の汗。

　――魔法使いっていうか、土木作業員にしか見えないけど……でも。

　うーん、と夕ゆう也やは首を捻ひねった。

　恋子が真剣なのはわかったが、それがイコール本物の魔法使い、ということにはならない。親まで認めているのであれば、単なる思い込みや現実とフィクションを混同しているわけではないのだろうが、まだ完全に信じるには抵抗があった。

「まあ、なんだ。えーと、ともかく、早く死体掘り当てて先に進めるといいね」

「はいっ！」

　嬉うれしそうに、恋子は元気よく返事をした。

「でも、確か恋子って刑事ドラマとかの死体も苦手だったよね。死体は怖くないの？　髑髏しやれこうべとか骨とか」

「…………そ、それは」

　やれやれ、と夕也は肩をすくめた。

　真偽はさておき、恋子が次のステップに進むには、かなりの試練を越える必要があるようだった。



　発掘作業に従事すること一時間弱。

　地下の発掘を切り上げて倉庫に上がって、恋子は再びパイプ椅い子すなどの荷物を入り口の上に置いてカムフラージュした。

「ふー。筋肉痛になりそう……。じゃ、僕はそろそろ帰るから。頑張るのもいいけど、あんまり無む茶ちやしちゃダメだよ。この穴からしてかなり無茶って感じだけどさ」

　作業を終えた恋子は「えっ」と弾はじかれたように振り返って、

「か、帰っちゃうんですか……？」

「うん。だって、もともと忘れ物取りにきただけだし、もう遅いし」

「そ、それはそうなんでしょうけど、なんていうか、ええと……」

「修行とやらの邪魔をしても悪いし」

「邪魔なんてことはないですからっ」

　かなり必死な感じで、恋子は夕也の右腕を両手でがっちりと掴つかんだ。

「もうちょっと！　もうちょっとだけでいいですから……！」

「そう言われても」

「そこをなんとか！　夜の学校で一人っきりって、怖いし心細いんですよぅ……」

「いやいや、だって、もう何年も一人でやってきたんでしょ？」

「それはそうですけど……そうなんですけどぉ…………」

　恋れん子こは目に涙を溜ためて、手にさらに力を込めて夕ゆう也やを見上げた。

　うーん、と困って夕也は視線を泳がせた。

　超がつくほど怖がりの恋子が、それを押し殺してまで頑張ってきた。しかし、今日自分と会ってしまったことで、張り詰めていた糸が切れてしまったのかもしれない。

　そう思えば、無む下げに断ることもためらわれた。

　――どうせ、帰っても誰だれもいないんだよなあ。

　何よりも、涙目で訴えかけてくる女の子を放置するなど、良心が痛みすぎる。

「じゃあ、今日だけだよ」

　パッと恋子の顔が明るく華やいだ。

「ホントですかっ!?」

　夕也がうなずくと、恋子は掴つかんだままの腕を引っ張って、

「ええと、湯船はないですけど、お風ふ呂ろは更衣室のシャワーが使えますからっ！　寝るのは空き部室を使ってて、あ、毛布は予備もありますよ！」

「は？　毛布って、泊まり確定なの……？」

「当たり前です！　さあ、早く早く！　労働の後はまずシャワーですよ！」

「ちょ、うわ、待っ……！」

　ぐいぐいと引っ張られながら、よろめくように夕也は倉庫を後にしたのだった。
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　私し立りつ秋あき月つき学がく園えんは生徒の自主性を重んじるという校風から、既存の部活への加入はもちろん、新たな部活動の設立も奨励している。そのためか、普通の学校よりも多くの部室を用意しており、現在使われていない部室も一つや二つではない。

　シャワーを浴びた後、恋子が寝泊まりに使っていると案内されたのは、そうした空き部室の一室だった。

　広さは六畳ほどで、窓が一つ。床はありふれたフローリング。

　部屋の隅には何枚かの毛布が積み上がっており、他ほかにあるものといえば壁のコンセントに差し込まれた携帯電話の充電器と少し大きめのスポーツバッグが一つ。

　半開きのそのバッグからは、畳たたまれた下着が顔を出していた。

　それに気づいた恋子は、

「ひゃっ！」

　と悲鳴と驚きがないまぜになった声を上げて、下着を隠すようにバッグに飛びついた。

　胸がぺったんこでもブラは着けるんだなー、などと失礼なことを考えつつも、夕也は気まずさから顔を背ける。

「……ストイックな部屋だね。何年かここで寝泊まりしてたんでしょ？」

　耶や宵よいの部屋は、もっと可愛かわいらしい小物やぬいぐるみで溢あふれている。

　それを知っている夕ゆう也やにとって、殺風景な部室はとても奇異なものに映った。

「一応、不法占拠ですし。見つかったら出てけって言われるでしょうし」

　シャワーを浴びた後の洗い髪を拭ふいていたバスタオルを肩にかけたまま、恋れん子こはバッグを閉じて振り返り、答えた。

　魔法使いのローブを羽織ってはいるものの、その下は可愛いピンクのパジャマに着替えている。

「でも、シャワールームが近いから便利なんですよね。広すぎないから他ほかの教室より落ち着きますし」

「ふうん」

　適当に相づちを打ちながらも、夕也は少し目のやり場に困っていた。

　濡ぬれた髪が妙に色っぽく見える。

　洗い髪がまとわりついた首筋が、とても艶つやっぽく見える。

　何年か会わなかっただけで、よく知っていたはずの幼なじみが、女の子という未知の生き物に変わってしまっている。それを思い知らされた気がした。

「と……となりの部室も空いてるんだよね？　じゃあ僕、そっちで……」

「えーッ！　一緒にいてくれるんじゃないんですか!?　それじゃ意味ないですよ！」

「ちょっと待ってよ！　色々まずいでしょ、それは。胸がぺったんことはいえ恋子は女の子だし、僕は男なんだから！」

「誰だれがぺったんこですか！　そりゃあ、確かに同年代の平均値には差をつけられちゃってますけど！」

「あ、ごめん、つい……」

「ついっていうのが一番むかつきます」

「だから悪かったって。今日のプリンに免じて許してよ」

「一緒にいてくれれば今晩は怖くないんで大目に見ます」

「いや、だからね？　それはさすがに……」

「大丈夫大丈夫、あんたはシスコンですから」

「誰がシスコンだよ！」

　恋子はさも当然という顔で、夕也に人差し指を向けた。

「あのねえ。百歩譲って僕がシスコンだったとしても、シスコンだからって他の女の子に反応しないとは限らないんだよ」

「あ、認めました」

「認めてない！　だとしても！　仮定の話でしょっ」

「冗談はさておき、大丈夫ですって。昔はよくお互いの家にお泊まりしに行ったりしてたじゃないですか」

「何歳の頃ころの話だと思ってるの。健全な高校生男子をなめてもらっちゃ困るよ」

「まあまあ、細かいことは気にしないでください。ええと、毛布は……」

　恋れん子こは積み上がった毛布から青色の一枚を取り出し、

「これ使ってください。あ、安心してください、ちゃんと洗ってありますから、あたしの臭においとかヨダレとかはついてないです」

「もっと違う心配をするべきでしょ」

「え、まさかついてた方がよかったんですか……？」

　意外そうな顔で、恋子が頬ほおをいっそう赤らめる。

「そんな特殊な趣味まであるなんて……」

「誰だれがそんなこと言った――ッ！　人を変態扱いしないでよ！」

「シスコンは立派な変態だと思いますけど」

「だから、そういうんじゃないんだってば！」

　結局は押し切られる形で、夕ゆう也やは恋子が寝泊まりする部室の隅っこで毛布にくるまることになるのだった。
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　夜の学校が、怖くない。

　それは、恋子が学校に寝泊まりするようになってから初めて訪れた奇跡だった。

　――ああもう、超ドキドキします……！　男の子と同室でお泊まりなんて、少女マンガでは定番どころかかなりのハイライトですよ！

　明かりを消して、毛布にくるまって横になってからも、恋子はずっとモゾモゾしっぱなしだった。

　寝ている位置は、お互い部室の端と端。寝返りを打ったくらいでハプニングが起こるような距離ではないが、かすかに聞こえてくる息づかいはいやでも意識してしまう。

　――お兄ちゃんが忍び寄ってきたらどうしましょう。耳元で甘く囁ささやかれたりしたら……だ、ダメです！　あたし、そんなに軽い女じゃないですっ！　ああ、でも、優しくしてくれるならそれはそれで……じゃなくて！　そりゃあ帰らないでなんて無む茶ちやなお願いを聞いてくれたことは嬉うれしかったですけど……でもでも、あんなシスコン、好きになるはずないです！　っていうか、帰らないでって、実はものすごく大胆なお願いだったんじゃないですか……？　きゃ――っ！　とんでもない勘違いをされてたらどうしましょう!?

　緊張して、興奮して、なかなか眠れない。

　――うう。

　眠れないがゆえに襲ってきた感覚に一瞬迷って、恋子はむくりと起き上がった。そしてよつん這ばいで夕也に近づき、肩と思おぼしきあたりに触れて「ね、ねえ」と揺すった。

　夕ゆう也やはすぐに跳ね起きて身構え、

「ちょ、あのねえ、人が悟りの境地を目指してるときにそっちから茶々を入れるとか、ありえないでしょ！」

「は？　悟り……？」

　恋れん子こが聞き返すと、夕也は照れ臭そうに顔を背けた。

「いや、なんでもない。で、何？」

「あ、うん。その、えっと……その、と、トイレにですね？　行きたいなあ、なんて思いまして」

「行けばいいじゃん」

「だから、その……」

「まさか、一緒に行けってこと？」

　恋子は恥ずかしそうに小さくうなずいた。

「だって、怖いですし」

　夕也は呆あきれ気ぎ味みにため息をついて、

「しょうがないなあ、まったく」

　そう言いながらも律りち儀ぎに立ち上がるのだった。

　部室棟を出れば、夜空にはまばらな星と丸い月。

　部室棟にはトイレがないので、渡り廊下を通って、一年生から三年生までの教室がある一般教室棟に行かなければならない。つまり、それなりの距離を並んで歩くことになる。

　夜といえば暗いもの、それはすなわち怖いもの。

　ずっとそう思ってきた恋子にはなかなか思い至れなかったのだが、

　――これって、実は……。

　学校の廊下とはいえ、窓からは美しい月が見える。

　明かりの点ついていない無機質な廊下も、淡い月明かりに照らされれば、少しはロマンチックにも思えてくる。

　そんな中を、男子と二人っきりで歩いている。

　――実は、かなりいいシチュエーションなんじゃないですか……？

　それとなく見上げれば、幼なじみの横顔がすぐそこにある。

　月の柔らかい光に照らされた、穏やかで優しい顔。

　急に、恋子は息苦しさにも似た激しい動どう悸きに襲われて胸を押さえた。

　――な、な、何か気の利いたことを言えば一気にムードが盛り上がって告白とかされちゃうかも!?　そんな、いきなり恋愛モードなんて、心の準備が……。そりゃあこんなシスコンを好きになるわけないですけど、向こうが好きになって告白するのは勝手ですし。されたらされたで、わ、わ、悪い気はしませんし……。ええと、例えば『あの月なんかより君の方が素敵だ』的な……いやいや、それはむしろ言ってもらいたい台詞せりふであって、こういうとき女の子から言うべき言葉ってなんですか!?　ああでも、女の子から言うときって少女マンガとかではストレートに好きとか言ってる気がしますし、ってことはあたしが今言うべきことは…………。

　恋れん子こは一人で勝手に頬ほおを染め、テンパり始めて、思考をエスカレートさせていくつか名作名シーンの甘い言葉を思い出してみた結果、顔を耳まで真まっ赤かにして、

「言えるわけねーです―――――――ッッッ！」

　と突然絶叫した。

　となりでいきなり絶叫された夕ゆう也やはビクッと一歩飛とび退すさり、

「な、何っ？　僕、何かしたっ!?」

「……いえ、なんでもないです」

　トイレ前に到着して、恋子は何度も「待っててくださいね」と念を押してから女子トイレに入った。

　そして用を足し終えてトイレを出ると、夕也は窓を開けて夜空を眺めていた。

「何か面白いものでも見えます？」

「いや、見えるっていうか、聞こえるんだよね」

「聞こえる？」

　恋子が聞き返した瞬間、

　あおぉ―――――――――――――――――――――――ん……。

　かなりクリアに、相当近い感じで、遠とお吠ぼえが聞こえてきた。

　雄々しくて伸びのある、しかし少し切なげな遠吠え。

「ああ、これですか。犬ですかね。最近、結構頻繁に聞こえますけど」

「うん。わりと近所で噂うわさにはなってるよね。でも、学校の近くに吠ほえそうな犬を飼ってる家なんてあったっけ？　あれば目立ちそうなもんだけど」

「こ、怖いこと言わないでくださいよ。それじゃあまるで怪奇現象じゃないですか。きっと、学校の裏山に野犬でも住みついたんですよ」

「それはそれで怖いでしょ」

「まあ、確かにそうですけど」

「案外、住みついたのは学校にだったりして。野犬の幽霊とか」

「や、やめてくださいってば！　怖い話は……」

　あはは、と笑って、夕也は一つあくびをして窓を閉め、

「じゃ、さっさと戻ろうよ。明日も授業はあるんだから、ちゃんと寝ないと」

　部室へと向かって足早に歩き始めた。



    

  
    
      
第二章　学園ロンリーウルフ



　翌朝。

　窓から差し込む朝日に夕ゆう也やが目覚めると、すぐ間近に恋れん子この顔があった。

「うわっ！」

　と夕也が跳ね起きると同時に、

「きゃあっ！」

　と恋子も飛とび退すさった。

「な、何!?」

「べ、べ、別に寝顔が可愛かわいいとか思ってたわけじゃ……あ、いえ、その、なんでもないですっ！　じゃああたし、朝のシャワーに行ってきますっ」

　恋子はそそくさと、入浴道具一式を持って出て行ってしまった。

「……なんなんだ、いったい」

　寝起きの頭で事態が飲み込めないまま、ただ呆ぼう然ぜんと夕也は恋子を見送るのだった。



　起きたのはいつもよりかなり遅かったが、通学の手間が省略できる分だけ余裕がある。

　恋子がシャワーから戻るのも待たずに部室を出て、夕也がのんびりと中庭の水飲み場で顔を洗っていると、

「あらあら、夕ゆうくん、今日はずいぶん早いのねえ」

　と背後から声をかけられた。

　ハンカチで顔を拭ふきながら夕也が振り返ると、そこには穏やかに微笑ほほえむ女子生徒が立っていた。

　ぱりっと着こなした制服。

　やや目が垂れ気味ではあるものの、人気急上昇中のアイドルですと言われても疑いようがないほど整っている顔。特に、穏やかな微笑みを湛たたえた唇は桜の花を思わせる美しい色彩と可か憐れんな気品を備えていた。

　緩やかに波打った髪の毛を大人っぽく結い上げている。

　そして何より目を引くのは、上着越しにもわかるほどの、高校生離れした豊かな胸。さらに、キュッとくびれたウエスト。長いだけではなく、色気も満載の脚。

「生徒会長……」

　夕也はつぶやいた。夕也と同学年にして生徒会長を務める秋あき月つき琴こと音ねだった。

　その名字からわかるとおり、ここ秋あき月つき学がく園えんの理事長の孫娘である。さらには、巨大企業グループを統括する社長の令嬢。

　その上成績もトップクラスという、セレブリティを絵に描かいたような才さい媛えんだ。

「従姉弟いとこなのにそんな他人行儀な呼び方、わたくし悲しいわ。昔は親しみを込めて琴こと姉ねえって呼んでくれていたのに」

「いつの話さ。それに、半年しか歳としも違わないのにそう呼べって強要……」

「悲しいわ！」

　夕ゆう也やに言い切らせることなく、琴こと音ねは強く言葉を重ねた。

　やれやれ、と夕也は頭を掻かいて、

「従姉弟いとこったって、この歳になったらあんまり関係ないと思うんだけど」

「もう、夕ゆうくんったら、昔からわたくしには意地悪ばっかり」

「え？　むしろ家来扱いでさんざん酷ひどい目に遭わされたのは……」

「悲しいわ！」

「……最後まで言わせてよ」

「うふふ、夕くん、世の中には言っていいことと悪いことがあるのよ」

「それはたぶんそうなんだろうけど、使いどころを間違ってると思う」

「あら、そうかしら？」

「うん、疑いようもないほどに。っていうか、琴こと姉ねえこそ早いよね。生徒会長ってこんな朝早くから登校しなきゃならないほど忙しいの？」

「ええ、年度の頭だもの。あ、そうだわ。どうせ早く来たのなら、夕くんにも手伝ってもらえると嬉うれしいのだけど」

　さも名案、と言わんばかりに琴音はパンと手を打った。



    

  
    
      



    

  
    
      「えー、やだよ。琴こと姉ねえなら、いくら朝早くたって駆けつけてくれる人たちがわんさかいるでしょ」

「わたくしは、夕ゆうくんに手伝ってほしいの」

「だからいやだってば。じゃ、僕はこれで！」

　逃げるように、夕ゆう也やはそそくさと水飲み場を離れた。

「もう、昔から、夕くんだけはわたくしに靡なびかないんだから……」

　ため息とともにつぶやいた琴こと音ねの言葉は、夕也の耳には届かなかった。



　夕也が琴音から逃げて教室に向かうと、その教室から何やら話し声が聞こえてきた。

　すでに校門は開いている時間だが、始業まではかなり時間がある。

　――あれ、もう誰だれかいるんだ。学校に来るにはまだ早いだろうに。

　そう思いながら教室の入り口に歩み寄ると、ちょうどすれ違うように一人の女子生徒が教室から駆け出していった。

　どうやら違うクラスの女の子らしい。

　口元を押さえ、目には涙も浮かんでいたように見えた。

　教室の中を覗のぞき込むと、そこには見知った人影があった。他ほかにはまだ誰もいない。

　その影も夕也を見つけたようで、自分の席に座りながら軽く手を上げた。

「やあ、夕也。今日はずいぶん早いな」

　クラスメイトにして中学からの親友、桐きり谷や雅まさ紀き。

　サラサラの髪にフレームの細い眼鏡めがね、スリムな体型。さわやか系イケメンにしてスタイリッシュな優等生で、だからべらぼうに女にモテる。

「まあね」

　返事をしながら、昨夜ゆすらに向かって投げつけた教科書やノートを拾いつつ、親友の席へと向かう。

「それ、夕也の教科書だったのか。なんでそんなことになってるんだ？」

「まあ、ちょっと色々あって、投げちゃったんだよね。ストレス発散みたいなもんだと思っといて。それより、また振ったの？　さっきの子、泣いてたみたいだったけど」

「ああ、断った。何もこんな朝早くに呼び出して告白しなくてもいいと思うんだが」

「可愛かわいい子だったのに、もったいない」

「好きでもないのに付き合えないだろ。あの子じゃダメなんだ。だって、あの子は――」

　雅紀は眼鏡をくいっと指で押し上げて。

　その眼鏡の奥で、涼やかな目もとに物もの憂うげな雰囲気を漂わせて。

　そして、まるで呪のろわれた運命を受け入れるかのような諦てい観かんさえも感じさせる陰りを帯びた顔で、

「ロリじゃないからな」

　堂々と言い切った。

　雅まさ紀きは、残念なことに筋金入りのロリコンだった。

　そのこだわりはどこまでもストイックなので、同年代の女の子の中に彼の納得のいく子はまずもっていない。だから言い寄る女の子を振り続けることになり、その姿勢がクールだったり硬派だったりという見え方になって、振れば振るほどに人気が高まるという妙な循環が際限なく続いているのだった。

「相変わらず業ごうの深いことだね」

「確かに俺おれもそう思うけど、妹に夢中な夕ゆう也やには言われたくない」

「そういうんじゃないって前から言ってるのに」

「はいはい。それを言うなら、俺にだって好きな人くらいいるんだぜ」

「え、マジで!?　どこの小学生!?」

「人聞きの悪いことを言わないでほしいな」

「ま、まさか、もっと下……」

「違う。高校生だよ。まったく……」

「え――――ッ！　ど、どうしたの、雅紀！　まさか、悪い病気……」

　驚きつつも、ふっと夕也は昨夜の出来事を思い出した。

「もしかして、桜さくら江えさん？」

　小柄だし、フライドチキンに喜んでいた無邪気な笑顔は童顔と呼んでも差し支えない。どうにも不器用だったりする様子も、幼さに通じるものがある。

「なるほど、確かに彼女は背も小さいし、カテゴリとしてはロリに分類されるかもしれないな。でもね、違うんだ。ロリっていうのは、もっとこう……ふわふわした、守ってあげたくなるような感じが必ひつ須すなんだよッ！」

「……いや、んなことを力説されても」

「だから、常にナイフを腰から提さげているような、一いち分ぶの隙すきもない物腰で周囲を寄せ付けない彼女は、完全に対象外だ」

「冷静に考えると、あんな大きなナイフの携帯を許してるこの学校もすごいよね」

「まあ、生徒の自主性を重んじるのが秋あき月つき学がく園えんのモットーだからな」

「自主性以前に気にするべきものがあると思うんだけどなあ。銃刀法とか」

　夕也は苦笑いで首を傾かしげた。

「にしても、彼女って独特っていうか、変わってるっていうか、謎なぞが多いよね」

　夕也の言葉に、雅紀は「確かに」とうなずいた。

「もう桜江さんが転校してきて結構たつけど、何もわからないんだ」

「雅紀でも？」

「ああ。何しろ、彼女と親しい子が誰だれもいないからな」

　モテる雅紀には言い寄ってくる女の子も多い。だから彼の周りには女の子がいることが多く、自然と校内の噂うわさ話ばなしなども集まってくる。この学校においては一番の事情通であると夕也は思っていた。

「校外でも目撃情報がまったくないんだ。だから、どのあたりに住んでいるかさえもわからない」

「それはまたミステリアスだね……」

　言いながら、夕ゆう也やは昨夜のことを思い返していた。

　あんな時間に、学校にいた恋れん子ことゆすら。

　恋子は学校で寝泊まりしているのだからいても当然なのだろうが、ゆすらはあんな時間まで学校で何をしていたのだろうか。

　昨日、夕也が学校に入り込んだ段階ですでに閉門時間は過ぎていた。学校に残っていてはいけない、とされる時間である。

　閉門時間は、生徒の下校時間よりもさらに後、本来教職員も完全に退出するよう定められた時間なのだ。

　――もしかして、桜さくら江えさんも……？

　恋子同様、学校で寝泊まりしているのだろうか。

　そう考えれば、学校の外で目撃情報がないという雅まさ紀きの話とも辻つじ褄つまが合う。

　――なんで僕が襲われたのかは謎なぞのままだけど……。

　ふう、と一つため息をついて、夕也は考えるのを止やめた。

　証拠もなければ、情報も足りない。どうせ考えても推論の域を出ないのであれば、それは時間の無駄というものだ。

「まあ、いずれにしても妹命の夕也にはあまり関係のない話だな」

「……そろそろ人も増え始めたんだから、あんまり大っぴらに言わないでよ」

　少し周囲を気にして、夕也は雅紀をたしなめた。まだ大勢ではないが、何人かのクラスメイトが姿を見せ始めている。いくら妹を大切に思っていても、そんな妙な誤解が噂うわさとして広まるのは願い下げだ。

「わかってるさ。お互いの秘密は守る。俺おれたちの同盟は絶対だからな。ま、このくらいのボリュームなら周りには聞こえないさ」

「だから、僕のは雅紀が思ってるようなアレじゃないのに」

「往おう生じよう際ぎわが悪いな。……ま、気をつけるよ」

「そうして。お互いのためにさ」

　そして、ふと振り返った夕也の視界に、ちょうど教室に入ってくるゆすらの姿が飛び込んできた。

　誰だれともあいさつを交わすことなく、ゆすらは自分の席に向かう。

「アレだ。人を寄せ付けないオーラも、あそこまで徹底されると見事と言うしかないな」

　ぽつり、と雅紀が言った。

　確かに、と夕也も思った。

　美人だからこそ、無言で会話を拒絶されたときのダメージも大きい。

　しかし、同時に、美お味いしいものを目の前にすれば、とても無邪気な笑顔になることも夕也は知っている。

　――放ほうっておいて、いいのかな。いや、いいはずはないよね。

　それは、母性でもなく父性でもなく、兄性とでもいうべきものだった。

　一度でも関かかわってしまったのだ。偶然とはいえ、となりの席になったのだ。

　放ってはおけない。

　教室でひとりぼっちでいる女の子を、看かん過かはできない。

　無性にそう感じて、夕ゆう也やは考えるより先にゆすらへと歩み寄っていた。

　突然歩み寄ってきた夕也を、自分の席の前でゆすらは不思議そうに見上げた。

「やあ。ねえ、またご飯でも一緒にどう？」

「……」

　ゆすらは表情のない顔のまま、しばし夕也を見上げ続けた。

　誰だれも近寄らない高たか嶺ねの花に近づく者がいれば、当然目立つ。ゆすらが沈黙を守っている間に、クラスの注目は完全に夕也に向けられた。

　唐突すぎたかな、と自らの浅慮を後悔し始めた頃ころになって、ゆすらは少し身を強こわばらせて、頬ほおをほんのりと朱に染めて、小さくこくんとうなずいた。

　反応が返ってきたことに、夕也はホッと胸をなで下ろした。これだけ注目を集めて無視されたのでは立つ瀬がない。

　そして安心感に少し浮かれて、夕也は、

「桜さくら江えさんはさ、可愛かわいいんだから笑ってた方がいいって。そうすれば友達なんかいくらでもできると思うんだけど」

　そう言って微笑ほほえんだ。

　ゆすらはまた少し考えるように夕也を見上げて、

「……群れ」

「え？」

「……お前、群れに入りたいのか」

　一瞬、ゆすらの言葉に夕也の理解が追いつかなかった。

　――むれ？　群れってどういうこと？　つまり、仲間……友達になりたいのか、くらいの意味かな？

　そう解釈して、夕也は「うん」とうなずいた。

　その瞬間。

　ゆすらの両手が夕也の方へ伸びてきて、胸ぐらをぐっと掴つかんだ。そのまま、驚く夕也の顔をすさまじい膂りよ力りよくでぐいっと引き寄せる。

「な――――」

　そして。

　夕也に一言を発する間ますら与えずに。

　ゆすらは、夕也の唇に自分のそれを乱暴に重ねた。

　教室が凍りついたように静寂に包まれた。

　そして一拍、

「え――――――――――ッ!?」

　というクラスメイトたちの驚きよう愕がくの声が教室を揺るがした。

　当の夕ゆう也やはというと、何が起きたのか理解できないまま目を白黒させていた。

　――や、柔らか……。

　見開いたままの目には、やはり閉じられていないゆすらの大きな瞳ひとみが映る。

　顔にサラサラとかかるのは、ゆすらの長い黒髪。

　そして理解が及ぶやいなや、顔が急速に真まっ赤かに染まるのを自覚しつつ、両手でゆすらの細い肩を掴つかんで体ごとその唇を引き離した。

「な、な、何を……っ」

「……群れ」

　焦あせりまくりの夕也とは対照的なまでに表情を変えることなく、ゆすらは言った。

「はあっ!?」

「……誠意を」

「せ、誠意？」

　こくりとゆすらはうなずき、

「……口の中に、食べ物を隠していないかを証明してもらわないと」



    

  
    
      



    

  
    
      「んなもん、見りゃわかるでしょ――――ッ！」

「そういえば」

　面白そうに事態を眺めていた雅まさ紀きが、思い出したように口を開いた。

「確か、オオカミにそんな習性があるとテレビで見た記憶があるな」

「お、オオカミ？」

「ああ。群れに加入する儀式のようなものらしい。オオカミと仲良くなろうとしてたリポーターがオオカミにディープキスされていた」

　ディープキス、という言葉に、またクラス中が騒然となる。

「いや、待って！　舌はまだ入ってなかった！」

　そんな弁明をしたところで、周囲からのどよめきを止められるはずもない。夕ゆう也やに向けられた居心地の悪い視線は一切減ることもない。

「桜さくら江えさん。オオカミのことはさておき、俺おれらにとってその行為が全然違う意味を持っていることを知っていますか？」

　雅紀の問いに、ゆすらはきょとんとした顔をする。

「……やっぱり。うーん、どう言えば的確に伝わるだろう？　ええと、求愛、かな」

　途と端たんに、落ち着き払っていたゆすらの白い顔が、いや、夕也の胸ぐらを掴つかんだままの手までもが、一気に真まっ赤かに染まった。

　そして唇をあわあわと震わせ、オドオドと周囲を見回し、夕也から手を放すと、怯おびえたように駆け出して教室から出ていってしまった。

「あ、逃げた」

　他ひ人と事ごとのように、雅紀がつぶやく。

　そして、教室に取り残された夕也は、真っ赤な顔で照れて逃げ出したゆすらを呆ぼう然ぜんと見送りながら、

　――か……可愛かわいい。

　美人だ美人だと思っていた子とキスをしてしまったことをようやく実感して、顔を耳まで真っ赤に染めた。
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　逃げ出したゆすらは授業が始まる直前に教室に戻ってきた。

　授業中はいつも通りを装っていたが、いつになくチラチラと夕也を気にしたり、夕也と目が合うと慌てて視線を逸そらしたりと、わかりやすい反応で周囲をニヤニヤさせた。

　そして授業の教室移動はもちろん、トイレに行くだけでも夕也が教室を出ると、ゆすらは怒ど濤とうの勢いで走ってきて、

「……群れ」

　と夕也の制服の裾すそを掴んで後をついてくるのだった。

「夕ゆう也や、すっかり懐なつかれたな」

　三時限目と四時限目の間、視聴覚室に向かう道すがら、雅まさ紀きはちらりと後をついてくるゆすらを見やって言った。

　顔こそ笑っていないが、眼鏡めがねの奥にある瞳ひとみが明らかに面白がっている。

　そして、雅紀以外の生徒たちもすれ違うたびに奇異の目を向けてくるのが、夕也にはひしひしと感じられた。中には、わざわざ他ほかのクラスから見にくる者もいる。

「俺おれも親友のよさをわかってくれる女の子が現れてくれて嬉うれしいよ」

「あのねえ」

「まあまあ。モテるのはいいことじゃないか」

「白々しいんだよ、雅紀のその言いぐさ」

「本気で喜んでいるんだがなあ。俺が言うのもなんだけど、お前の業ごうが深い嗜し好こうよりは何千倍も健全だと思う。あ、でもマイナスは何倍してもマイナスだから、この表現は適切じゃないか」

「だから、誤解だっていうのに……。あーあ、そのうち噂うわさになりそうだなぁ」

「甘い。もう高等部中じゆうに知れ渡っている頃ころだ。明日には中等部にまで広まるかもな」

　はあ、と夕也は大きくため息をついた。

　――ま、シスコン云うん々ぬんが噂になるよりずっといいけど……。っていうか、それはさておき、だ。

　この、妙なクラスメイトに懐かれてしまったという現状。

　少なくとも、夕也には雅紀のように恋愛的な事態だとは考えられなかった。

　現在もゆすらが言っているのは「群れ」であり、それは最初から一貫している。

　そして、それは口と口の接触が恋愛的な意味を持つ、ということを知らない段階からの主張なのだ。

　つまり、現在のゆすらの行動に恋愛的な動機はない、と夕也は考えていた。

　――まあ、そりゃあ周囲の目にはそうは映らないんだろうけどね！

　ゆすらの言う「群れ」が何を意味するのか、正確なところが夕也にはわからない。ただでさえ真意を掴つかみにくい相手である。

　――いずれにしても、もう少しコミュニケーションを取ってみないことにはなあ。

　とりあえず、夕也は周囲からの視線は徹底的に無視しようと決めて、肩越しに裾すそを掴んでついてくるゆすらを振り返った。

「あのさあ、桜さくら江えさんは……」

　が、言い終わる前に、ゆすらは大きな目で真まっ直すぐに夕也を見上げて、

「……ゆすら」

　そう、強く夕也の言葉を遮った。

「ええと、名字より名前で呼べってこと？」

「がう」

　と、ゆすらがうなずく。

「じゃあ、僕のことも夕ゆう也やでいいから。それで……」

「……ゆう……？」

「ああ、言いにくかったりするならそれでもいいよ」

「……ユウ」

「うん。で、君の言う群れのことなんだけど……」

「……ユウ」

　あまり表情を変えないながらも、ほんの少しだけ嬉うれしそうに、ゆすらは夕也を見つめて言った。

「だからね？」

「……ユウ！」

「あのー、ゆすらさん、話を聞いてもらえませんかね……」

「……さんは要らない」

「えっ、いきなり呼び捨てはハードル高くないですか」

「俺おれはお邪魔かな」

　二人のやりとりを聞いていた雅まさ紀きが、くすくすと笑いながら言う。

「そういうんじゃないんだから、邪魔もへったくれもないよ」

「まあ、もう視聴覚室に着いてしまったから、消えるわけにもいかないんだけどな」

　結局面白がることをやめない親友に、夕也はあきらめにも似たため息を漏らした。
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　昼休みになって、ゆすらはふらりと教室から姿を消した。

　夕也としてはかなり拍子抜けだったが、すぐにそれどころではなくなった。

　ばん！　と勢いよく教室の扉を叩たたきつけるように開けて姿を現したのは恋れん子こだった。恋子は好奇の視線を集めるのもお構いなしに短いポニーテールを揺らしながら真まっ直すぐに夕也のもとへと歩み寄った。

　そして猫のような目をさらに吊つり上げ、夕也の胸ぐらを掴つかんで、

「おに……じゃなくて、あんたはッ！　あの噂うわさはどういうことですか――――ッ！」

「はあっ!?」

「き、き、き、キスしたってホントなんですかッ！」

「いやいや、待って！　僕に言われても困る！　したっていうか無む理り矢や理りされたんだし、そもそもお互い恋愛感情があったわけじゃないし！」

「やっぱりしたんですか――ッ！　あたしと、昨日ぶつかったくせにッ！」

「ちょ、ぶつかったとか、なんの関係があるのさッ」

「問答無用ッ！　今け朝さだってあたしがシャワー浴びてる間にどこかに行っちゃうし！　不届き千万ですッ！　かくなる上は、我わが軍勢による超ちよう蹂じゆう躙りんタコ殴りの刑に処します！　将来的に！」

「もはや意味がわかんないんですけどっ!?」

　夕ゆう也やにしてみればいきなりで驚いた上に、恋れん子この剣けん幕まくも怖い。が、何よりダメージが大きいのはクラスメイトたちのひそひそ声だった。

「何あれ」

「例のキスの噂うわさに彼女が怒鳴り込んできたってこと？」

「っつーか、柊木ひいらぎに彼女なんていたの？」

「あの子、二年生じゃないよね。一個下？」

「柊木の野郎、突然モテ期に入りやがったのか」

「今日は桐きり谷やじゃないのな。こういうのはだいたい桐谷の役回りなのに」

　――あああ、また噂が大きくなる……。

　と、そこへ。

「あらあら、先客がいたのね。でも、わたくしも同じことを訊ききたかったから、ちょうどよかったわ」

　そう言いながら、にこやかな微笑ほほえみとともに生徒会長の秋あき月つき琴こと音ねが夕也たちの教室に入ってきた。

　微笑みながらも、琴音は見下ろすように夕也を見据えた。組んだ腕に圧迫されて、豊かな胸がよりいっそう強調される。

　――うわあ、なんで琴こと姉ねえまで……。どんどん騒ぎが大きく……。

　嘆きたくなる夕也とは対照的に、

「きゃー、生徒会長様ぁ！」

「うおお、まさかあのおみ脚をこの距離で拝めるとは……！」

「馬ば鹿かかお前、琴音様のチャームポイントはあの神こう々ごうしすぎる胸だろ……！」

「ってか、なんで生徒会長閣下が柊木なんかのことのためにご足労を!?」

　と、教室中じゆうが騒然となった。

　それほどまでに琴音の信奉者は多く、特に秋あき月つき学がく園えんの男子は九割以上が生徒会長のファンである、とまことしやかに囁ささやかれていた。

「うふふ、だって、神聖な学まなび舎やで破は廉れん恥ちな行為に及ぶなんて、とってもいけないことでしょう？」

「生徒会長様ッ、柊木は間違いなくやってましたっ」

「有罪ですッ！」

「あまつさえそのことで別の女の子が怒鳴り込んでくるなんて、女の敵です！」

「別の子の方もシャワーがどうとか言ってたし！」

　何人かが、競うように琴音に注進し始めた。

「……こ、こいつら」

　恋れん子こに胸ぐらを掴つかまれたまま、夕ゆう也やは今日まで仲間だと思っていた、注進に及んだクラスメイトたちに冷たい目を向ける。が、もちろん当人たちは気にした素振りもない。

「なんだか、いつの間にかあたしを置き去りに事態が進んでませんか……？」

　そんな恋子のつぶやきは黙殺して、琴こと音ねは、

「あらまあ、夕くんったら、本当にいけないんだから」

　と、名前の部分を不自然に強く言って、さらなる起爆剤を投下した。

「ゆうくん……だと……？」

「柊木ひいらぎ、てめえ、生徒会長様からそんな親しげに呼んで頂いて……」

「どういう関係なんだ、コラ」

　結果、夕也はギラギラした視線を一身に浴びることになる。

「え……いや、その」

「まあまあ、みんな少し落ち着いた方がいい」

　周囲の剣けん幕まくに気け圧おされてしどろもどろの夕也に代わって、雅まさ紀きが、

「有名な話だと思っていたんだが、案外知られてなかったんだな。夕也は生徒会長の従弟いとこだよ。もっとも、母親同士が姉妹だとかで、大富豪の秋あき月つき家とはあんまり関係ないらしいけど」

　眼鏡めがねをくいっと押し上げながら言った。

「従弟……。な、なんてうらやましい……！」

「そんな恵まれた立場にいながら、こんな……」

「代われ！　俺おれと今すぐ代われ！」

　雅紀が事情を明かしても、夕也の立場はあまり変わらなかった。

　うんざり気味に、夕也は胸ぐらを掴んだ恋子の手を引き離した。

「あのねえ、生徒会長……」

「悲しいわ！」

「ああもう！　あのねえ、琴こと姉ねえ。確かに言われるようなことはあったけど、あれは事故なの！　僕にも相手にもそういう感情はなかったの！　ねえ、そうだよね、雅紀！」

「ええ、それは俺も証言します。夕也の言っていることに間違いはありません」

　ほら見ろ、と得意顔になりかけた夕也だったが、即座に周囲から、

「しかし、事後に彼女がそうした感情を抱いだいたかどうかについては、保証の限りではありませんッ！」

　という発言が飛び出した。

「確かに、授業中、彼女はチラチラ柊木の方を見ていたな」

「休み時間もずっと裾すそとか袖そでを掴んでくっついてたし」

「やっぱ有罪だな」

「柊木君、不潔だわ」

「ちょ、それは僕のせいじゃないでしょ――――ッ!?」

「すまない、親友。それに関しては弁護のしようがない」

「えー、雅まさ紀きまでそんな……」

　おのれ、この教室ではもはや孤立無援か、と夕ゆう也やが絶望的な気分になりかけたときだった。ガン、と壁や柱にぶつかって音を立てながら、ところどころ凹へこんでいながらも比較的新しいドラム缶がふらふらと教室に入ってきた。

　全員がその異様な光景にギョッとした直後、

「……ユウ」

　とゆすらがドラム缶の後ろから顔を出した。

　そしてドラム缶を抱えたままよたよたと夕也の前まで歩いてきて、ドラム缶をどんと置いた。その表情そのものはいつもと変わらないものの、「褒ほめて」とでも言いたげな目で夕也を見上げる。

「す、すごいね。どうしたの、これ」

　ドラム缶に触れつつ、自分を見つめる目にちょっとドキドキしながら夕也は訊きいた。

「……拾った」

「はあ…………？」

　絶句して夕也がドラム缶の中身を覗のぞき込むと、底の方に赤いイチゴがたくさん敷き詰められ、その上では八匹ほどの川魚がビチビチと跳ねていた。魚は全部同じ種類で、体長は二〇センチほど。身体からだにはドット模様のような黒い斑はん点てんがある。

「これって……？」

「……獲とった」

「どこで？」

「……狩り場」

「は……？　あー、えーと、狩り場ってどこ？」

　ゆすらは窓の方を指さした。

　窓の外、指が向いた方向には、学校の裏手に広がる丘陵。いわゆる、学校の裏山。

「ふうむ、イチゴは品種によってはとても生命力が強いから、何かの拍子で野生化して自生していても不思議はないか」

　雅紀もドラム缶の中身を確認しつつ、顎あごに手を当ててつぶやくように言った。

「気にするところ、そこ？」

　夕也に指摘されて、雅紀は、

「確かに。では、発言し直そう。やるな、夕也。いきなり女に貢がせるとは」

「やぶ蛇だった――ッ!?　どっちの味方なんだよ、親友ッ！」

「あ、すまない。つい……」

　ぴしり、と恋れん子こと琴こと音ねを取り巻く雰囲気が凍りつく。

　琴音もドラム缶の中身を一いち瞥べつして、

「あらあら、たくさん獲ってきたのね。で、これはなんのつもりなのかしら？」

「……晩ご飯」

　ゆすらの回答に、またギャラリーはどよめきだした。

「おいおい、昼飯をすっ飛ばして一緒にディナーかよ」

「っていうか、夕食の食材を調達してくるとか、早くも若奥様気取り……？」

「どっちかの家で仲良く料理して夕食ってか。どこの新婚夫婦だ」

「まさか、夕食の後はそのまま……」

「若奥様……。新婚……」

　うわごとのようにつぶやきながら拳こぶしを震わせる恋れん子この背後には、金こん剛ごう力りき士し像ぞうのごときオーラが見える気がした。

「ちょ、待った！　勝手に話を変な方向に持っていかないでよ！　どっちの家にも行かないってば！」

「あら、そうなの。じゃあ、どこでお料理してどこで食べるのかしらね、夕ゆうくん」

　微笑ほほえみを湛たたえたまま、しかし有う無むを言わせない強烈なオーラをまとって、琴こと音ねはゆっくりと夕ゆう也やに詰め寄った。

「え……えーと、いや、その…………」

　答えに詰まる夕也に代わって、ゆすらが口を開いた。

「……家庭科実習室」

「まあ。貴女あなた、学校でディナーを食べるつもりなの？」

「……昨日も食べた」

　琴音は口元を若干引きつらせてしばし考え込み、

「不思議ねえ、夕くん。家庭科実習室は放課後、フランス料理部と料亭研究会とシシカバブ同盟が持ち回りで使用していて、空いてる曜日はないはずなの。各部の活動終了後はほどなく閉門時間になるのに、いったいどうやって家庭科実習室を使ったのかしら」

　ぐ、と言葉に詰まる夕也に代わって、またゆすらが、

「……夜」

「ちょ、それはまずいです……！」

　恋子が焦あせってゆすらの口を手で塞ふさごうとしたが、すでに遅かった。

「それは、閉門時間の後ということかしら。そういえばさっき、もう一人の子とシャワーがどうとかいう話がでていたわね？」

　そう言って、琴音はギャラリーを見回した。

「言ってました！　ここにいる全員が証人です！」

「シャワーを浴び終わるまで待っててくれなかったとかなんとか！」

「まさかシャワーに乱入!?」

「あらあら。なんだか色っぽいお話ね。まるで、二人でそういうホテルかどこかに行ったように聞こえるのだけど？」

　一気に教室内が騒然となった。

「ちょっ、違います――――ッ！」

「なんでそうなるんだよ――っ！」

「あら、違うのかしら？」

「あ、あ、当たり前ですっ！　シャワーだって学校の更衣室のヤツですっ！　浴び終わるまで待ってないでどっかに行っちゃったってことで！」

「うふふ、浴び終わるまで待っててくれたら、どうするつもりだったのかしら？」

「どうもしないですっ！　朝のことなんですから、教室に行くに決まってます！」

　恋れん子この話を聞いて、琴こと音ねは数秒考え込んだ。

「夕ゆうくんは、昨日は閉門後に家庭科実習室で晩ご飯を食べたのね。そして、今け朝さはずいぶん登校が早かったわねえ」

「え……えーと」

「うふふ、学校に寝泊まりしている人がいるらしいとは聞いていたけれど、まさか夕くんまでそんなことをしているなんてことはないわよね？」

　――み、見透かされてる……。

　しかし、いくら焦あせってもすでに退路はない。状況証拠のみとはいえ、ここまで揃そろってしまっては反論も難しい。

「夕くん。閉門時間になる前に速やかに下校すること。……って生徒手帳にも書いてあるでしょう？」

「いや、あんなもん、そんなにちゃんと読んだことないってば」

「あらあら、ダメよ、夕くん。しっかり読まなくっちゃ。とにかく、そういう決まりになっているの。だから、閉門時間を過ぎたら生徒は学校にいてはいけないの。帰宅しなきゃダメなのよ」

　そして琴音は口元に人差し指を当てて、

「校則を守らない悪い子がいるのなら、生徒会長として見過ごせないわ。取り締まりを強化する必要があるかしら」

　ぎくり、と恋子が身をすくめた。

「ちょっと待って！」

　思わず、夕ゆう也やは叫んでいた。

　お気楽に好き勝手をやっているように見えて、恋子の行動は自分の夢に向かってコツコツと努力を積み重ねる行為なのだ。

　魔法の話を信じたわけではない。

　けれど、だからといってその努力まで無視していいことにはならない。ましてや、体育館ほどもあるような大穴を一人で掘るなどという根性を見せられれば、なおさら。

　その方向性が正しいかどうかはさておき、本人が信じて努力していることを強制的にやめさせられるというのは納得がいかなかった。

　それに、ゆすらのことだってある。

　夕ゆう也やの「また一緒にご飯を食べよう」という言葉を真まに受けて、喜び勇んで食べ物を調達してきた純粋な気持ちを無む下げにはできない。

　――やめさせるわけにはいかない。

　ぐっ、と夕也は拳こぶしを強く握にぎりしめた。

「なあに？」

　にっこりと微笑ほほえんだまま、琴こと音ねは夕也に訊きいた。

　穏やかな笑顔はいつもと変わらないというのに、押しつぶされそうなまでのプレッシャーが放たれている。

　が、怯ひるむわけにはいかない。

　なんとか、学校での夜の活動を認めさせなければ。

　――でも、どうやって？

　琴音を論破できる自信はなかった。

　当たり前だ。向こうの主張は『校則を守りなさい』『夜は家に帰りなさい』という至し極ごくまっとうなもの。どこにも反論の余地はない。

「そ、そう目くじらを立てることもないと思うんだけど」

　――強気には出られないよね……。

　勝ち目のない主張である。とにかく琴音の機嫌を取るなり興味を逸そらすなりして、話をうやむやにするくらいしか手はない。

「誰だれかに迷惑をかけてるわけでもないしさ」

「そ、そうです！　あんまり厳しくしすぎても息が詰まっちゃいます！　水清ければ魚うお棲すまず、ですよ！」

　恋れん子こが必死に援護射撃をするものの、琴音は耳さえ貸さずに、

「夕ゆうくん。校則はね、守らなきゃいけないのよ？」

「それはそうだけど……恋子の言うとおり、校則で縛りつけることはないと思う」

「そうねえ。わたくしも、ちょっと髪の毛を染めたり、こっそりピアスをしたり、たまに授業を抜け出してお昼寝するくらいなら、目くじらも立てないわ。でも、ね？　家にも帰らないで、学校で寝泊まりするなんて、ちょっと度がすぎていると思わない？」

　――お……恐るべき正論……。返す言葉もない……。

　そして、どうやら琴音もごまかされる気はないらしい、と夕也は感じ取っていた。

　それはつまり、路線変更を余儀なくされたということでもあった。相手のやる気が揺るがない以上、うやむやに持っていくことは不可能だ。

　負け戦いくさがほぼ確定した瞬間でもあった。

「でも、生徒の自主性を重んじるのがこの学校のモットーだよね。そうしてまで何かに取り組んでいる生徒がいるかもしれないって考えた方がいいんじゃないかな？」

「うふふ、苦しい主張ね、夕くん。校則を破らなければ頑張れないことって何かしら。例えば、不純異性交遊とか？」

「んなことやってないし――――ッ！」

「そんなことやってないです――――ッ！」

　夕ゆう也やと恋れん子こが異口同音に否定した。

　しかし、ぎらり、とギャラリーの（主に男子の）鋭い視線が夕也を串くし刺ざしにする。

「あの野郎、そんな美お味いしい……もとい、けしからんことを……！」

「羨ま……いや、じゃなくて、なんて不届きなヤツだ」

「柊木ひいらぎ君、不潔だわ」

　――ぐっ、周囲まで敵についたか……。

　いや、そういうふうに、周囲を味方につけるように琴こと音ねが持っていったのだ。

　そうした彼女の頭の回転の速さを、夕也はよく知っている。

　いずれにしても、いよいよ四し面めん楚そ歌か、崖がけっぷちである。

　が、次の瞬間、琴音の背後からわざとらしい咳せき払ばらいが聞こえてきた。

「もう予鈴は鳴ってますよー。何をやってるんですかー」

　間延びした声で、夕也たちの担任、一いちノの瀬せ先生は言うのだった。

　ギャラリーたちは慌て出したが、しかし琴音は動じることなく、

「あらあら、ちょうどよかったわ、先生。先生からも言ってあげてくださいな、閉門時間がすぎたら帰宅しなさい、って」

　勝ち誇ったように、一ノ瀬先生に話を振った。

　――詰んだか……！

　悔しさに夕也は唇を噛かんだ。

　しかし。

　うーん、と一ノ瀬先生は考え込んで、

「少し話は聞いていましたけどー、生徒の自主性って言われると弱いんですよねー」

　あれ？　と、夕也からして首を傾かしげた。

　琴音に至っては、意味がわからないという顔でポカンとしている。

「どんなことでもー、頑張るのは先生いいことだと思うんですよー。部活で合宿とかしたりすることもあるわけですしー、まあ似たようなものかなーと」

　ガタッと椅い子すを鳴らして、夕也は勢いよく立ち上がった。

「ですよね！　ですよね、先生！」

　どういうわけか、流れが変わった。この流れに乗り遅れるわけにはいかなかった。

「な……ちょ、先生、校則というものをどうお考えなんですか!?」

「校則は大事ですよー。でもー、校則を守らせることで、生徒の可能性の芽を摘つむことがあってはいけないと思うんですー」

「そんな……」

　思わぬ強敵の出現に、くらくらとよろめいて琴音は頭を抱えた。

「いいえ、やっぱりおかしいわ。閉門時間までに、生徒は帰宅するべきです。それに、部活でもないのに、合宿と比較すること自体がナンセンスで……」

「じゃあ、部活にすればいいんだね！」

　ぐっ、と夕ゆう也やは琴こと音ねに顔を近づけて、言った。

　不意を突かれた急接近に、琴音は頬ほおを紅潮させて数歩たじろいだ。

「だったら、僕たちは新しい部活の設立を申請するよッ！　そう、たった今この瞬間から、僕たちは『帰宅しない部』だッ！」

「そっ、そんな珍妙な部活動は承認しません！」

「いや――」

　雅まさ紀きが眼鏡めがねの奥できらりと眼を輝かせて、口を挟んだ。

「校則によれば、我わが校では新規部活動の立ち上げも奨励されており、その成立に生徒会の承認は必要ないはず。生徒会の承認が必要なのは部費の申請のみだったはずです」

　ぐ、と琴音が言葉に詰まった。

「ナイスアシスト、さすが親友！」

「だろう？　いい友人を持てた幸運に感謝するといい。ちなみに、生徒手帳の校則には、空き部室がある以上は、生徒会の承認なしでも新規の部活動には無条件で部室が与えられる、と明記してある」

「だってさ、琴こと姉ねえ。いや、生徒会長。悪いけど、『帰宅しない部』は正式に設立させてもらうよ！　先生、そういうことで手続きお願いします！」

「えーと、それはわかりましたからー、そろそろ授業を始めたいんですけどー」

「よしッ！　これで僕らの勝ちだね、琴姉」

「……認めません。夕ゆうくんがあくまで校則を無視するというなら、わたくしにも考えがありますからね」

「校則を振りかざしながら、その校則の都合の悪い部分はねじ曲げるってトコ、あんまり感心しないけどな」

　悔しそうに肩を震わせて、琴音は夕也に背を向けた。

　自然と琴音の目の前のギャラリーたちが道を空ける。その人垣が割れてできた道を、琴音は悠ゆう然ぜんと去っていった。

「最後の挑発は余計だったんじゃないか」

　雅紀が言った。

「夕也も知っているだろう？　生徒会長には、親衛隊ともいうべき『武ぶ装そう風ふう紀き委い員いん部ぶ隊たい』がいる。全員が熱狂的な生徒会長の大ファンで、その大半が武道の有段者だと聞く。鋼はがねの忠誠心をもって、生徒会長の手足のように動く連中だ。その親玉を本気で怒らせると、かなりやっかいだぞ」

「かもね。でも、どのみち琴姉は動くよ。やると言ったからにはね」

「難儀な道を選んだな」

「だよねえ。とにかく、助け船、サンキュ。助けてもらっておいてなんだけど、雅紀こそあんまり睨にらまれないようにした方がいいよ」

「いいさ。俺おれも、あんまり生徒会長は好きじゃないしな」

「そうなの？　それは初耳だけど」

「巨乳にすべての男がかしずくと思っているあの態度は、見てるとイライラするんだ」

「え、理由そこなの……？」

「はいはい、話は終わりー。席に着きなさーい。ほら、貴女あなた一年生でしょー。早く教室に戻ってー」

　一いちノの瀬せ先生に言われて、「そうでしたー！」と恋れん子こは夕ゆう也やたちの教室から走って出ていった。ゆすらも、ドラム缶を抱えたまま自分の席へと向かった。

「それからー、柊木ひいらぎ君。頑張るのはいいですけどー、不純異性交遊はダメですからねー？」

「当たり前です。してないし、しません！」

　かくして、現在は非公認ながらも『帰宅しない部』は結成され、生徒会との確執も火ひ蓋ぶたを切って落とされたのだった。
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　放課後。

　生徒会室のドアがノックされた。どうぞ、という琴こと音ねの返事にドアが開かれる。

「失礼しますッ！」

　右手と右足が同時に出そうなほど緊張気味に入室したのは、精せい悍かんでありながらも初うい々ういしい一年生の男子だった。

「生徒会長閣下のお側そばに置いて頂きたく、剣道初段を取得して参りましたッ！」

　その一年生は、直立不動でそう告げた。

　琴音は部費予算案の書類から目を上げ、その一年生に微笑ほほえんだ。

「あらあら、すごいわ。うふふ、使える人って好きよ。じゃあ、今日から武ぶ装そう風ふう紀き委い員いんに入ってくださる？」

「は、はいッ！　喜んで！」

　琴音は嬉うれしそうに手を打って立ち上がり、壁際の棚から一着の羽織を取り出した。

　そのまま琴音は一年生の背後に回り、

「さあ、袖そでを通して」

　と手ずから着せようとした。

「あ、あの、そんな、閣下……」

　顔を真まっ赤かにして一年生は恐縮し遠慮しようとするが、「いいのよ」と琴こと音ねは優しく諭した。

「うふふ。貴方あなたにはこれから頑張ってもらわないといけないもの」

　羽織は新しん撰せん組ぐみ然としたダンダラ模様。背中には『風紀』の二文字。

　それを一年生に着せ終わると、琴音は「よく似合うわ」と微笑ほほえみ、

「左さ京きようさん、彼を第二武道場に案内がてら、色々教えてあげてちょうだい」

　と一緒に事務作業をしていた女子生徒に話しかけた。

「はっ、了解であります」

　長い髪を左側でサイドアップテールにした凛り々りしい少女は、きびきびとした動作で立ち上がって椅い子すの背に掛けていた自身のダンダラ羽織をまとった。

「自分は生徒会書記、および武ぶ装そう風ふう紀き委い員いん一番隊隊長を務める、二年生の志し々し谷や左京だ」

「は、はいっ！　よろしくお願いしますっ！」

「配属は後で各隊長たちと相談して決める。ときに、生徒会長殿のお姿は写真も携帯の画像も含めて一人一枚という原則は知っているな？」

「は、はい。入学のときに先輩方からきつく言われました。その……さらに、パンチラ、水着の写真は御ご法はつ度とで、その規則を破ったら武装風紀委員にボコられ……いえ、取り締まられるとも」

「よろしい。武装風紀委員部隊に入隊を認められた貴様は、特例として三枚までの所持が許可される」

「本当ですか！」

「携帯の画像なら隊員仲間にすぐに譲ってもらえるだろう。副隊長格になれば上限は五枚に増え、隊長に抜ばつ擢てきされれば水着のお姿も解禁される。それを励みに、今後も生徒会長殿のために鍛錬を怠らないように」

「はいッ！」

「もしかしたら、近々大きなお仕事があるかもしれないわ。そのときは、貴方の活躍を楽しみにしているわね」

　ぽん、と琴音は一年生の肩を叩たたいた。

「は、はいッ！　頑張りますッ！」

「では、ついてこい」

　颯さつ爽そうと、左京は一年生を連れて生徒会室を出ていった。

「ねえ、会長。ホントに武装風紀委員を動かすつもりなの？」

　書類から目を上げもせず、琴音の席のとなりに座った女子生徒が言った。

　座るのは副会長の席。

　顔は、たった今退室した左京とまったく同じだった。双子である。ただ、サイドアップにした髪は右側で尻尾しつぽを形成していた。

「ええ、もちろんよ、右う京きようさん。うふふ、夕ゆうくんったら、わたくしの支配するこの学園で、あんな子たちと仲良くするなんて、本当にいけない子だわ」

　琴こと音ねは窓に歩み寄って、ブラインドカーテンを少し折り曲げながら、窓の外を眺めやってつぶやいた。

　右京は皮肉めいた笑みを浮かべて、手の中でペンをくるくるともてあそびながら、

「お昼の件は各隊長たちの耳にも入ってるよ。会長の従弟いとこの彼さあ、会長に気に掛けられている上に親しげに呼びかけられたりして、隊員たちの反感を相当買ってるね。左さ京きよう姉さんもかなり苛いらついてたみたいだし、ボクもむかついてるし、腕の一本や二本じゃすまないかもしれないよー？」

「まあ、それは大変。……でも、仕方ないわ。夕くんったら、わたくしの警告をちっとも聞いてくれないんだもの。悪い子にはしつけが必要でしょう？」

　少し意地悪げに、しかし艶えん然ぜんと、琴音は言うのだった。
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「さて、どうしたものだろう」

　放課後、家庭科実習室を使用していた料亭研究会にイチゴをお裾すそ分わけすることで冷蔵庫の片隅にゆすらが獲とってきた食材を保管させてもらう交渉を終えて、夕ゆう也やは腕を組んで空を仰いだ。

　場所は中庭。

　夕也と恋れん子こはベンチに腰を下ろし、ゆすらはどこから持ってきたのか極太の油性ペンで空からになったドラム缶にデカデカと名前を書き入れていた。

　――ペンの持ち方はメチャクチャなのに、字は案外まともなんだなー。

　ぼんやりとその様を眺めながら、夕也はそんなことを思った。

「行く当てがないっていうのも情けない話ですね」

　少なくとも、まだ不法占拠状態の部室は、人目があるうちは大っぴらには使えない。

「恋子は、いつもはこの時間から発掘やってるの？」

「まさか。人目があるうちは迂う闊かつにはできないですよ。図書室で時間を潰つぶしたり、教室でうたた寝したり、近くのコインランドリーに洗濯しにいったりとかしてます」

「色々大変なんだね」

「ええ、まあ。それより、生徒会長、あのまま引き下がりますかね……？」

「引き下がらないと思うよ。でも、とりあえず『帰宅しない部』設立の手続きは先生にお願いしたから、あとは受理されればダメとは言えなくなるはずだよ」

「いつ受理されるんでしょう？」

「さあ。明日とかだと助かるんだけど」

「長くかかると辛つらいですよね。待ってる間に追い出されたりとか、困ります」

「逆に、受理されるまで耐えきれば向こうは大義名分を失うからね。部として認められたってことは、活動そのものが学校に認められたってことだから。この何日間かが踏ん張りどころだ」

「ですねー。あたしたちの他ほかにも夜の学校に居座ってる人がいると思うんで、そういう人たちが手伝ってくれればちょっとは希望も見えてくるんですけど」

　夕ゆう也やは怪け訝げんな顔をして、

「本当にいるの？　そんな人たち」

「いないと説明がつかないことが色々あるんです。音楽室からピアノの音が聞こえてきたりとか、寝る前に行って消したはずのトイレの明かりが夜中に点ついてたりとか」

「それって、七不思議的な……」

「違――――う！　断じて違いますっ！　そそそそそ、そんな非科学的なこと、あるはずないですっ！　怖いこと言わないでくださいッ！　死体があったらガチで襲わせてるところですよ！」

「自称魔法使いが非科学的とか言うの……？」

「うるさいです！　それが未来の支配者に対する言葉ですかっ！」

　恋れん子こをまあまあとなだめながら、そういえば昨夜ゆうべ、学校に入る前に見た校舎にはいくつか明かりが点いてる窓があった気がするな、と思い返した。

　施錠されてなかったのもおかしい。もしかしたら、恋子やゆすらの他に寝泊まりしているという生徒が外に出るために開けたのかもしれない。

　それはともかく、やはり生徒会に睨にらまれている現状である。そういう人たちこそ、とばっちりを恐れて名乗り出てはくれないだろうな、と夕也は嘆息した。

「ま、どうせ部を成立させたところで、琴こと姉ねえは何かしらちょっかいを出してくるだろうけどね。あの人、やるとなったら手段を選ばないから」

「そうなんですか？　そうは見えないですけど」

「だろうね。そうは見えない人当たりのよさが、一番恐ろしいところだよ」

　だからこそ、ああまで人気がある。

「それでも、今日すぐに何かを仕掛けてくるとは思えないけどね」

「……仕掛けてくる？」

　ドラム缶から顔を上げて、ゆすらが鸚おう鵡む返しに訊きいた。

「いや、まだ大丈夫だよ。立場上、向こうは正当性を確保したがると思うから、必ず実力行使の前には警告を出すはず。いきなり今日招集を掛けるより、今日通達を出して明日集めた方が数も揃そろうだろうし」

「……敵か？」

「まあ、ね。相手は何十人単位の武道有段者だから、まともに戦ったら勝ち目はないけど」

「強がってはみても、実力行使に出られると辛つらいですよね……」

「……」

　ため息をつく恋れん子こと、考え込む夕ゆう也やを、ゆすらはじっと見つめていた。

「あー、やめやめ。考えたって辛気くさくなるだけだね」

　夕也は立ち上がって、

「僕、一回帰るよ」

「えっ!?　か、帰っちゃうんですか？」

「いやいや、ああまで大おお見み得えを切った以上、今夜も学校に泊まるけどさ。あれだけ言って帰宅したんじゃあ格好がつかないでしょ。だから、そのためにも、着替えとか色々取りに戻ろうと思って」

「あ、なるほど。じゃあ、あたしも一緒に行きます。途中で買い物に寄ってもいいですよね？　籠ろう城じようも考慮に入れて、色々買い込んでおきたいですし」

　しかし、引き止めるようにゆすらが夕也の袖そでを掴つかんだ。

「……群れ」

「うん。あ、ゆすらも一緒に行く？」

　ゆすらは首を左右に振って、

「……大きな群れが、敵」

「え？」

「……なわばりは大事。離れない方がいい」

「あ」

　ふと、キス騒ぎの件で、雅まさ紀きが『オオカミの習性』だと言っていたことを思い出した。

　だとすれば、他ほかの行動もそうした動物的な習性が根っこにあるのかもしれない。

　理由はわからないけど。

「もしかして、ゆすらはなわばりを守ろうとしてたの？　昨日僕たちを襲ったのは、勝手になわばりに入ったから？」

「がう」

　ゆすらがうなずく。

「なるほど。じゃあ、つまり、なわばりが武ぶ装そう風ふう紀き委い員いん部ぶ隊たいに狙ねらわれているから、今もなわばりから離れない方がいい、って言いたいんだね？」

「がう」

　また、ゆすらがうなずいた。

「なんですか、その犬か猫みたいな行動原理」

「何もそんな酷ひどい言い方しなくても」

　夕也は恋子の物言いに思わず苦笑した。

　――つまり、ゆすらの頭の中ではなわばり抗争が勃ぼつ発ぱつ中なわけだ。さしずめ琴こと姉ねえは敵の群れのボスってとこかな。まあ、理解の仕方としてはある意味正しいかも。

　そう納得し、

「うん、大丈夫、今日はおそらく仕掛けてこないよ。むしろ、その攻撃に対する備えをしようって話だから」

「……がうう」

　困ったように、ゆすらは考え込んだ。

「心配しないで。僕はゆすらよりこの学校のことも敵のボスのこともよく知ってる。勝てないまでも、夜の学校での採掘権も、ゆすらのなわばりも絶対に渡さないから」

「「……」」

　あまり表情を変えずに、しかし嬉うれしそうにゆすらは夕ゆう也やを見上げた。

　恋れん子こも、ほんのりと頬ほおを染めて熱っぽい視線を夕也に注ぐ。

「え、何？」

「い、いえ、なんでもないです。さ、そうと決まったら早く用事をすませるのがいいと思うんです！」

「そうだね……って、恋子、そんな強く引っ張らないでよ！」

　夕也の右腕を掴つかんで、恋子は上機嫌でぐいぐいと生徒玄関へ向かった。

「……がう」

　恋子に引っ張られてよろけた夕也の左の袖そでを、ゆすらがぎゅっと掴んでついてくる。

　夕也は両手に花で周囲の注目をさんざん集めながら、両手の自由を奪われたまま学校を出たのだった。



　学校を出て以降、夕也の袖を掴んだままのゆすらはどうにも落ち着きがなかった。しきりに後ろを気にしたり、キョロキョロと街中のものに視線を投げかけたりしている。

　それが物珍しさからなのか、学校のなわばりを気にしてのことなのか、あるいは両方なのか、夕也にはわからない。

　とにかく夕也は二人に家の前で待ってもらい、着替えや生活必需品などを五分で大きな鞄かばんに突っ込んで準備を終わらせた。

　そしてそのまま、近くのショッピングモールへと向かう。

「やっぱり、基本方針は籠ろう城じようだと思うんですよ」

「確かにね。僕も腕うでっ節ぷしは自信ないしなあ。この中で戦えそうなのはゆすらだけだし。かといって、逃げ回るにしても、人海戦術をとられたらすぐに包囲されてゲームオーバーなんだよね」

「だからこその籠城ですよ。とりあえず、二四時間ずっと閉じこもってる必要はないわけですから、ある程度の備蓄で持ちこたえられると思うんです」

「まあ、日中は授業もあるしね。部の成立まで耐える、って明確な期限があるのも籠城向きの状況ではあるかな。ところで、あの地下の発掘現場、出入り口は一カ所だけなの？」

「それはそうですよ。だって、まさかこんなことになるなんて思いませんし」

「だよね。万が一の場合を考えたら、もう一カ所くらいは出入りできるところが欲しいんだけどなあ」

　唯一の出入り口をふさがれてしまう危険を考えると、なかなか地下の発掘現場に籠ろう城じようというのも勇気が要る。

「すぐには無理ですよ。そもそも、そんなにちゃんと考えて掘ってないですし」

「やっぱりそうか」

　と、ショッピングモールの入り口が近づいてきたあたりで、ゆすらが夕ゆう也やの腕にしがみついてきた。

「うわっ！　な、何!?」

　ほのかな膨らみが夕也の肘ひじのあたりにぐいぐいと押しつけられている。至近距離だとすごく長い睫まつ毛げまでが鮮明に見えて、いやでも女の子を意識させられた。鼓動がどんどん加速していく。

「……囲まれた」

　ゆすらは周囲を隙すきなく見回しながら、右手を腰のナイフに伸ばした。

「ちょ、待ってってば！　それを抜くのはまずいよ……！」

　もしかして武ぶ装そう風ふう紀き委い員いん部ぶ隊たいに先手を打たれたか、と夕也と恋れん子こは警戒して身構えるが、それらしいダンダラ羽織は見当たらない。

　――そりゃそうだよね。こんなところで武器を手に集団で僕たちを襲うとか、ただの犯罪者集団になっちゃうし。

「大丈夫、ここに敵はいないから」

　夕也はナイフに掛けられたゆすらの右手を押さえて言った。

「……でも、こんなに人が」

「全員、ただの通りすがりの買い物客だよ。こっちを狙ねらってもいないし、敵でもないから」

　しかし、ゆすらは警戒を解かない。

「僕、ゆすらの群れの仲間だよね。仲間の言葉を信じてよ」

「……群れの……仲間」

　ゆすらはおそるおそる、ナイフから手を放した。しかし、まだ不安なのか、夕也の腕からは離れようとしない。

　子どもが声を上げるたびに、車のクラクションが鳴るたびに、ゆすらはビクッと反応してしがみつく指に力がこもった。

　普段超然としているだけに、怯おびえて取り乱すゆすらの姿はなんだか新鮮で、微笑ほほえましくあるのと同時に守ってあげたいという欲求が強烈にこみ上げてくる。

「ちょっと、ゆすら先輩！　あんまりベタベタしちゃダメです！」

　見かねて恋子がゆすらを引っぺがそうとするが、

「がるる！」

　と今にも噛かみつかれそうな剣けん幕まくで威い嚇かくされて、

「ちっくしょー！　死体さえあれば負けないのに……！」

　と面白くなさそうに手を引っ込めた。

　その様子に夕ゆう也やが苦笑すると、

「何デレデレしてんですか――ッ！」

　恋れん子この渾こん身しんのボディブローがレバーに突き刺さった。

「ぐはあっ」

「ふん。鼻の下を伸ばしてるから、クリーンヒットをもらうんですよ」

「恋子……それは理不尽すぎるよ……」

　とにもかくにも、ショッピングモールに入る。入り口にあるフードコートは、時間帯も微妙なので利用者は少ないものの、それでもいい香りが漂っていた。

　その匂においにつられてか、ゆすらも少し警戒心を解いてキョロキョロし始めた。

　当然、その視線も興味も食べ物に向く。自然とゆすらの手も夕也から離れて、ホッとしたような、それでいて残念なような、もやもやした複雑な気持ちになる。

「今ここで食べると、せっかく獲とってきてくれた魚とかイチゴが無駄になっちゃうよ」

　こんなときばかり、普段無表情なゆすらが「くぅーん」と露骨に残念そうな顔をした。

「いや、そんな顔されても……」

「何か軽いものならいいんじゃないですか。例えばあれとか」

　恋子が指さしたのは、鯛たい焼やき屋さんだった。

「あのお店、結構評判なんですよ」

「それって、自分が食べたいだけなんじゃ……」

「そんなことはないですよ。ちなみに、あたしはチョコ入りのヤツがいいです」

「え、僕が奢おごるの？」

「ごちになりまーす」

　夕也は深くため息をついて、鯛焼き屋さんのカウンターに歩み寄り、

「小倉二つとチョコ一つ」

　不ふ承しよう不ぶ承しよう、三人分を注文したのだった。

　夕也から鯛焼きを受け取るなり、ゆすらはくんくんと匂いを嗅かいで首を傾かしげた。

「……魚の臭においがしない」

「そりゃそうだよ。まあ、冷めないうちに召し上がれ」

「いただきまーす」

　恋子がチョコ鯛焼きにかぶりつく。

「どうぞ」

　言いながら、夕也も鯛焼きをかじった。

「なるほど、確かに美お味いしいね」

　周囲の生地がもちもちしていて、その中にたっぷりと詰まった餡あんが甘すぎずとても品がいい。

　鯛焼きを頭から食べる二人を見て、ゆすらも鯛焼きにかぶりついた。

「……！」

　ゆすらの顔がパッと笑顔に変わる。

「気に入ってくれたみたいですね」

「だね」

「がう」

　ゆすらは上の空で返事をして、たった三口で鯛たい焼やきを平らげてしまった。

　そして、じーっとまだ食べている恋れん子この鯛焼きに目を向ける。

「……」

「なんですか。あげませんよ」

　恋子は鯛焼きを隠すように、ゆすらに背を向けた。

　するとゆすらは、今度は夕ゆう也やの鯛焼きに目を向ける。

「……。はいはい」

　夕也はあきらめの境地で、半分ほど食べた鯛焼きをゆすらに差し出した。

　それを受け取ったゆすらは、それも一口で食べてしまった。

「あっ！」

　それを見て、恋子が大きな声を上げる。

「え？　何？」

「い、い、今の、間接……」

「は？」

「い、いえ、なんでもないです……」

「……？　それより、早く食べちゃってよ。これ以上長居すると、ゆすらにもう一個ねだられそうだから」

「はい……。くっ、あんな高度な恋愛イベントをさらっとこなすなんて……まさか、素人しろうとじゃない……？　い、いえ、別にあんなシスコンと何か起こっても嬉うれしくないですし！」

　何やら一人でブツブツ言っている恋子が食べ終わるのを待って、まず食料品売り場へと向かった。

　ミネラルウォーターやカップ麺めん、乾パン、缶詰などの保存が利く食品を恋子が買い物カゴに入れていく中、夕也は小麦粉や黒くろ胡こ椒しようなど、比較的保存が利いて汎はん用よう的てきに料理に使える食材や調味料を選んでいく。

　そしてその間も、ゆすらは鮮魚や精肉コーナーに興味を示しっぱなしだった。今にも確保にかかりそうな目の輝きである。

「……ユウ。肉も魚もたくさんある」

「そりゃそうだよ。あー、待った！　アレは売り物だから獲とっちゃダメだよ！」

　今まではゆすらが夕也の裾すそや袖そでを掴つかんでいたが、今回ばかりは夕也が腕を掴んで引き止める番だった。

「……肉があるのに獲るなって、意味がわからない」

「アレをお金で買う場所なんだってば」

「……お金、持ってる」

　ゆすらはゴソゴソとポケットをまさぐって、裸のまま束ねられた十数枚の一万円札を取り出した。その拍子に、同じポケットから通帳やら印鑑やらがポロポロと床に散らばる。

「ええっ!?　ちょ、無造作すぎでしょ！　大事なモノなんだから！」

　慌てて夕ゆう也やは落ちたものを拾い集め、ゆすらに手渡した。

「……これで肉買う。買える？　いくつ買える？」

「ちょっと冷静になろうよ。買えるけど、今日は魚もイチゴもあるじゃない。買っても無駄になっちゃうから、今回は我慢した方がいいんじゃない？」

「……我慢」

　ゆすらはしゅん、とちょっぴり寂しそうな顔をした。

「お金は使えばなくなっちゃうんだから、計画的に使わないと後で困るよ」

「……お金は難しい」

　ゆすらは両手で持ったお金や通帳を、はい、とばかりに夕也に差し出した。

「え？　何？」

　意図がわからず困惑する夕也に、ゆすらは、

「……ユウの方が上う手まく使える」

「ちょ、ゆすら、それはダメでしょ！」

　夕也は慌てて拒否するが、珍妙なやりとりに人の目が集まり始めていた。

「何をやってるんですか」

　買い物を中断してやってきた恋れん子こが、二人に呆あきれ顔を向ける。

「あ、この人たち、演劇部なんです。人前で変な寸劇やって度胸をつけてるんですよー」

　恋子は口から出任せで、好奇の目を向ける買い物客たちをあしらった。なあんだ、という顔で、集まり始めた人たちが散っていく。

「ごめん、助かった」

「いえいえ。にしても、なんだか完全に無む垢くなゆすら先輩を言葉巧みに騙だましてお金を巻き上げる図でしたねー」

「人聞きの悪いことを言わないでよ」

「ゆすら先輩、気をつけないと悪い人にお金取られちゃいますよ」

「……ユウは群れの仲間。悪い人じゃない」

「うわ、言い切りました」

「クラスじゃ誰だれとも口も利かないのに、一度気を許したらそこまで信用してくれるの？」

「……人がいっぱいいると怖い。それに、最初は言葉もあんまり慣れてなかった」

「へ？　ああ、それでなんにも言わなかったんだ」

「がう。……ユウはフライドチキンとプリンをくれたから、少し怖くなくなった」

「え。もしかして、僕という個人よりも食べ物が信用を得たの……？」

「がう」

　ある程度予想はしていても、ハッキリと肯定されると切ないものがある。

　しょんぼりと凹へこむ夕ゆう也やを見てクスクスと笑いを噛かみ殺しながら、恋れん子こは、

「それはさておき、ゆすら先輩もそういう大事なものは財布とか鞄かばんにきちんと仕し舞まっておきましょうよ」

「……さいふ？」

「まあ、今こうして裸で持ち歩いてるんだから、財布なんか持ってるわけないよね」

「いや、でも、高校生なんだから鞄くらいあるはずじゃないですか」

「……鞄は、帰らないから必要ない」

「はあ？　なんですか、その斬ざん新しんすぎる理論」

「恋子が言うなって気もするけど」

「うるさいです」

「でも、やっぱり帰ってなかったんだね。ゆすらも学校で寝泊まりしてるの？」

「がう」

　迷いなく、ゆすらはうなずいた。

　――もしかしてそうかなとは思ってたけど……どうなってるんだろ、うちの学校は。

　夕也はやれやれと肩をすくめて、

「とにかくそれ、もう一回ポケットに仕舞おう。この後、それを入れておく何かを買いに行こうか」

「それがよさそうですね」

　かくして、食品売り場を手短に切り上げて、三人は鞄や財布を扱っている売り場へと移動した。陳列された鞄やバッグを興味なさそうに眺めていたゆすらだったが、ふいにその視線が一点に釘くぎ付づけになった。

「うん？　何か気に入ったのでもあった？」

　夕也がその視線を追いかけると、そこにあったのはリュックサックタイプの小ぶりな鞄だった。鞄だったが、一風変わった点として、鞄部分が犬ともオオカミともつかない、可愛かわいくデフォルメされた、ふわふわもこもこのぬいぐるみになっていた。

「え、それがいいの……？」

「がう」

　力強く、ゆすらはうなずいた。

「えー。結構高いですよ？　子どもっぽいし。となりの普通のデイパックなら、半額以下で機能性も耐久性も絶対上だと思うんですけど」

「うーん。でも、ゆすらはそれがいいんでしょ？」

「……これがいい」

「マジですか……」

「まあ、本人が気に入ってるものの方が、なくしたり忘れたりもしにくいかな」

　ゆすらは夕也たちの話を聞いているのかいないのか、オオカミのぬいぐるみリュックを手に取って、

「……買う」

「わかった。じゃ、あそこのレジでお金を払おう」

「がう」

　夕ゆう也やと恋れん子こに付き添われてレジカウンターまでやってきたゆすらは、言われるままに店員さんにリュックをあずけた。

　そして、促されるままにポケットからお金を取り出す。十数枚の札の束を店員さんに差し出した。

「そんなには必要ないよ。一枚で充分」

　夕也に言われて、ゆすらは束から一枚だけを抜き取った。

「お預かりします」

　店員さんがお札を受け取ると、ゆすらはサッとオオカミさんリュックを手にレジカウンターから立ち去ろうとした。

「あ、お客様！　お釣り！」

「待って。まだ終わってないから。まずお釣りを受け取って」

「……がう」

　ゆすらがお釣りを受け取るのを待って、夕也は店員さんに、

「すみません、彼女、海外が長くて日本のやり方がまだよくわかってないんです」

　言い訳がましく口から出任せを告げた。そしてひょいっとゆすらの手からオオカミさんリュックを取り上げて店員さんに手渡し、

「すぐ使いますんで、値札とか取ってもらえますか？」

「かしこまりました」

　値札を取ってもらって、オオカミさんリュックを受け取って、ゆすらは夕也を見上げた。

「うん、これで終わり。とりあえず、ポケットの中のものをリュックに入れちゃおうか。ここをこうすれば開くからね」

「がう」

　ゆすらはオオカミさんリュックの頭の後ろにあるファスナーを開けて、今受け取ったばかりのお釣りも含めたお金や、通帳だのなんだのを次々に詰め込んだ。

「はい、じゃあファスナーを閉めて、ここに手を通して」

　言いながら、夕也はゆすらにオオカミさんリュックを背負わせる。

「あ、ゆすら先輩、小ちっちゃいから思ったより似合いますね」

「うん、同感。腰のナイフとの組み合わせがかなりシュールだけどね……。ほら、ゆすら、あっちに鏡があるよ」

　夕也は店内にあった鏡を指し示した。

　ゆすらは鏡に映ったオオカミさんリュック着用の自分を興味深げに見つめて、くるりと回ってみたりした。

「あはは、嬉うれしそうだね」

「え？　そうですか？　いつもと同じ表情にしか見えませんけど」

「いやいや、確かに大きな変化はないけど、結構違うよ？　ほら、口元とか」

　恋れん子こはちょっとムッとしたような顔をして、

「よくわかっておいでですねー。あたしは気のせいだと思いますけど」

　とそっぽを向いた。

「え？　何怒ってるの」

「別に。じゃあ、用件もすんだことですし、必要なものを買う作業に戻りましょうよ」

「あ。じゃあ、ちょっとお風ふ呂ろ用品売り場に寄っていいかな？　シャワールームで使うシャンプーとかリンスとかを買いたいんだよね」

「家から持ってこなかったんですか？」

「家のはお徳用のでっかいヤツだから、持ってくるにも保管するにも邪魔だと思って」

「ああ、なるほど」

　かくしてお風呂用品売り場へ。

　夕ゆう也やがリンス・イン・シャンプーを選んでいる中、恋子はなぜか木製の簀すの子こに興味を示していた。

「なんで簀の子なんか見てるの？」

「いえ、なんとなく。ええと、ちょっと用事を思い出したので、先に学校に戻っててもらっていいですか？」



    

  
    
      



    

  
    
      「は？　何、用事って」

「女の子には色々あるんです」

　そう言われてしまっては、男の子の夕ゆう也やとしては追求もできない。

「じゃあ、これよろしくお願いします」

　買い込んだ食料品の袋を全部夕也とゆすらに押しつけて、恋れん子こは一人で走って行ってしまった。



　　　＊



　夕也とゆすらが学校に戻った頃ころには、もう部活以外で残っている生徒もほとんど見かけなくなっていた。

　それでも人目を気にしつつ、地下倉庫に向かう。そして買い込んだ貯蔵用食料品をどうにかこうにか発掘現場に運び込み終えたところで恋子が戻ってきた。

「おっと、終わっちゃったんですか。搬入ご苦労様です」

「ずいぶん大きな荷物だね。何を買ってきたの？」

「ああ、これは簀すの子こです。木製の。内緒で買いに行ってたのはこっちです」

　そう笑って、恋子は小さな紙袋を示した。

「何に使うの、その簀の子」

「それはですねー、ドラム缶のところに行って話しましょう。あ、この倉庫のどこかに糸いと鋸のこがあったはずなので、それを持ってきてください」

「はあ？」

　首を傾かしげながら、夕也とゆすらは恋子に先導される形で中庭に向かった。



「これをですね、このくらいに切るわけですよ」

　ドラム缶の上に簀の子を置いて、恋子はドラム缶の内径をなぞるように、指でくるりと円を描いた。

「それで？」

「水を張って下で火を焚たいて、丸く切った簀の子を中に入れればあら不思議！　立派なお風ふ呂ろに大変身というわけです！」

「あー、五右衛門ごえもん風ぶ呂ろだね。そりゃ確かにそうなるだろうけど、学校にはシャワールームがあるでしょ？」

「あんたはわかってないです！　シャワーだけの入浴なんて味気ないです。あたしはもう何年も湯船につかってないんですよ？　女の子たるもの、やっぱり入浴は湯船に肩までつかって一〇数えないとダメなんです。明日から始まる戦いに備えて、英気を養わないと！」

　言いながら、恋子は簀の子を夕也に手渡した。

「で、その簀すの子この加工を僕にやらせようってわけ？」

「こういうのは男の子の仕事です」

「それはまた勝手な……。いいけどさ。で、そっちの紙袋は？」

「へへへー、これはもう少し内緒です。じゃあ、お願いしますね。あたしはその間、死体発掘に勤いそしんできますから！」

「あー、アレをまた手伝わされるならお風ふ呂ろ係の方がいいかな」

　こうして、夕ゆう也やのお風呂作りが始まった。

　簀の子を丸く切り、ドラム缶の中をゴシゴシ洗って、さらに水漏れがないことを確認したりしているうちに、とっぷりと日が暮れ、閉門時間を過ぎてしまっていた。

　さらに園芸部からホースやコンクリートブロックを拝借してきて、ブロックで簡易的なかまどを作ってその上にドラム缶をセッティングする。

　ホースで近くの水道からドラム缶に水を注ぎ、簀の子の不要な部分を解体して薪まきとしてスタンバイ。

「あ。火、どうするんだ……」

　家庭科実習室のコンロもすべてＩＨクッキングヒーターである。もちろん、タバコにも縁がない夕也は火を点つける道具など持ち歩いてはいない。

　夕也が途方に暮れた瞬間、

「……持っている」

　ずっと夕也の作業を眺めていたゆすらが言って、背負っていたオオカミさんのぬいぐるみリュックから古びたライターを取り出した。さらに、ポケットから生徒手帳を取り出して、躊ちゆう躇ちよなく何ページかを破り取る。

　そして夕也を押しのけるようにドラム缶の前に屈かがみ込んで、簀の子だった薪を手早く並べ、手帳の切れ端に古ぼけたライターで火を点け、薪の下に突っ込んだ。その後もゆすらは器用に薪の位置を微調整し、あっという間に火を大きくした。

「へえ……上う手まいね。ってか、なんでライターなんか持ってるの？」

「……火は大事。サバイバルの基本」

　ゆすらはライターをオオカミさんリュックに仕し舞まって、それを背負い直して言った。

「なるほど。……説明になってない気もするけど」

「……薪を集めてくる」

　ゆすらはそう言い残してどこかへ走っていって、一〇分ほどで両手一杯の枯れ枝を抱えて戻ってきた。

「なんていうか、すごいね、ゆすら」

「がう」

　ゆすらはばらばらと抱えていた枝を地面に落とし、戦果を誇るように胸を張った。そして、それを次々に火にくべていく。

　火も大きくなり、ドラム缶の中の水も温まり始めてきた頃ころ。

「……こんなに何を煮る？　魚？」

「え？　違う違う、聞いてなかったの？　お風ふ呂ろだよ。ほら、こうやって切った簀すの子こを入れて、この上に入るんだよ。そうすれば、火を焚たいてても底が熱くないんだ」

　そう言って、夕ゆう也やはドラム缶の中に丸く切った簀の子を浮かべた。

　そして湯気を上げ始めた水面に手を入れて掻かき回まわして、

「うん、そろそろいい湯加減かな」

「……お風呂知ってる。温かくて気持ちいい」

「そうだね。じゃあ、僕はどこかに行ってるから、恋れん子こと一緒に入れば……」

　言いながら夕也が振り返ると、ゆすらはオオカミさんリュックとナイフを近くのベンチに置いて、すでに服を脱ぎ始めていた。

「え――――ッ！　ちょ、待っ……ッ！」

　顔を真まっ赤かにした夕也が止める間もなく、ゆすらはポイポイッと衣服を脱ぎ捨てて生まれたままの姿になってしまった。

　小柄な中に、ワイルドともいえるしなやかさと、女の子らしいほのかな膨らみや曲線が同居している。そして何より目を引くのは、その肌の白さ。

　まるで美術の教科書の石せつ膏こう彫刻のように、端たん整せいで躍動的な肢し体たい。

　一瞬夕也が目を奪われた隙すきに、ゆすらは長い黒髪を翻ひるがえしてドラム缶に駆け寄ってきた。そして、その縁ふちに手をかけて、体操選手もかくやという身のこなしで、ざっぱーん、とお湯に飛び込んだ。

「うわっぷ！」

　派手にお湯が飛び散り、溢れ、湯加減を見ていた夕也はもちろん、ドラム缶の下で燃えていた炎をも直撃した。

　当然、ジューッと音を立てて火は消えてしまう。

　そして、一度ブルブルッと犬のように顔を震わせて水を弾はじき飛ばし、

「……ユウ、一緒に入る」

　ドラム缶の中から、ゆすらはガシッと夕也の腕を掴つかんだ。

「え――っ!?　な、な、なっ、そ、それはまずいってば、ゆすら！」

　目のやり場に困って顔を背けた夕也は、ゆすらのすさまじい膂りよ力りよくによってグイッと引っ張られ、

「うわあっ」

　一瞬にして頭からドラム缶風呂の中に引きずり込まれた。

　ごぼごぼごぼ。

　視界に入るのは、大量の泡越しに見える超至近距離のゆすらの白い肌。位置的には太ももやそれに近いアレな部分が見えそうな気もするが、大量にお湯を飲んで呼吸ができない現状、それを楽しむ余裕はない。

　お湯の外の足をバタバタさせて、なんとか頭だけでも水面より上に出そうともがいているうちに、靴が脱げてどこかへ飛んでいった。

　そしてもがくこと数十秒、ようやく夕ゆう也やは身体からだを反転させ、顔を出して激しく咳せき込こみ、とにもかくにも空気のありがたみを生きて再確認することができた。

「ひどいよ、ゆすら」

「……ユウに色んなところを触られた」

「ええっ！　だって、こんな狭いドラム缶の中じゃあ仕方ないじゃない！」

　どうにかこうにか水面まで生還する過程に、ずいぶんゆすらの身体に触れたり掴つかんだりしたような記憶はほんのりとある。しかし、残念なことに無我夢中すぎて一切の自覚はなかった。というより、その言葉で今現在も密着状態に近いことに気がついた。

「そっ、そりゃあ悪かったけど、ゆすらのせいじゃないか……」

　顔を真まっ赤かにして言いながら、目のやり場に困ってゆすらに背を向けようとした。

「もう、制服がずぶ濡ぬれだよ」

「……ユウ。お風ふ呂ろに服着て入るのは間違い」

　ゆすらはガッと夕也の濡れた制服を掴んで、それを脱がそうとした。

「いや、ちょ……ッ！　ダメだってば！　やめてー！」

　と、そこへ。

「じゃーん」

　恋れん子こがやってきた。肩にバスタオルを掛けているが、その下は明らかな水着姿だった。これでもかとフリルがついた、ピンク色のビキニ。

　残念すぎるほどに胸は平へい坦たんだが、日々の発掘作業の賜たま物ものか、ウエストのくびれはトップモデルもかくやという美しいラインを誇っていた。しなやかな腕も脚も、とても健康的に引き締まっている。

　何より素晴らしいのは、胸がない分神がバランスをとってくれたもうたのか、綺き麗れいな卵形のお尻しりだった。

「買ったのはこの水着だったんですよー！　頑張ってお風呂を作った甲か斐いがありましたよね！　こんな可愛かわいい水着姿が拝めたんですから」

　だがしかし、言うまでもなく、夕也はその可愛い水着を観賞できるような状態ではない。

「れ、恋子！　助けてー！　脱がされるーっ！」

「はあ？　ってか、あ、あ、あんたら何やってんですか――――ッ！　一緒にお風呂とかありえないです――――っ！」

　バスタオルが落ちるのも構わずに恋子はドラム缶風呂に駆け寄って、夕也の服を掴んだゆすらに手を伸ばした。

　が。

「……お前も一緒に入る」

「きゃあっ」

　逆に、恋子までドラム缶風呂に引きずり込まれてしまった。

「うわ、あぶなッ！」

　とっさに夕ゆう也やが恋れん子この身体からだを支えたために、夕也の二の舞だけは避けられたものの、

「ど、ど、どこを触ってるんですか――――ッ！」

「どこって……」

　夕也がとっさに支えた、その場所は。

　フリルで飾られた、ピンク色の布地。

　それはつまり――、

「あ、ごめん、平へい坦たんすぎて気づかな……」

「平坦とか言うなです――――ッ！」

　全力のアッパーカットが夕也の顎あごを正確に捉とらえた。

　そのあまりの威力に、夕也はドラム缶風ぶ呂ろから転がり落ちて地面にしたたかに背中を打ちつけた。

「いてててて……。っていうかさ、何をどうしたってあんな状況じゃあ、どこかしら触れちゃうってば！」

　打った腰をさすりながら、夕也はずぶ濡ぬれの服で重くなった身体を起こす。

「言い訳とは男らしくないです！　まったく、せっかく可愛かわいい水着を見せてあげようと思ったのに、なんて仕打ちですか！」

「え、あ、ごめん……」

「……ユウにひどいことするな」

「はあ？」

　夕也が出たことで少しだけ広くなったドラム缶風呂の中で、恋子はゆすらに向き直って睨にらみつけた。

「ってか、もとはといえばあんたのせいじゃないですか――――っ！」

「……仲間と一緒にお風呂。何がダメ？」

「うっ。だ、だって、男の子と女の子が、そんな……」

　恋子が赤面してしどろもどろになった瞬間、ゆすらは、

「……お前も服着てお風呂入ってる。おかしい」

　と恋子のビキニの肩かた紐ひもに掴つかみかかった。

「な、ちょ……ッ!?」

「……脱げ」

「いや――――っ！　やーめーてーくーだーさーいー！」

「っていうか、二人とも、そんなに暴れたら……ッ！」

　言っている側そばから、ブロックの上に置かれただけのドラム缶はガタガタと揺れ始めた。

「ねえ、ちょ、聞いてるの、二人とも！」

　倒れそうなドラム缶風呂を支えようと、夕也は急いで立ち上がって歩み寄る。

　が。

「……お風ふ呂ろでは服脱ぐ」

「きゃあ――――ッ！　そんなに引っ張られたら――」

　ガタン。

　間に合わなかった。

　ドラム缶はバランスを崩して土台のブロックから落ちた。そして夕ゆう也やに向かって女の子二名とお湯をぶちまけ、空からになってベンチの方へと転がっていった。

　ドラム缶の中身に直撃されて大の字に倒れ伏した夕也は、ぺったんこでも女の子は柔らかいんだな、と自分の上で目を回している二人の感触に今さらながら感動を覚えていた。
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　例の空き部室で夕也は持参したスウェットに着替え、濡ぬれた制服を干した。

　一緒に、やっぱり濡れてしまった財布と、中に入っていたお札なんかも一枚一枚並べて乾かしながら、全機能を停止させてしまった携帯電話を見やって嘆息した。

　――耶や宵よいから電話とかメールが来るかもしれないのになあ。こっちからかけることもできなくなっちゃったし。

　とはいえ、ゆすらに悪気があったわけでもないので、責めるのも忍びない。

　――修理に出したらどのくらいかかるかな。お金も時間も……。

　そこへ、シャワーも浴びて着替えも終えたゆすらと恋れん子こが戻ってきた。

　恋子は昨夜同様のピンクのパジャマに魔法使いのローブ。

　ゆすらは紺色のタンクトップに迷彩柄のカーゴパンツという姿での登場だった。そんなくつろぎスタイルでも、オオカミさんリュックを背負ってナイフも腰に吊つっている。

「恋子はさ、ピンク好きだよね」

　ふと見やった恋子の格好に、お風呂騒ぎの水着の色を思い出して、夕也は言った。

「そうですけど……なんで意外そうな顔してるんですか」

「いや、世界をひれ伏させようとしてるネクロマンサーとしては、あんまり似合わないんじゃないかなあと思って」

「ピンクが嫌いな女の子なんているわけないじゃないですか」

「言い切ったね。そうとも限らないと思うけど」

「いたとしても少数派です。っていうか、じゃあ何色が好きだったら納得したんですか」

「うーん。やっぱ黒とか？」

「そっ、そんな色の下着をあたしに着けろって言うんですか！」

「は？　え、いつ下着の色の話になったの？」

「どうせ胸もぺったんこのあたしには、大人っぽい黒のセクシーランジェリーなんて似合いませんよーだ！」

　べー、と恋子は舌を出した。

「意味がわからないよ」

「何を言ってるんですか。色といえば下着に直結するでしょう、普通は！」

「普通はしないよ！　どんな脳の構造をしてるの、恋れん子こは」

「……ユウは、黒の下着が好き？」

「えーっ、ゆすらまで!?」

「そんなことより、早くご飯にしましょうよ」

「え……？　そんなことって、言い出したのは恋子なのに」

「……ご飯」

　ゆすらにまでせっつかれて、夕ゆう也やは疲れ果てたようにがっくりとうなだれた。

「はい……。僕が悪かったです」

　濡ぬれた小銭などを手早く干し終えて、夕也たちは部室を出た。夕也の要望で一度学食に寄り、パンコーナーの『ご自由にお取りください』と書いてあるカゴからチロルチョコサイズに小分けに包まれたバターを何個か拝借する。

「うちの学食って、無駄に豪華ですよね」

「だね。どこのホテルのビュッフェレストランだよって思うよ。バターとはいえ無料とか、かなり気前がいいしね」

「何に使うんです？　それ」

「まあ、色々使い道はあるよ。昨日のプリンも、これさえあればツルンってお皿に出せたわけだし」

「あー、そういえばそんなこと言ってましたね」

　そして家庭科実習室に向かおうと歩き出すが、渡り廊下に入ったあたりでゆすらが夕也のスウェットの袖そでを掴つかんで引き止めた。

「ん？　どうしたの？」

「……こっちはダメ」

「なんでですか？」

　恋子も足を止めて振り返った。

「……熊くまが」

「「クマぁ!?」」

　声を揃そろえて驚く夕也と恋子に、ゆすらは真ま顔がおで「がう」とうなずいた。

「……熊は、なかなか強い」

　夕也と恋子は顔を見合わせて、

「熊って、もしかして校長室のアレですか？」

「だろうね。校長室に飾ってある剥はく製せい」

「……戦うなら、もっと群れを大きくしてから」

「いやいや。あのね、ゆすら。あの熊、生きてないから」

　そう説明する夕也に、ゆすらは不思議そうな目を向けた。

「……でも、あの熊くまは立っていた」

「立ち上がったまま固定されているんですよ」

「じゃあ、ちょっと校長室に寄ってみようか」

「ですね」

　ゆすらは歩き始めた夕ゆう也やと恋れん子この前に飛び出して、両手を広げて通せんぼをした。

「……ダメ。群れの仲間守るのは、ボスの役目」

「あ、ゆすら先輩がボスだったんですか。初めて知りました」

「論点そこなの？　っていうか、ゆすら、そう熱くならないで」

　ぽん、と夕也はゆすらの肩を叩たたいた。

「いいボスは、仲間の言葉を信じるもんだよ。いいから来てよ。大丈夫だから」

　そして、夕也はまた歩き出す。

「……がうう」

　怖々と、ゆすらは夕也を追いかけてきてその腕にしがみついた。

「あっ、また……！　ねえ、ちょっと、今日はゆすら先輩、ベタベタしすぎなんじゃないですかっ」

「ええと、さすがに上着もなしにタンクトップでしがみつかれると、胸とかの感触がダイレクトにくるんですが……」

　しかも、どうしてもドラム缶風ぶ呂ろの時に見た裸体がまぶたの裏に蘇よみがえってくる。

「うがーっ！　あんたも、鼻の下伸ばしすぎです――――っ！」

　ドカッと、恋子は背後から夕也のお尻しりを蹴けり上げた。

「うわっ」

　数歩よろめいて、夕也が痛む尻をさすりながら釈然としない顔で恋子を振り返る。

　べー、と恋子はまた舌を出していた。



　教室や職員室より何割か重厚なドアを開けると、まず目に入るものは学校の備品とは思えないほど立派な調度の数々だった。いわゆるアンティーク調で、そういったものの価値に詳しくない夕也にも、きっととんでもない金額なんだろうと想像がつく。

　そんな調度の一つであるキャビネットには、各部の血と汗の結晶であろうトロフィーが所狭しと並び、これまた迫力があるデスクのとなりには大きな優勝旗が飾られていた。

　そして応接用の革張りソファが部屋の中央に鎮座ましましており、そのソファを挟んでキャビネットの反対側の壁際に、件くだんの熊の剥はく製せいがあった。

　優に二メートルを超えるその剥製は、添えられた説明文によるとヒグマであるらしい。

　二本脚で立ち上がって、威い嚇かくするように両手を上げている。

「がるる！」

　ゆすらは夕也と恋子をかばうように前に出て、ナイフに手を掛けて身構えた。腰を低くして、ナイフに掛けていない左手を床に着けた独特の構えだ。唸うなりながら、牙きばのような八や重え歯ばを剥むき出だしにしている。

「ちょ、ゆすら、大丈夫だからナイフは抜かないで」

　言いながら、身構えたゆすらの脇わきを通って、夕ゆう也やは熊くまの剥はく製せいに歩み寄った。

　そして、ペタペタと剥製に触って見せた。

「ほら、動かないでしょ」

「……」

　ゆっくりと、ゆすらは警戒を解いてナイフから手を放した。よつん這ばいのまま剥製にジリジリと近づいて、ゆすらは剥製のつま先をくんくんと嗅かいだ。

「なんでこんなものを怖がるんですかね。あたしに言わせれば、生物室のホルマリン漬けの標本各種の方がよっぽどグロくて怖いですよ」

「ああ、確かにアレは気持ち悪いよね。臓器とかだけじゃなくて、蛇とか寄生虫とか変なものもたくさん並んでるし」

「ですよねー。あれを好きこのんで眺める人の気が知れないです」

「そういえば、生物室の骨格標本、あれって本物の人骨を使ってるって噂うわさもあるよね」

　恋れん子こは夕也が言い終わる前に、夕也の足を思いっきり踏みつけた。

「痛――――っ」

「そういう怖いことは言わないでください！　怒りますよ！」

「力一杯足を踏んでから言う台詞せりふなの……？」

「そんなこと言ってると、ドクロを掘り当てたら噛かみつかせますよ。あたしの死者の軍勢の犠牲者一号になりたいんですか」

　――昔はお兄ちゃんお兄ちゃんって後ろをついてきてたのに……。今じゃそんなふうに呼んでもらえないどころか、この扱いですか……。

　心の中で凹へこみまくる夕也を尻しり目めに、しばらく嗅いだり触ってみたりを繰り返していたゆすらはようやく納得したのか、

「……なぜ、死んだ熊が立っている？」

「ええとね、剥製っていって、生きたままの姿を保存するのが目的なんだよ」

「……熊は」

「ん？」

「……熊は、結構美お味いしい。どうして食べない？」

「えー。熊って美味しいんですか……？」

「……ご飯に持っていく」

　ゆすらはまたナイフに手をかけた。

「ちょ、待って！　これは剥製だから、毛皮の中に肉は入ってないよ！」

「ダメですってば――――っ」

　恋子がゆすらを羽は交がい締じめにする。夕也はゆすらの真っ正面に回って、ナイフを取り上げようとする。

「……肉がないわけない」

「だから、これは死んだ熊くまを加工した作り物なんだってば！　仮に肉があったって、もうとっくに腐ってるよ！」

　暴れるゆすらを押さえ込みつつ説得するのにはたっぷり一〇分はかかり、すでに一回シャワーを浴びたはずの恋れん子ことゆすらも含めて、全員が汗だくになってしまっていた。



　　　＊



「さて、じゃあご飯を作ろうか」

　結局全員がシャワーを浴び直してきた後、家庭科実習室で堂々と夕ゆう也やは宣言した。

「うわ、やる気満々。そういえば、なんであんたがプリンとかビーフストロガノフとかを耶や宵よいちゃんに作ってあげてたんです？　小お母ばさん、専業主婦でしたよね？」

　髪が濡ぬれていても全然気にしないゆすらを見かねて、バスタオルでガシガシと拭ふいてあげながら恋子が言った。

「そうなんだけどさー、父さんが栄転とかで単身赴任して以来、やる気なくしちゃってさ。母さん、いい歳としして未いまだに父さんにメロメロだから。単身赴任に行ってから最初の日、僕と耶宵のお弁当、何が入ってたと思う？」

「え？　さあ……。やる気がなくなったってことは、一面のご飯にふりかけとかですか？」

　夕也は首を横に振った。

「ううん。千円札」

「は？」

「だから、千円札。一瞬、僕も目を疑ったよ。雅まさ紀きも含めて、周りは大爆笑だったけどね」

「はあ。それで買えってことですか。それはまた、重症ですねえ……」

「だから、必要に迫られて作るようになったんだよ」

「なるほど……って、あれ。じゃあ、もしかして今、耶宵ちゃん、超困ってます？」

「そうだったら僕、ここにいないよ。昨日から、家には誰だれもいないから」

「あ、それはそうですよね。シスコンですもんね。どんなに止めたって帰りますよね」

「だから、そういうんじゃないって何度言えば」

「じゃあ、耶宵ちゃんがいても帰らなかったですか？」

「………………それは」

「ほら。まあ、それは別にいいですけど、なんだって小母さんと耶宵ちゃんは家を空けてるんです？」

「母さんが父さんに会いたくて禁断症状を起こしたんだって。それで耶宵も放ほうっておけなくて、北海道の美お味いしいもの目当てとか名目を言いながら付き添ったんだと思う」

「難儀ですねえ、小母さんも。それでシスコンなのにあたしたちに付き合ってくれてるんですね。家に帰っても耶宵ちゃんがいないから」

「だから、違うよ！　でもその通りだよ！」

「じゃあ、キリキリご飯を作ってください」

「え、丸投げ？　せめて手伝おうとは思わないの、女の子なのに」

「ゆすら先輩の髪の毛って綺き麗れいですよねー。もっときちんと手入れした方がいいですよ」

「……がう？」

「都合が悪くなると白々しく聞こえないふりって、どうかと思うなあ」

「そりゃあ手伝いますけど、たぶん普通以下ですよ。修行と発掘で家を出てから、家事の手伝いとかしてないわけですし」

「ここでずっと生活してたんでしょ？　何を食べてたの？」

「コンビニのお弁当とか、ハンバーガーとか、カップラーメンですけど」

「うわ……ダメな生活の見本だね」

「ほっといてください」

　ぷいっと恋れん子こは頬ほおを膨らませた。

「……ユウ。ご飯、何を作る？」

「うーん、そうだなあ。食材も調味料も限られてるし、凝った料理は無理かなあ。魚は塩焼きがいいと思うんだけど」

「えー。何かもうちょっと、おしゃれっぽい料理がいいですー」

「……鯛たい焼やき」

「好き勝手言っちゃって……。そもそも、鯛焼きは無理でしょ。魚の形はしてても魚料理じゃないからね」

「……くぅーん」

　しょんぼりと、ゆすらがうなだれた。

「ゆすらはご飯が絡むと途と端たんに表情が豊かになるね。まあでも、せっかく魚もたくさんあるから、半分は塩焼きじゃない料理法もやってみようか。ムニエルとか」

「ムニエル！　なんか一気におしゃれっぽくなりました！」

「思うところあって小麦粉は買ってきたし、学食からバターも拝借してきてるからね。一応、格好はつくと思う」

「さすがです！　さすがシスコン、恐るべしです！」

「だから……あんまりシスコンシスコンしつこいと、ムニエルは中止にするよ」

「嘘うそです！　もう言いませんっ！」

「掌てのひら返すの、早ッ！　とにかく、仕事は分担ね。恋子はお米係。買ってきたのは無洗米だし、お米と水の分量を量って炊飯器に入れるだけだからできるでしょ」

「うん、たぶん。で、あんたは？　魚係？」

「いや、タルト台を作る」

「は？」

「だから、タルト台。タルトの土台。下のクッキーみたいなお皿の部分。イチゴがたくさんあるから、カスタードも作ってタルト台の上にたっぷり盛ろうかと思って」

　ちなみに、そんなものを作ろうと思ったからこそ、夕ゆう也やは小麦粉などというものを買ってきたのだった。バターを調達したのもタルト台のためである。

「おお、タルト！　イチゴとカスタードクリームたっぷりのタルト！　それは食べたいです！　……けど、なんでいきなりデザートを？」

「だって、お米が炊きあがるまで時間がかかるでしょ。同時に魚も焼き始めたら、米が炊きあがるまでに魚が冷めちゃうよ」

「ああ、確かにそうかもしれないです」

「しかも、お菓子は焼いたり冷やしたり時間がかかるから。実際、あの部室に冷蔵庫も欲しいところだよね。色々保管できれば、メニューの幅も広がるし」

「うーん、それは正式に部として承認されてからの話ですよねー。ちゃんと部になれば、もう少し大っぴらに部室を使えますから。今は不法占拠ですから」

「ま、部費は出ないだろうから、予算面の問題もあるけどね」

「ですねー」

「あれ、ところでゆすらは？」

「あ。あれ、いませんね……。さっきまでそこにいたのに」

　夕也と恋れん子こが家庭科実習室を見回していると、ゆすらがお風ふ呂ろを焚たくために集めてきた薪まきの残りを持って戻ってきた。

「……魚を焼く」

　そう言って、ゆすらは床に薪を組み始める。

「ちょ、待って！　屋内で焚き火なんかしちゃダメだってば！」

「そうですよ！　火事になったらどうするんですか！」

　慌てて二人がかりで押さえにかかる。が、ゆすらは暴れるでも抵抗するでもなく、きょとんとした顔で夕也を見上げた。

「……火を熾おこさないと魚が焼けない」

「いや、えーと……確かに、焚き火で焼くのも趣があっていいけどね」

「そういう問題じゃないですよ」

「うん、まあ、確かに。大丈夫、火を使わなくても魚を焼ける道具があるから」

　苦笑いしながら、食材を出そうと夕也が冷蔵庫を開けると、

「！」

　ゆすらは今度は冷蔵庫の中身に激しく反応した。

「え、何……？」

　ゆすらはガバッと冷蔵庫の中を覗のぞき込み、

「……肉がある！」

　確かに、冷蔵庫の中では大きなブロック肉がドーンと異様な存在感を放っていた。

「ダメだよ、これはシシカバブ同盟のお肉だから」

「……でも、こんなにある」

「どんなにあっても他人のものは食べちゃダメ」

「ねえ、余計なことをされる前に、ゆすら先輩に役割を割り振っちゃった方がいいんじゃないですか」

「そうだね、うーん……」

　夕ゆう也やは考え込んだ。

　これまでの傾向を見るに、ゆすらに機器の操作を任せることにはかなりの不安がある。なるべく複雑でなく、何かやらかしても被害が少ない作業は、と考えて、ゆすらの腰のナイフを見やりながら刃物の扱いは慣れていそうだと判断し、

「じゃあ、ゆすら、イチゴを切って」

　と冷蔵庫から保管させてもらっていた、ボウルに積まれたイチゴを取り出した。そして一つを洗ってヘタを取り、包丁で半分に切ってもう一つのボウルに入れて見せた。

「こんなふうに。イチゴはまとめて洗っても構わないけど」

「がう」

　そして各人がそれぞれの作業に入り、夕也が生地を練り上げ、タルト台の型にサラダ油を塗り始めた頃ころ、

「あ――――ッ、ゆすら先輩、つまみ食い――っ！」

　恋れん子こがゆすらに駆け寄り、カットしたイチゴが入ったボウルを取り上げようとした。

　しかし、ゆすらもガッとボウルを掴つかんで放さない。

「……味見」

「洗って切るだけの作業になんで味見が要るんですか――ッ！　っていうか、四分の一くらいなくなってるし！　味見で食べる量じゃないでしょ！」

「……ボスの特権」

「ただの横暴じゃないですか！　っていうか、みんなお腹なかは減ってるんです！　あんた、ボスを名乗っておいて一人抜け駆けってどうなんですかッ！」

「……群れでは、ボスから食事する」

「またわけのわからないことを！　勝手な自分ルールを作らないでくださいっ！」

　言い合いのさなかもボウルを掴む二人の力は拮きつ抗こうし、なんとか中身のイチゴを撒まき散ちらさずに危ういバランスを保っている。

「あのー、ご飯の準備……」

　おそるおそる夕也が声をかけるも、二人の耳にその言葉は届かない。

「……がるる」

「この野生児は――ッ！」

「だからさ、そんなことやってるといつまでたってもご飯ができないよ？」

　それも聞き入れられないだろう、と思って発した言葉だったが、意外にも、ゆすらがそれは困る、と言わんばかりの顔で夕也を振り返った。

　当然、ボウルからは手が離れる。

「え？　きゃあっ！」

　均衡を失って、恋れん子こは後ろに倒れそうになった。

「あぶな……っ！」

　咄とつ嗟さに、夕ゆう也やは恋子を転ばせまいと手を伸ばす。恋子との間にはゆすらがいたが、避よけている暇はない。ゆすらを胸に抱くようにしてなおも恋子の方へと踏み込み、夕也はかろうじて恋子の腕を掴つかんだ。そのまま、その腕をグイッと引っ張る。

「ひゃあっ！」

　恋子の身体からだは転倒を回避して夕也の方へと引っ張られた。イチゴのボウルは恋子の奇跡的なバランス感覚によって、左手一本で支えられて頭上で水平を保っていた。

　結果として、夕也は左手でゆすらを抱き、引っ張った恋子をも胸で受け止め右手で抱くような格好になった。

「……ユウ」

　ほのかに頬ほおを染めて、密着状態でゆすらが夕也を見上げる。

　一方、恋子は呆ぼう然ぜんとした顔のまま固まり、顔の色素を徐々に赤く変化させていった。

　胸一杯に広がる、女の子二人分の感触とぬくもり。視界に飛び込んでくる湯上がりの白い肌と洗い髪の艶つややかさ。

「え……ええと、大丈夫……？」

　夕也がドキドキしながら尋ねたのち数瞬。

「ま、ま、ま、まだ早いです――――ッ！」

　恋子はそう絶叫し、左手で頭上に掲げていたボウルを放ほうり出した。

「ああっ、イチゴがっ!?」

　夕也は二人から離れてダイヴした。間一髪、なんとかイチゴを犠牲にすることなくボウルをキャッチすることができた。

　ふう、と大きく安あん堵どのため息をついて、夕也は恋子が叫んだ「まだ早い」という謎なぞのフレーズに首を傾かしげた。



　そんなアクシデントをクリアしつつも、夕也はタルトの土台をオーブンで焼き、カスタードクリームを作り、魚の下ごしらえをすませた。その間、恋子はインスタント味み噌そ汁しる用のお湯を沸かす。

　さらに夕也は焼き上がったタルト台をオーブンから取り出して冷まし、お米が炊きあがるまでの時間を見て、八匹あった魚の半分に塩を振って、魚焼き用のグリルに火を入れた。残り半分は小麦粉をふるってスタンバイ。

　タルト台が冷めた頃ころ合あいを見て、夕也はタルト台にカスタードクリームを流し込んで、ゆすらと一緒に切ったイチゴをトッピングする。

「よし、完成」

「おー、ちゃんとタルトですね。……イチゴ、ゆすら先輩が並べたところとそうじゃないところが一いち目もく瞭りよう然ぜんですけど」

　タルトの上で、イチゴが整然と並んでいるエリアと、向きも角度もメチャクチャなエリアがはっきりと分かれている。

「まあ、味に変わりはないから」

　本当はこの上からゼラチンとかを塗ってつや出しすると綺き麗れいに仕上がるのだが、今日はすぐ食べてしまうので省略。

「……できたなら、食べる」

「ちょ、ゆすら先輩、まだですッ！　全部できてからです！」

「だね。じゃ、そろそろ魚にかかろうか」

　夕ゆう也やは温まった魚焼きグリルに塩を振った四匹を投入して、その上のＩＨヒーターにフライパンを乗せてバターを溶かし、残りの魚を焼きにかかった。

　たちまちフライパンからバターの焼けるいい匂においが立ち上り始める。

「……！」

　今にもヨダレを垂らしそうな顔で、ゆすらがフライパンを覗のぞき込んだ。

「まだ焼けてないよ。それにしても、尻尾しつぽがあったら千ち切ぎれそうなほど振ってそうな顔だね、ゆすら」

「……がう」

　ゆすらはうなずいていたものの、心ここにあらずの生返事だった。

　塩焼きの焼け具合を恋れん子こに見てもらいながら、フライパンのムニエルの味を塩と黒くろ胡こ椒しようで調ととのえ終えた頃ころに、炊飯器から炊きあがりを知らせる電子音が鳴った。

「よし。ゆすら、そこの棚からあのお皿を取ってきてくれる？」

「がう」

「塩焼きもそろそろ焼き上がったみたいですよ」

「いいタイミングだったね」

　かくして、手作り川魚定食が完成した。

　炊きたてのご飯とインスタント味み噌そ汁しる、バターの香りが高いムニエルと、塩焼きの魚が少し焦げている点はご愛あい敬きよう。さらにはデザートにホールのイチゴカスタードタルト。

　並べてみると、案外豪勢に見える。

　それぞれが箸はしを手に、テーブル代わりの調理台に着いて、

「早速食べましょ――っ！」

「がう」

「いただきます……って、こらこら、ゆすら、いきなりタルトに手を伸ばすのはダメだって！　これはデザート！　一番最後！」

　夕也はさっとタルトの皿を取り上げて、ゆすらの握にぎり箸ばし攻撃からデザートを守った。

「このまま置いておくのは危険です！　切り分けて個人用に置いておくべきでは」

「いや、きっと一番最初に平らげて他ほかの人のに羨せん望ぼうのまなざしを向けるよ」

「じゃあ、隔離しましょう！　冷やした方が美お味いしそうですから、冷蔵庫に隔離です！」

「それだ！」

　そのまま、夕ゆう也やは冷蔵庫に直行して、中にタルトを突っ込んだ。

「……がるる」

　ゆすらは恨みがましい目を向けるが、

「いや、意地悪とかじゃないから。甘いものは最後。昨日もそうだったでしょ」

「ほら、温かいお料理が冷めちゃいますよ」

　夕也と恋れん子こはゆすらをなだめようと一生懸命だが、いざ食べ始めてしまえばゆすらは魚にすぐに夢中になった。握にぎり箸ばしでしか使えない箸にもどかしくなったのか、手づかみでかぶりついている。

「あ、おいしーですね。シンプルな塩焼きもいいですけど、ムニエルがたまらんです。外側はこんがりなのに中はふんわりで、白身にバターがすごい合います！　黒くろ胡こ椒しようがピリッと効いてて、超美味しい！」

「手放しで褒ほめすぎだよ」

　とはいえ、作った夕也としても悪い気はしない。

　褒められて嬉うれしそうに照れる夕也を見て対抗意識を燃やしたのか、ゆすらもかぶりついていたムニエルを睨にらみながら頭を捻ひねって、考えて考えて考えた末、

「……なんか美味しい」

　という直球すぎる感想を宣のたまった。

「ふっ。甘いですね、ゆすら先輩！　そんなんじゃ全然伝わりませんよ！」

　勝ち誇ったように、恋子がふんぞり返ってビシィッと指摘した。

「美味しいのは当たり前！　どう美味しいのか、なぜ美味しいのか。そして、その美味しさをどう表現するのかが料理を褒めるときの重要ポイントなんです！　ゆすら先輩のはまるでなっていません！　色々あるでしょ、まったりとか芳ほう醇じゆんとか宝石箱とか！」

「いやいや、恋子、グルメリポーターじゃないんだからさ……」

「……負けない」

「えー、ゆすらまで挑発に簡単に乗るし」

　ゆすらはまたうんうんと唸うなって唸って唸って、

「……しょっぱいが、ちょうどいい」

「なるほど、塩加減ですか。着眼点は悪くないですけど、表現が……」

「二人とも、ありがとう！　お世辞でも、作った甲か斐いがあったよ！」

　夕也が強引にそうお礼を言って場を収めると、ゆすらはにーっと笑って、また握り箸を駆使してご飯を食べる作業に戻った。

「まったく、甘やかすのはよくないですよ」

「恋子はゆすらを何にするつもりなのさ……」

「こんなの礼儀の範はん疇ちゆうですって。ところで、これ、なんて魚でしょう？」

「料亭研究会の人たちはニジマスじゃないかって言ってたけど」

「そんな魚、裏山にいるんですかね」

「さあ。まあ、獲とってきた人がいるんだから、いるんじゃない？」

「イチゴもあるし、豊かな裏山ですねー」

　恋れん子こは魚に続いてご飯を口に運び、それを呑のみ込んで味み噌そ汁しるをずぞーっとすすった。

「ねえ、ゆすら先輩。この魚、どうやって獲ったんですか？」

　塩焼きを綺き麗れいに骨だけ残して平らげてご飯を掻かき込んでいたゆすらは、口元にご飯粒をつけたまま、箸はしを握にぎった手を突き出した。

「まさか……手づかみ!?」

「僕はもう驚かないけどね」

　そして、ほどなくしてゆすらと恋子が火花を散らし始めた。

　ゆすらが獲ってきた魚は八匹、それがムニエルと塩焼きが各四匹に変わった。一人がそれぞれを一匹ずつ食べれば、必然的に残るのはムニエル一匹と塩焼き一匹。

「あたしはムニエルの方が美お味いしかったと思うんですよねー」

　わざとらしく言って、恋子は機先を制してムニエルに箸を伸ばした。

「がうッ！」

　その箸を、ゆすらが握にぎり箸ばしで鋭くブロックする。

「何するんですか！」

「がるる」

　箸による攻防が十数合ごう、睨にらみ合う二人の間でバチバチと散る火花は、いっそう激しさを増した。

「二匹余ってるんだから、仲良く分ければいいじゃない。塩焼きだって美味しいよ」

「そんなことはわかってます！　それでも、退ひけない戦いが女にはあるんです！」

「がうっ」

「じゃあ、ジャンケンか何かで手っ取り早く決めちゃえば？」

「それしかなさそうですね……」

「……がう？」

　ゆすらが首を傾かしげた。

「あ、もしかして、ジャンケン知らない？　ええとね……」

　夕ゆう也やはジャンケンのルールについて懇切丁寧に説明した。

「わかった？　じゃあ、恨みっこなしの一回勝負だよ？　せーの、じゃんけん、ぽん！」

　恋子はパーを出した。

　ゆすらは。

　握った拳こぶしから指が突き出されていた。

　人差し指一本だけ。

「えーと……ゆすら、チョキなら指をもう一本立てないと」

　苦笑しながら夕ゆう也やが言うと、ゆすらはブンブンと首を横に振った。

「……ハサミじゃない。ナイフ」

「なんですか、それは」

「……ナイフは一番強い」

「ナイフで石が切れるとでもいうんですかっ」

「……石は切れなくても、石を武器に持った敵は斬きれる。ナイフは無敵」

「そういう問題じゃないです！　なんですか、その自分ルール！」

「……ハサミや石はまだしも、紙で戦うとか、馬ば鹿かすぎる。でも、私はいつでもナイフを持っている。だから、私は強い」

「そういうことじゃないでしょ！　ジャンケンって！」

「……試してみるか」

　ゆすらが腰のナイフに手を伸ばした。

「きゃー、暴力反対！」

　席を立って、恋れん子こは夕也の背後へと逃げ込んだ。

「ちょ、まあまあ。ゆすら、食事中にそんなもの抜かないで」

「そうです！　こんなんじゃ勝負にならないです！」

「でも、恋子が出したのはグーじゃなくてパーだったしね。石は切れなくても、紙は切れちゃうかなあ」

「えー」

「この場合、チョキに準じる、って考えるべきじゃない？　まあ、元々ゆすらが獲とってきたんだし、譲ってあげなよ、恋子」

「なーんか納得いかねーです……」

「塩焼きがあるんだからいいじゃない」

「……塩焼きだって美お味いしい。贅ぜい沢たく言うな」

「あんたが言うなです――――ッ！」

　かくして、残った魚も女の子たちの胃袋に収まった。

　魚もご飯もなくなり、冷蔵庫から取り出したタルトを切り分けながら、夕也は、

「ところで、ゆすらはこの学校に来る前はどこにいたの？」

「……森」

　タルトに視線を奪われっぱなしのまま、ゆすらは答えた。

「またずいぶんざっくりした答えですね。まあ、これまでの野生児っぷりからして、超納得な答えですけど」

「だね。ええと、せめて日本のどのあたりとか、地名くらいはさ」

「……知らない」

「えー。知らないもんですかねー、自分の住んでた場所とか」

「まあ、人それぞれ事情もあるからねえ」

　言いながら、夕ゆう也やは自分の分に小さく一切れを切り出し、残りを二等分した。ついでに味み噌そ汁しるを作ったお湯の残りでティーバッグの紅茶を淹いれて、タルトと一緒に二人の前に「どうぞ」と差し出した。

「んー、期待通り美お味いしいです。今日の食事、ムニエルもかなりでしたけど、やっぱりこのデザートがメインですね。さすがシスコンです」

「一言多いんだよなあ、恋れん子こは」

　フォークも使わず、魚同様に手づかみでタルトにかぶりついたゆすらは、一口食べて即、無邪気な天使のような笑みを浮かべた。

「美味しい？」

「がうッ！」

　そしてまた、がぶりと大きな一口でタルトを食べた。もむもむと噛かんでいる間も、幸せそうな笑顔は消えない。

　その笑顔は、調理した人間にとっては最高の賛辞だった。

「……ひゅふははへほほほふほいほほひはへふ」

「うん、何言ってるかわからないよ」

　口の中のものをごくんと呑のみ込み、ゆすらは、

「……ユウは、食べ物をすごいものに変える」

「あはは、それはどうも。僕としても、喜んでもらえて嬉うれしいよ」

　耶や宵よいに料理を作るときのことを思い出してしまうくらい、あるいは、ここまでストレートに言われれば、それよりも嬉しいかもしれない。

　タルトを平らげたゆすらは、さすがにお腹なかいっぱいになったのか、他人のタルトにはさほど興味を示さなかった。

「ほら、フォークも添えたのにあんな食べ方するから、口の周りがクリームでベタベタじゃないか」

　夕也はキッチンペーパーを一枚取って、ゆすらの口の周りを拭ふいてあげた。

「あっ！　そ、そんな美味しいパターンを、また……ッ！」

　愕がく然ぜんとする恋子に、夕也は「はあ？」と首を傾かしげる。

「それより、話を戻すけど、ゆすらが暮らしてた森はどんな森だった？」

「……寒い森」

「全然範囲が特定できる情報じゃないですね」

「だね。質問を変えようか。ゆすらは学校で寝泊まりしてるそうだけど、ご両親は？」

「……いる」

「いや、いるかいないかじゃなくてさ……。ええと、今どうしてるのかとか。帰らなくて心配してない？」

「……してない。旅に出てる」

「旅？　どこに？」

「……知らない」

「なんの旅だろう。仕事かな、それとも観光とか、旅行？」

「……強いヤツを探しに行った」

「は？　なんですか、そのストリートファイターみたいな動機。変な親ですね」

「代々魔法使いの一家が言うんだ、それを」

「う、うるさいです」

「じゃあ、森に住んでた頃ころは、ご両親は何をしてたの？」

「……戦ってた」

「何と？」

「……熊くまとか虎とらとか、未知の何かとか」

「えっと、猟師ですか？　猟りよう友ゆう会かいの人とか……？」

「それ、戦うって言い方するかな。虎は日本にいないし、そもそも未知の何かってなんだろう……。ねえ、ゆすら、どんな戦い方をしてた？」

「……素手でボコボコ」

「は!?　え、素手って……熊とか虎をですか……？」

「うーん……」

　深まるばかりの謎なぞにしばし頭を抱えて、夕ゆう也やは、

「恋れん子こ、ちょっとケータイ貸して」

「へ？」

「いや、僕のはドラム缶風ぶ呂ろで水没しちゃったから」

「あー。それは、ご愁傷様でした」

　夕也は恋子のピンク色の携帯電話を受け取った。

　そしてネットに接続して、『桜さくら江え、熊、格闘』とこれまでの話から連想できる言葉とゆすらの名字をキーワードに検索を掛けてみた。

　検索結果として、トップに出てきたのは、

『最強格闘家夫婦の挑戦』

　と銘打たれた古いニュースだった。

　夕也が幼い頃に、並外れた強さで話題になった有名格闘家についての記事。

　様々な格闘技のタイトルを総なめにし、夫婦揃そろって「もはや人類に敵なし」と謳うたわれた格闘家夫婦。あるときぷっつりとメディアから姿を消した夫婦がその後どのような活動をしているのか、密着取材をしたらしい。

『人間にもう敵がいないなら、人間以外と戦う』

　その夫婦はそう宣言して、幼い娘を連れ、秘境へ旅立ったのだという。

「マジですか、これ……」

　そしてその記事には、写真も載っていた。

　雪の降りしきる森で、倒れ伏した大きな熊くまの前で右腕を掲げた筋肉隆々の道着姿の男。そして、彼に寄り添い、腕を組んだ同じ道着のすらりとした女性。

　二人とも雪の上だというのに裸足はだしで、しかも全然寒そうに見えない。

　ゆすらは夕ゆう也やと恋れん子この後ろから携帯電話の画面を覗のぞき込んで、

「……パパとママ」

「あ、やっぱりそうなんだ」

　そして画面の片隅を指さした。

「……私とアルファ」

「アルファ？」

　画面の中には、よく見ればオオカミらしき獣の影と、それに跨またがった髪の長い小さな人影があった。

「……アルファは森のオオカミのボス。とても強い」

「ええと……推測すると、ご両親がこの森で熊とかと戦っている間、ゆすらはオオカミの群れと仲良くなって一緒に走り回っていた、ってことかな？」

「がう」

　さも当然のように、ゆすらがうなずく。

　ゆすらは食事中も背負っていたぬいぐるみリュックを肩から外し、ぐいっと夕也たちの目の前に突き出して見せた。

「……アルファそっくり」

「ああ、なるほど。それ、そういう理由で気に入ったんだね」

「がう」

「あ、あはは、それにしても、なんか壮絶な人生ですね」

「で、ご両親と一緒に日本に戻ってきて、この学校に編入したけど、ご両親はまた旅立ってしまった、と？」

「がう」

「なんでゆすら先輩のご両親は、ゆすら先輩を置いて行っちゃったんでしょう？」

「……オオカミと遊ぶより、人間の中で修行をしろと」

「ははあ、なるほど。たぶん、このまま連れ回してると日本の社会に適応できなくなると思ったんだね」

「あー。納得です」

「でも、それだったらわざわざ学校に寝泊まりする必要はないよね？　家に帰ったって問題ないんだし」

「……約束した」

「誰だれと？」

「……アルファ」

「オオカミと約束……？　どういうことだろう。オオカミと喋しやべれるの……？」

「がう」

　自信満々に、さも当然という顔で、ゆすらはうなずいた。

「へ、へえ……」

「アレじゃないですか、そのオオカミと別れるときに誓いを立てた的な」

「ああ、なるほど。で、そのアルファとはどんな約束を？」

「……立派なボスになる。立派な群れを作る」

「んー、いまいち学校にいる理由に結びつかないんだけど」

「……群れのためになわばり守る」

「あ、そうかそうか、そうだったよね。なわばりねー」

　なるほど、と夕ゆう也やはうんうんうなずいた。

「でも、群れの仲間一号がシスコンじゃあ、立派とは言い難いですよね」

「二号も中二病ネクロマンサーだしね」

「また中二病って言いました！　しかも、いつあたしが群れの仲間に入ったんですか！」

「じゃあ、これからは別行動にする？　そうなると、トイレにも一緒に行ってあげられなくなっちゃうね」

「うっ、い、痛いところを突いてきますね……」

「……ユウは、いい仲間」

「ありがとう。ほら、ちゃんとゆすらはわかってくれてるよ」

「むむ」

　難しい顔をして、恋れん子こは面白くなさそうにゆすらを睨にらんだ。

　が、

「……美お味いしい食べ物、作る」

　ゆすらがそう言った直後、ケラケラと笑い出した。

「あははははは、そりゃそうですよねー。野生動物の価値観では、食糧の確保は一番大事ですよねー。よっ、群れの調理係！」

「笑いすぎだよ」

　仏ぶつ頂ちよう面づらで、夕也は作業台に頬ほお杖づえをついた。

「まあまあ、そう凹へこまないでくださいよー。プリンもムニエルも塩焼きもタルトも美味しかったですから」

「別に凹んでなんてないけどね」

「あれ、そうなんですか？」

「うん。ただ、やっぱり負けられない、って思ってたんだ。だって、遠く離れた友達との約束でしょ。どう考えても校則なんかよりずっと重いと思うよ」

　お昼休みに、無む茶ちやを承知で琴こと音ねに逆らった自分は間違っていなかった、と夕也は思う。

　正しいのは向こうだとわかっている。

　勝ち目が薄いことも理解している。

　それでも。

　遠とお吠ぼえは、遠くの仲間に呼びかけるための行為なのだという。

　たった一人慣れない土地に来て、ゆすらはどんな思いで遠吠えをしていたのだろう。そう考えるだに、なんだか切なくて、力になりたいと思う。

「ですね」

　恋れん子こは、真面目まじめに考え込んでいた夕ゆう也やに微笑ほほえんだ。

「あんたはそういう人ですもんねー。放ほうっておけるわけ、ないですよね」

「うん。恋子の中二病の夢と発掘現場もね」

「あっ、また……！」

　恋子は立ち上がって作業台をぐるっと回り、夕也のところまで走ってきて、耳を思い切り引っ張った。

「いてっ」

　涙目になる夕也に、恋子はぷいっと背を向ける。

「でも、そこであたしのことまで言うのは、なんだかずるいですよ……」

「は？　何？」

「な、なんでもないです！　さあ、早く食器とか片付けちゃいましょう！　明日は忙しくなりそうなんですから、早く寝た方がいいですよ！」

　そそくさと、恋子は自分が使った皿やお椀わんをまとめ始めた。

「そりゃそうだけど……」

　なんだかわけがわからなくて、夕也は首を傾かしげた。



　　　＊



　その夜は、ゆすらもかなり年季の入ったシュラフを持参で空き部室に寝にやってきた。

「じゃあ、そっちの壁際はゆすら先輩に譲りますから、あたしはこっちで」

「がう」

　うなずきつつも、ゆすらはシュラフを抱えたまま、恋子が指し示した壁際とは真ま逆ぎやくの壁際に歩み寄って、ぺたんと座った。

　つまり、夕也のすぐ側そばに。

「ちょ、わかってないなら、なんでうなずいたんですか――――っ！」

　ゆすらの首根っこをつかもうと、恋子は手を伸ばす。が、ゆすらは伸びてきた恋子の手をパチンと弾はじいた。

「がるる」

「痛っ！　何するんですか！」

　ゆすらと恋子が、にらみ合って火花を散らす。

「どうでもいいけど、二人とも離れてよね」

　夕ゆう也やは部室の中央に回収してきたドラム缶を境界線代わりにドンと置き、

「恋れん子こは昨日の場所。ゆすらはそっちの窓際ね」

　二人にそう言い渡した。

「……くぅーん」

　寂しそうな目でゆすらは夕也を見上げたが、

「そんな目してもダメですよ。ゆすら先輩はあっちです」

「恋子もそっちの壁際だよ。頼むから僕の理性のことを少しは考えてよね」

「えー。近い方がトイレに行くとき起こしやすいじゃないですか」

「この狭い部室でそんなに違いはないでしょ。っていうか、あんまり馬ば鹿か言ってると一人で行けって突き放すよ」

　恋子はそそくさと昨夜ゆうべと同じ壁際に移動し、

「おやすみなさい！　トイレよろしく！」

　勢いよく毛布を被かぶった。



　それがトイレについてきてほしいからだとわかっていても、夜中に女の子に起こされるというのはドキドキするものだ。

　肩を揺すられて、耳元で、

「ねえ、起きてよ」

　などと囁ささやかれれば、赤面もしてしまうし、なかなか平静ではいられない。

「はいはい。二日目にして定例イベント化とはねえ……」

　むくりと起き上がり、夕也は照れ隠し気味に頭を掻かいた。

「恩に着ますー」

　恋子は夕也を拝むように両手を合わせた。

　ゆすらはファスナーが閉まりきっていないシュラフの中で、オオカミさんのぬいぐるみリュックをギュッと抱きしめて、すーすーと規則正しい寝息を立てている。

　磨りガラス越しの月明かりに、長い睫まつ毛げが白い肌に影を落としていた。

　――うわ、寝顔はあどけないのな……。

　食べているときはともかく、普段表情の薄いゆすらは、こうしたふとした瞬間に垣かい間ま見みえる無防備な顔が何倍か貴重に思えて、可愛かわいく見える。

　まして、女の子の寝顔を見る機会などそうそうないわけで、背徳感のようなものも相まって夕也の心臓は妙に激しく動き始めた。

「何やってるんですか。遅いですよ」

「え？　あ、うん」

　恋子にせっつかれて、夕也はゆすらを起こさないように、なるべく音を立てないようにと注意を払って部室から出た。

　廊下に差し込む月明かりが足下を照らす。

　静寂の中、二人の足音だけが校舎に反響する。

「なんだか、肝試しでもしてるみたいだね」

「……なんでそういうこと言うんですか」

　不満そうに、恋れん子こは唇を尖とがらせた。

「いや、だって、そういう企画でもない限り、普通はそうそうないでしょ。夜の学校を二人で歩くとか、そんなシチュエーション」

「それはそうですけど……」

　と、その瞬間、廊下の片隅で何かがガタッと音を立てた。

「ひっ」

　ビクッと怯おびえた恋子が夕ゆう也やの腕にしがみついた。

　音よりも恋子にしがみつかれたことに驚いて、夕也は「うわっ」と声を上げた。

　そしてすぐに、驚きは別の意味でのドキドキに変わる。いかにぺったんことはいえ、女の子である。しかも、パジャマ姿の。

　押しつけられる身体からだの弾力と暖かさが、夕也の顔をどんどん熱くさせていった。

「な、な、何か聞こえました！　誰だれもいないはずなのに！」

「いや、確かに聞こえたけど……いるかもって言ってたじゃん、他ほかの人。まあ、そこの掃除用具入れのロッカーの中でモップか何かが倒れただけだと思うよ」

「なんでそうだってわかるんですか！　なんで幽霊じゃないって言い切れるんですか！」

　怖がる恋子は、夕也の腕にますますグイグイと引っ付いてくる。

「ちょ、あの、いくらぺったんこでも、そんなにくっつかれると……」

　しかし、恋子は夕也の失礼発言にも気づかず、半泣きで、

「怖いです怖いです！　落ち武者が追いかけてきたらどうしましょう！　もしかしたら戦時中に空襲とかで亡くなった人の霊かもしれないです！　未いまだに敵とか仲間を求めてさまよい歩いてるのかもしれないです！」

　一気にそうまくし立てた。

「ちょ、恋子、少し冷静になろうよ」

「そういえば、一〇年くらい前に飛び降り自殺した女子生徒がいたって聞いたことがあります！　きっとその人、あたしたちに取とり憑ついてまた自殺する気なんです！　あたしたちもう終わりですーっ！」

　本気で怖がっている恋子に悪いと思いつつも、夕也はくすりと笑ってしまった。おそらく夕也も一人でいたならば怖いと思っただろうが、となりでここまで過剰に怯えられるとなんだかギャグのようにも思えてしまう。

「……よくもまあそれだけスラスラ怖い話が出てくるもんだね」

「なんでそんな落ち着いてるんですか！　怨おん霊りようがそこまで来てるかもしれないのにっ！」

「はいはい、じゃあ、そこのロッカーを確認してみようね」

「あ、開けちゃダメですッ！　中から宇宙生命体が飛び出してきて寄生されちゃうかもしれないんですよ!?」

「あ、ジャンルが変わった」

　いやがる恋れん子こを引っ張って、夕ゆう也やはロッカーを開けた。

「いや――――ッ！」

　夕也の腕に、恋子がロッカーから逃げるように顔を押しつけてきた。が、当然、そのロッカーから何かが飛び出してくることはなかった。

　ロッカーの中では、夕也が思ったとおり一本のモップが傾いていた。

「ほらね」

「……」

　おそるおそるロッカーの中を見て、恋子はふーっと長いため息を漏らした。

　そしてバツが悪そうにモジモジしながら、

「あ、いえ、アレですよ？　何もないことはわかってたんですよ？　でも、やっぱり最悪の事態をきちんと想定しておく必要ってあるじゃないですかっ」

「何かがちょっと違う気がするけど。でさ、その……」

　夕也が照れながら口ごもって、ちょっと腕を動かすと、恋子も自分が何にしがみついていたのかようやく気がついて、顔を真まっ赤かにした。

「あわわ……！　な、何引っ付いてるんですか――っ!?」

　稲妻のような肘ひじ鉄てつが夕也のみぞおちに突き刺さった。



    

  
    
      



    

  
    
      「ぐはっ……。ちょ、引っ付いてきたのは恋れん子この方……。り、理不尽……」

「う、う、うるさいですっ！」

　恋子は赤い顔のまま、腹を押さえて膝ひざをついた夕ゆう也やの側そばから飛び退のいた。

「……ええと、その……あ、あれです！　宇宙生命体に寄生されていないか調べたっていうか……」

「…………その調べ方は、痛すぎるよ……」

「え、あ……えーと、ごめんなさい……。つい反射で……」

「……いやまあ、役得もあったし、いいんだけどね……いてて」

「役得って……」

　ついさっきまでしがみついていた夕也の腕を見て、恋子はモジモジしながらうつむいた。

「……」

「……」

　再び並んで歩き出すも、気まずいような、照れ臭いような空気が二人の間に充満する。

「え、ええと、明日って」

　恋子はまだ赤いままの顔を窓の外に向けて、

「本当に、生徒会長は実力行使に出るんですかね……？」

「十中八九ね」

　夕也は即答した。琴こと音ねがやると言ったらやる人間であることは、よく知っている。

「面倒なことになっちゃいましたね……」

「うん。僕のせいかもね。ごめん」

「違いますよ。どっちかっていうと、ゆすら先輩のせいでしょ。まあ、別に怒っても恨んでもいませんけど。そもそも、無理言ってあんたに泊まってもらったのもあたしですし」

「まあ、遅かれ早かれこんなことにはなったのかもしれないね」

「そうです。むしろ幸運ですよ。そうなったときに一人きりだったら、かなりお手上げだったと思いますから」

「三人でも、正直、話にならないくらい不利だけどね」

「それでも、戦力は三倍です」

　なるほど、と夕也は小さく笑った。

　恋子からも、ささやかな笑いが返ってくる。

「ねえ。実際のところ、どうなの？」

「はい？　何がです？」

「魔法の話」

「あ、まだそんなこと言って……！　なんで信じてくれないんですか！　そんなだと、あたしが世界をひれ伏させた後に迫害しますよ」

「あはは、それは困るな。いや、でも、そりゃそうでしょ。っていうか、ホントに信じてなかったらわざわざこんなこと訊きかないよ」

「死体……！　死体さえあれば証明できるのに……！」

　涙目で悔しそうに唇を噛かみながら、恋れん子こは携帯電話を取り出した。

「……なんでトイレ行くだけなのにケータイ持ってきてるの」

「トイレの中でも何かで気を紛らわせてないと怖いんです！　それとも、個室の前まで来てくれるんですか!?」

　恋子は荒々しく携帯電話を操作しながら、半ばキレ気味な口調でまくし立てた。

「無む茶ちや言わないでよ。普通女の子の側から主張する？　そういうこと」

　しかし恋子は夕ゆう也やの言葉は放置して、電話を耳に当てた。

「あ、お母さん？　……えー、どうせ起きてたでしょ。それより、あたしの言うことを全然信じてくれない馬ば鹿かがいるから、ちょっと説明してください」

　そして、つないだままの電話を夕也に向かって突き出した。

「へ？　ぼ、僕？」

　勢いに負けて受け取ってしまって、困惑しながらも夕也は電話を耳に持っていった。

「あのー、夜分遅く申し訳ありません。柊木ひいらぎです」

『あら。あらあらあらあらあら。柊木って、夕也君？　きゃー、お久しぶりー！』

「あ、はい。ご無ぶ沙さ汰たしてます」

『こんな時間に恋子と一緒にいるってことは……あらあらあらあら。もう、恋子もなかなかやるんだから！　お赤飯炊かなきゃ！』

「は？　な、何を言ってるんですか」

『ふつつかな娘だけど、末永くよろしくね、夕也君』

「いや、あの、小お母ばさんが考えてるようなことはないとキッパリ断言しますけど」

『えー』

「なんで不満そうなんですか。それよりもいいんですか、恋子外泊しまくりで。もうずいぶん帰ってないそうじゃないですか」

『それはまあ、心配は心配よ？　でも、本人がやる気になって決断したことだもの、親としては応援してあげないと』

「魔法ですか。魔法の話って本当なんですか？」

『ええ、本当よ？』

　あっさりと、電話越しの声は肯定した。

『このご時世に、娘が家業を継ぐって宣言したんだもの。もう、親しん戚せき一同総出で大喜びだったのよぉ』

「……」

　どこまで本気なのか、今ひとつ判断がつかなかった。

『現代ではちょ―――――っと活いかしにくい才能だけど、夕也君も応援してあげてね？』

「あ、はい……」

『じゃあ夕也君、恋子に……じゃなくて、恋子をよろしくねー』

　一方的に、電話が切られた。

　夕ゆう也やは耳から電話を離し、しばし呆ぼう然ぜんと凝視する。

「どう？　信じましたか？」

　訊ききながら、恋れん子こは夕也の手から携帯電話を回収した。

「いや、信じるも何も……」

　確かに、親公認の中二病的妄想というのもおかしな話ではある。

　だが、いずれにしても、親の証言だって状況証拠にすぎない。

　と、その瞬間。

　あおぉ―――――――――――――――――――――――――――――ん。

　遠とお吠ぼえが、聞こえてきた。

「あれ、ゆすら、起きたのかな」

「そうなんじゃないですか。寝言で遠吠えとか、迷惑すぎです」

　あおぉ―――――――――――――――――――――――――――――ん。

　遠吠えは鳴なり止やまず、しかも。

「なんだか、近づいてきてない？」

「ですね」

　あおぉ―――――――――――――――――――――――――――――ん。

　やがて、廊下の向こうから、飼い主に駆け寄る犬のような勢いでゆすらが駆けてきた。

　そして、ガッと夕也にしがみつく。

「うわっ」

「な、な、な、何抱きついてるんですかッ！」

「……遠吠え」

　しがみついたまま、ゆすらはちょっぴり涙ぐんだ目で夕也を見上げた。

「……遠吠えで、ユウを呼んだのに」

「はあ？」

「……遠吠えは、仲間への呼びかけ。私の仲間は、ユウ」

「そりゃそうだけど……遠く離れた友達に切なく呼びかけてたんじゃなかったの!?」

「……それは昨日まで」

「切り替え早ッ！」

「とりあえず、ゆすら先輩は早く離れてくださいッ！」

　ゆすらを引ひっ剥ぺがそうとする恋子と、その恋子に「がるる」と八や重え歯ばを剥むくゆすら。

「あーもう！　次からはゆすらも起こすから、いい加減にしてくれ――っ」

　投げやり気味に言ってみても、オオカミ少女とネクロマンサー少女の抗争は簡単には収まりそうもなかった。



    

  
    
      
第四章　学園コマンダー



　翌朝。

　目が覚めて腕時計を確認するなり、恋れん子こは跳ね起きた。

　まだ寝ている夕ゆう也やを起こしてあげよう、と思ったのだ。

　――だって、夜トイレに付き合ってもらってる恩もありますし。それに、マンガとかでは幼なじみってそういうものですし。それ以上の理由はありませんけど！

　パジャマ姿のまま手早く髪をまとめ、トレードマークの、ちょっと短いポニーテールを結った。

　――でも、生徒会長に真っ向から刃は向むかってくれたときとか、ちょっとカッコよかったかも……。つい殴っちゃっても怒らないくらいには優しいし、料理も上手だし……。はっ、あたしは何を考えてるんですか!?　ないですないです！　よりによって、シスコンに恋するとかありえねーですっ！

　これは単なる幼なじみの義務、と自分に言い聞かせながら、恋子はいそいそと数歩分離れた位置で眠る夕也によつん這ばいのまま歩み寄った。

　一瞬、穏やかで無防備な寝顔に目を奪われそうになる。

　が。

　その彼の毛布に潜り込み、ぴったりと寄り添って眠っている黒髪に気がつき、恋子は元来猫っぽい目をさらに吊つり上げて額に青筋を立てた。

「あんたたち何やってんですか―――――――――ッ！」

　恋子は怒りにまかせて、勢いよく毛布を引っぺがした。

「うわあッ!?」

　強襲に慌てふためく夕也と、となりでむくりと身を起こし、悠ゆう然ぜんと目をこするゆすら。

「いやその、これはちが……っていうか、ねえ、ゆすらはそっちのシュラフで寝てたはずじゃないの!?」

　群れだのなんだのと言ってじゃれつこうとするゆすらと、それにデレデレしっぱなしの夕也に苛いらついて口元を引きつらせた恋子は、

「なにデレデレしてんですか――――――――ッ！」

　と渾こん身しんの拳こぶしを夕也の顔に叩たたきつけた。



　毛布を恋子に剥はぎ取とられて起こされたり、起きてみたらゆすらが引っついて寝ていたり、恋子に突き飛ばされたり殴られたりという、いつになく騒々しい朝。

　顔を洗ったり、コンビニに走って朝ご飯を買ってきたり、更衣室までシャワーを浴びに行ったりと準備を整え終わって三人が教室に向かおうとすると、まるで待ち構えていたかのように琴こと音ねが颯さつ爽そうと立ちはだかった。

　はらりとウェービーな前髪を揺らし、腕を組んでただでさえ大きな胸を強調するように誇り、気品と余裕を穏やかな微笑ほほえみとともに口元に浮かべていた。

「あらまあ、今日もお泊り？　やっぱりわたくしの警告は聞いてもらえなかったのね。悲しいわ」

　恋れん子こは硬い表情で身を強こわ張ばらせ、ゆすらは威い嚇かくするように「がるる」と牙きばを剥むき出だしにする。

　その二人を庇かばうように、夕ゆう也やは一歩踏み出した。

「聞く気はないって言ったはずだよ」

　そしてキッパリと言い放つ。

「あくまで逆らう気なのね、夕ゆうくん。そんな貧相な子たちのどこがいいのかしら」

　ことさらに組んだ腕で持ち上げた胸を揺らして強調し、琴こと音ねはふふん、と笑った。

「ぐっ……！　い、言うに事欠いて貧相って……！」

　ぐぬぬ、と恋子が悔しそうに歯がみする。

「良いいも悪いもないし、そういう発言自体どうかと思うけど」

　ゆすらは首を傾かしげて言葉を交わす双方を交互に見て、恋子が注ぐ視線を琴音の胸元まで追いかけて、ようやく思い至ったようにポンと手を打った。

「……ユウは大きい方が好き？」

「はあっ!?　ちょ、いきなり何を……」

　顔を真まっ赤かにして狼ろう狽ばいする夕也に、琴音は艶えん然ぜんと微笑んで、

「わたくしも興味があるわ。夕くん、どうなのかしら？」

「なんで琴こと姉ねえまで……。べっ、別に、好きも嫌いもないでしょ！　それだけで女の子の価値が決まるわけじゃないんだから！」

「夕くん、そんな優等生ぶった答えはつまらないわ」

「面白がらせる義理もないと思うんですけどッ!?」

　そんなやりとりを聞いていたゆすらは、おもむろに恋子の胸にタッチした。

「きゃっ！　な、何をするんですか！」

　ゆすらの手をはねのけて、恋子が両腕で胸を隠す。腕を組む琴音と同じようなポーズだというのに、そこにあるのは一いち抹まつの寂しさのみ。

　そして、ゆすらがふっと勝ち誇ったように口元に微かすかな笑みを浮かべた。

「あ――ッ、笑った!?　嘲あざ笑わらいました！　なんですかその余裕の態度！　あの化け物の前ではゆすら先輩だってないのと一緒なのに！」

「……少しはある」

「あらあら、言いたいことはわかるけれど、、化け物呼ばわりは酷ひどいんじゃないかしら」

　夕也は気恥ずかしさに顔を赤くしたまま、

「ちょっとちょっと！　そんな話をしに来たんじゃないでしょっ！」

「もう、夕くんったら照れちゃって、可愛かわいいわ」

「だから……っ！　とにかく、僕らは『帰宅しない部』を作る！　何を言われたって、一歩も退ひかないから」

「うふふ、強引ね、夕ゆうくん。それにしても、先生に反対されなかったことがそんなに心強いのかしら？　でも、あれは一いちノの瀬せ先生お一人の意見に過ぎないのよ？　他ほかの先生方も同じとは限らないわ」

「そんなの関係ないよ。たとえ全校が敵に回ったって、僕は一歩も退かないから」

「今日はずいぶん強気なのね、夕くん」

「当たり前だよ。校則や常識なんかより、大切なものがあるんだから」

「ふうん。それはいったい、なんなのかしら？　わたくしにもわかるように説明してごらんなさいな」

「言ったってきっと琴こと姉ねえは信じないし、一笑に付すと思う。でも、恋れん子こは自分の夢のためにずっと努力を続けてるし、ゆすらは遠くにいる友達との約束のために頑張ってる。そりゃあ、目的からして僕が見たってどうかとは思う部分は多々あるし、方法論もかなり斜め上を行ってると思う。けど、それは絶対に、校則なんてものを当てはめて潰つぶしていいものじゃないんだ」

　うーん、と琴こと音ねは下唇に人差し指を当てて、少し首を傾かしげて思案した。

「夕くん、言ってることが支し離り滅めつ裂れつよ？」

「百も承知だよ」

「そんなことでは他人を、特にわたくしを説得することはできないわね」

「説得される気なんてあるの？」

「うふふ。もちろん、これっぽっちもないのだけれど」

「だったら無駄な時間だね。さっさと生徒会室に行って、生徒会長の仕事を始めた方がいいと思うよ、琴姉」

「そうねえ。では、これが最後の警告よ、夕くん。昨日、武ぶ装そう風ふう紀き委い員いんの全部隊に招集をかけたわ。今日も閉門時間以降に校内に居続けるようなら、強制的に叩たたき出しますから、覚悟をなさいね」

　それだけ言って、琴音はきびすを返した。そして優雅な足取りで去っていく。

「ついにきましたね……」

　恋子が不安そうに、夕ゆう也やを見やりながらつぶやいた。

「だね」

「……がるる」

　琴音の姿が見えなくなっても、まだゆすらはうなりを上げて威い嚇かくを続けている。

　そんな様子を眺めながら、夕也はしばし思案をして、

「ねえ、恋子。発掘って、あの場所じゃないとダメなのかな？」

「はい？」

「あれだけ掘り進めたんだから愛着もあるだろうけど、どこか校内の他の場所で掘ってみるって選択肢はない？」

「はあ……。そりゃまあ、白骨死体さえ出てくればいいわけですし、別にそれはそれでアリですけど。逆に、あそこはあれだけ掘っても出なかったわけですし」

「そう。じゃあ、最悪あの場所は放棄する選択肢もありうるけど、それはいいよね？」

「ですねー。放棄するなら、場所よりもスコップとかつるはしとか、投光器とかコードリールの方が惜しいですけどね。あれ、結構高いんです」

「なるほど、じゃあ、昼休みとかに少し回収しておいた方がいいかもね。全部は無理でもさ。どうせ今日は発掘どころじゃないだろうし」

「確かに。うん、ちょっと暇をみて回収しときます」

「さて、あとは……どうしようかな」

　いつになく真面目まじめな顔で、夕ゆう也やは思考し続けた。



　一時限目は体育だった。

　ご多分に漏れず体育は男女別々に行おこなわれるが、内容によっては同じグラウンドの上で行われることも珍しくはない。

「この時期はまだ長なが袖そでを着るから、女子と同じグラウンドでの授業でも目の保養にはならないよな」

　ソフトボールの道具を揃そろえて整列する女子の一団を眺めながら、雅まさ紀きは言った。ちなみに男子はサッカーである。あまりやる気のない夕也と雅紀はキーパーをやる、ディフェンダーをやる、と言い張ってゴールポストにもたれてぼんやりとしていた。

「どうせ雅紀は、うちのクラスの女子に興味ないでしょ」

「一般論だよ、一般論。俺おれの好みは関係ないよ」

「ふうん」

　女子の方では、体操着姿でぬいぐるみリュックを背負っている約一名に女性の体育教師が怒ったり説得したりしているようだった。

「何あれ」

「僕に訊きかれてもなあ」

「夕也の彼女だろう」

「違うってば。群れの仲間ではあっても彼女とかじゃないよ」

「意味がわからないんだが」

「遺憾ながら、その気持ちはよくわかるけどね。……ずいぶん気に入ったみたいだったけど、まさか授業中まで離さないとは思わなかったよ」

「夕也がプレゼントしたのか」

「いや、彼女自身がお金を払ってるよ」

「それはまた甲か斐い性しようのないことだな」

「だから、そういう仲じゃないんだってば」

「またまた。……あ、先生、あきらめたっぽいね」

　どうやら女子担当の女教師はゆすらの説得を断念したらしく、そのまま授業を始めるようだった。

「僕の話、聞いてる？」

「まあまあ。それより、武ぶ装そう風ふう紀き委い員いん部ぶ隊たいの全隊員に招集がかかったって二組の美樹ちゃんが言ってたけど、大丈夫なのか？」

　結局、夕ゆう也やの主張は無視されるらしい。夕也はため息混じりに、

「らしいね。今け朝さ一番で最終警告を言い渡されたよ」

「なんでも、夕ゆうくんなんて親しげに呼ばれてるお前は、武装風紀委員の連中の間ですこぶる評判が悪いんだそうだ。……って剣道部マネージャーの静香さんが言ってた」

「理解に苦しむね」

「間違いなくボッコボコにされると思うが」

「恐ろしい話だよね」

「で、勝算は？」

「あるわけないでしょ。向こうは武道有段者何十人だよ？　それに対してこっちは三人。しかも戦えそうなのはゆすらだけときた」

「じゃあ、やはり降参するのか」

「いや、絶対しない」

　夕也の返答に、雅まさ紀きは呆あきれ顔をした。

「負け戦いくさとわかって挑む、か。悲壮だな」

「僕がそんなに潔い男に見える？」

「見えなくもない。でも、そうじゃないことはよく知ってる」

「うえ、見えるんだ。まあでも、要は、負けなきゃいいんだよ。向こうだって一晩中じゆう僕たちにかまけてるわけにもいかないだろうし、粘ればいずれは引き揚げる。最悪一晩中粘られても、学校が始まれば勝負はお預けだ。大切なのはあきらめない心！　マンガの名言にもあるしね、あきらめたらそこで試合終了って！」

「なるほど。しかし、その条件でもかなり分ぶが悪いんじゃないのか？」

「まあね。そこで、雅紀に一つ頼みがあるんだ」

「頼み……？　まあ、俺おれもあの生徒会長に一泡吹かせられるなら、喜んで力を貸そうとは思うが」

「難しいことでも危険なことでもないよ。それとなく、噂うわさを広めてほしいんだ」

「情報操作か。お喋しやべり大好きな佳か奈なちゃんと理り恵えちゃんにでも言っておけばすぐに広まるとは思うけど……内容は？」

「それは、…………」

　女子の方では、外野で守備についていたゆすらが、ホームラン性の打球に驚異の跳躍力で迫って周囲の度肝を抜いていた。

　さらに。

　舞うような華麗な動きでグローブを投げ捨ててナイフを抜き、空中で打球を一刀両断にして、もっと周囲を唖あ然ぜんとさせたのだった。
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　お昼休み。

　ノックとともに生徒会室に入室したのは、頭の右側でサイドアップに髪を結った副会長の志し々し谷や右う京きようだった。

「会長、各隊長から報告が上がってきたよ。今日の作戦行動には、一人残らず全隊員が参加するってさ」

　報告を受けた琴こと音ねは、満足げにうなずいた。

「うふふ、みんなのやる気が嬉うれしいわ」

「それから、帰宅しない部の一年生が、さっきから地下の倉庫に入り込んでるんだって」

「あら、何を企たくらんでいるのかしら」

「さあね。でも、彼女はこれまでも、何回も地下倉庫付近で目撃されてるって聞いてるよ」

「……」

　左右から豊かな胸をすくい上げるように腕を組んで、琴音は思案を巡らせた。

「右京さんは、どう思っているのかしら？　聞かせてくださいな」

「んー、多少の小細工なんて、放ほうっておけばいいんじゃないの？　何をどうしたってこっちの優勢を覆くつがえせるわけないし」

「そうかしら。ああ見えて、夕ゆうくんはなかなかしたたかなのよ？」

「……へえ。よくご存じだねー、彼のこと」

「ええ。昔、ほんの短い間でしたけど、夕くんと彼の妹の耶や宵よいちゃんは、わたくしの家にあずけられていたことがあるの。うふふ、あの頃ころから、夕くんくらいのものだったわ。わたくしに逆らったり意見をしたりするのは。何度か怒られたことさえあったものよ」

　当時の琴音にとって一番やっかいだったのは妹の方だったりしたのだが、それは今は関係がない。

「生意気だね。なのに、会長は彼を高く買ってるんだ？」

「そうね。柔和に見えて、一本芯しんの通った男よ。侮ると、痛い目を見るわ。でも、だからこそ屈服させたいの。跪ひざまずかせたいのよ。わかるでしょう？」

「うん。とりあえず、むかつく野郎だってことはわかったかな」

「あらあら」

「放課後になり次第、ボクの二番隊と、できればもう一隊を借りて、地下倉庫を封鎖したいんだけど。いいよね？　名目は、生徒会による倉庫内の備品調査とかで」

「お任せするわ。でも、閉門時間をすぎるまでは手出しはダメよ？　あくまで大義名分は、閉門時間以降も居残っている生徒に対する取り締まり、ですからね」

「もちろん、閉門時間までは我慢するって。じゃ、手配してくる」

　勇んで退室していく右う京きようを見送って、琴こと音ねはやや不安そうに小首を傾かしげた。

「少し、煽あおりすぎたかしら？　かわいそうな夕ゆうくん、本当に腕くらい折られちゃいかねないわね……」
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　放課後に入って、ダンダラ羽織の一団が生徒玄関前の前庭に集結し始めた。

　その数はすでに三〇を超え、それでもまだまだ数を増やし続けている。

　教室の窓からその様を眺めて、その数の多さにゆすらは息を呑のんだ。

　敵の群れは数が多い。そうは聞いていたが、まさかここまでとは思っていなかったのだ。

「ちょ、大変ですよ！」

　そう叫びながら、恋れん子こが教室に走り込んできた。まだ魔法使いのローブは着ておらず、小こ脇わきに抱えている。

「地下倉庫が、武ぶ装そう風ふう紀き委い員いん部ぶ隊たいに封鎖されちゃってるんです！」

　その言葉が、さらにゆすらに衝撃を与える。

　あれですべてではない。

　強く唇を噛かんで、ゆすらは途方に暮れた。

　なわばりは守らなければならない。しかし、この戦いで勝てる見込みは絶望的。ならば、どうするか。

　そう考えて、ゆすらは夕ゆう也やを見つめた。

　夕也は、群れの最初の仲間だ。ゆすらが襲いかかったことも根に持たず、度々美お味いしい食べ物を用意してくれた。

　食料を調達できる才能は、生きる上で重要だ。それに、ゆすらを理解しようと努めてくれている。ゆすらの目的のために、群れを守るために戦うつもりで気迫も感じられる。

　とてもいい仲間に恵まれた、とゆすらは思っていた。

　だが、残念ながら、夕也の戦闘能力は決して高くない。それは、最初に出会った夜に追いかけて見抜いていた。逃げ足さえも、優れているとは言えない。

　もし、あれだけの数との戦いに巻き込まれれば、夕也は自分の身を守ることすらおぼつかないだろう。

　そして、ゆすらにも夕也を守る余裕はない。

「地下倉庫に回ったのは二部隊ってトコかな。調べるのも含めればもう少し人数を割さくかと思ったんだけど、さすがに手堅いね」

　窓の外に集まっている敵のグループを数えて、夕也はつぶやいた。

　夕也はゆすらの焦あせりを知りもしないで、至し極ごく落ち着き払っている。

「何のんびり構えてるんですか！　一番籠ろう城じようしやすいところが先に押さえられちゃったんですよ!?」

「押さえられちゃったものはどうしようもないでしょ」

「それはそうですけど……！」

　事態は、ますます不利な方向へ動いているらしい。

　なのに、夕ゆう也やはそれでも焦あせり一つ見せない。

　戦いに疎い夕也は現状を理解していないのだ、とゆすらには思えた。それが、ますますもどかしい。

　大切な仲間を失うわけにはいかない。

　ゆすらは意を決して、夕也の袖そでを引っ張った。

「……ユウ、帰れ」

「は？」

　呆あつ気けにとられて、夕也はゆすらを凝視した。恋れん子こも「え!?」と驚きを隠せないでいる。

「……ユウは、戦いに向かない」

「うん、それは自覚してるよ。でも、なわばりはどうするの？」

「……私が守る」

「一人で？」

「がう」

　玉ぎよく砕さい覚悟でうなずくゆすらの頭を、夕也はぽんと軽く撫なでるように叩たたいた。

「アレを見て、僕たちがいたんじゃ足手まといになるって思ったんだよね」

　そう言いながら、夕也は窓の外、階下の前庭に整列する武ぶ装そう風ふう紀き委い員いん部ぶ隊たいの集団に再び目を落とした。

「がう」

「それが琴こと姉ねえの狙ねらいだよ。圧倒的な数を見せつけて、こっちの戦意を喪失させる気なんだ。ここは、屈しちゃいけないところだと思うよ」

「……がう？」

　ゆすらは首を傾かしげた。

「まあ、他ほかの理由もありそうだけど」

「他の理由ってなんです？」

「気が立ってるんじゃないかな。閉門時間前に僕たちに手を出したら、言い訳のしようもない暴行事件になる。どうも僕は彼らに相当妬ねたまれてるみたいだからね。暴走する人を出さないように、ああして一カ所に集めて抑えてるってところじゃないかな」

「えー。閉門後も殴ったりしたら犯罪だと思います」

「まあね。でも、『校則を守らない生徒を取り締まっている過程で、抵抗されたからやむをえず』って言い訳はできるよ」

「いや、それでも苦しいと思いますけど」

「琴こと姉ねえにはちょっとの正当性をどこまでも水増しできる財力とか権力とかがあるんだよ。でも、微み塵じんも正当性なしで揉もみ消けしたりすると、今後の風評に響くでしょ。問題なのは法律とかじゃなくて、一般生徒の目にどう映るかなんだと思う。

　ま、今問題にすべきは、そんなことよりゆすらの無駄に立派な自己犠牲的ボス根性だけどね。えーと、一つ、断言するよ」

　夕ゆう也やはゆすらにビシッと指を突きつけて、

「足手まといの僕たちがいなかったとしても、ゆすら一人じゃヤツらに勝てないよ。いかんせん、数が違いすぎるし」

「…………………………………………………………がう」

　認めたくはなくとも、認めざるをえない。

　ゆすらは、消え入りそうな声で肯定した。

「だよね？　ま、要するに、もうちょっと僕や恋れん子こを信用してよ、ってことだね。群れで一番大事なのはチームワークだと思うんだ」

　そう言って笑った夕也の顔には、ネガティブな影は皆無だった。

　何か、考えがあるのだろうか。

　期待を込めて、ゆすらは夕也を見上げた。

「それから、一つお願いなんだけど、その腰のナイフは使わないでほしいんだ」

「……がう？」

「ナイフで突かれたり斬きられたりしたら、怪け我がをしちゃうでしょ」

　ゆすらは首を傾かしげて、窓の外、敵が集結している前庭を指さした。

「……武器を持っている」

「そうなんだけどね。それでも、さ。あの人たちだって痛いのはいやだろうし、まして死ぬようなことになったら大変だよ。なるべくナイフを使わなくてもいいようにするつもりだからさ。ゆすらも、ギリギリまで我慢してくれないかな」

　やはり、夕也は戦いをわかっていない。

　ゆすらはそう思って、拳こぶしを強く握にぎりしめた。

　自分たちを数で叩たたき潰つぶそうとしている敵を思いやるなんて。

　――いや。

　それが、夕也という人間なのだろう。

　夜の学校で会ったとき、ゆすらがナイフを抜いて追いかけ回したことをあっさり許したことも含めて、夕也とはそういう優しい人間なのだ。

　それが悪いことだとは思わない。それで、ゆすらの中で夕也の評価が下がったわけでもない。きっと、ゆすらの小さな群れが楽しいのは――夕也の側そばが居心地いいのは、その優しさがあればこそなのだ。

　夕也は、群れに必要な人間だ。

　だが。

　だからこそ、戦いには徹底的に向いていない。

「心配しないで。作戦はあるから」

　不安そうに見上げるゆすらの肩をポンと叩たたいて、夕ゆう也やは笑った。

「作戦ってなんです？　籠ろう城じようができそうもないのに……」

「少なくとも、今、連中の目は地下倉庫に向いてる。少しだけなら、時間を稼げるはずだ。それで、恋れん子こ。ちょっと耳を貸して」

「へ？　な、なんですか……？」

　恋子の耳に、夕也は顔を近づけて何ごとかを囁ささやこうとした。

　が。

「ひゃ！　きゃんっ、ちょっと！　い、息が……」

　恋子は顔を真まっ赤かにして、耳を押さえて、弾はじかれたように飛び退のいた。

「ば、馬ば鹿か、なんで変な声出すの！」

　その反応に夕也が怒るが、その頬ほおもかなり赤い。

「だって、だって、耳は……」

「ああもう、いいから耳を貸してってば！」

　夕也は恋子の腕を掴つかんでグイッと引き寄せ、強引に耳に口を寄せた。

「きゃ！　ちょ、ゆすら先輩の前でそんな大胆な……え？　えっ？　それは……」

　耳打ちを終えて、夕也は恋子の耳から手を放し、

「できるよね？」

「ええと、たぶん……」

　まだ赤い顔のまま、恋子は曖あい昧まいにうなずいた。

　耳打ちした内容が聞こえなかったゆすらは、一人首を傾かしげる。

「でも、いいんですか？　そんな作戦で……。あたし、責任重大じゃないですか」

「大丈夫、大魔法使いの卵にならできるって、僕は信じてる。超頑張れ」

「こんなときばっかり……。散々中二病だの脳内設定だの妄想だのって言ってたじゃないですか」

「じゃあ撤回するから、ギガ頑張って」

「都合のいいことを……。ああ、だんだん緊張してきました」

　恋子がブツブツ言いながら頭を抱えた。

「テラ頑張れ。まあ、恋子がしくじってもなんとかなるように考えてるから」

「それでも不安は不安ですよ」

「うーん。他ほかにも、一回学校を出て、連中が捜し疲れて引き揚げた後に忍び込むって手も考えたんだけどね」

「え。……実はそれが一番堅実じゃないですか？」

　恋子が抱えていた頭を上げた。

「……なわばり」

「そうなんだよね。その作戦だと、ゆすらのなわばりを一度明け渡すことになっちゃうんだよね。それに、たぶんその作戦は一回使ったら手を打たれるんだよ」

「手を？　手ってなんです？」

「抜け道を全部ふさいで、閉門後は超厳重なセキュリティを敷いて誰だれも立ち入れなくするとか。琴こと姉ねえはお金も持ってるし、理事長の孫娘だから、そのくらいの要求なら強引に呑のませるくらいはしちゃいそうなんだよね。不審者対策とか言えば名目も立ちそうだし」

「うげ。敵に回した相手がいかにやっかいだったかを思い知らされた気がしますね。数だけでもアレなのに」

「今から降参する？」

「えー。学校追い出されたら寝るところがないんで、あんたの家に泊めてもらうしかなくなりますけど、いいですか？」

「は？　ちょ、なんでそうなるの」

「適当に言いましたけど、案外それもいいかも……？」

「いやいや、待ってよ。勝手に決められても困るよ」

　おかしな方向に話が向かい始めたのを察知して、ゆすらはまた夕ゆう也やの袖そでを引っ張った。

「……なわばり」

「うん、大丈夫だよ。ゆすらのなわばりのためにも、『帰宅しない部』が正式に承認されるまで踏ん張らないとね」

　ゆすらに答えながら、夕也は腕時計に目をやった。

　窓から見える空は、茜あかね色いろに染まり始めている。

　決戦の時間は、刻こく一いつ刻こくと迫っていた。
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　私し立りつ秋あき月つき学がく園えんの前庭は、ダンダラ羽織に埋め尽くされつつあった。

　その脇わきを巻き込まれまいと足早に通り抜けていくのは、一般の生徒だけではなく教職員も同じである。教師であっても、本気になった琴こと音ねに逆らうのは難しい。それほどまでに、琴音の影響力、支配力は秋月学園に浸透していた。

　その支配力を象徴する最たるものが、現在集結中の武ぶ装そう風ふう紀き委い員いん部ぶ隊たいである。

　前庭に集まったその数は、すでに五〇名を超えようとしている。誰もが手に手に木刀や竹刀しないを持ち、鉢巻きには鉢はち金がねこそないものの、『琴音様命』だの『生徒会長ＬＯＶＥ』だのとちょっと恥ずかしい主張が堂々と記してあった。

　そんな思考回路の面々がそれだけの数集まっているというのに、私語のざわめきは皆無だった。

　ぴりぴりとした空気の中で、ただ伝達事項や各種の報告だけが淡々と行おこなわれている。

　大好きな生徒会長の前でも、否いな、生徒会長の前だからこそ、心を引き締めて任務に集中しなければならない。そうした鋼はがねの規律は、各隊長たちによって隊員の隅々にまで徹底指導されているのだった。

　そんな緊迫感の中を横切って、携帯電話を切りながら、左の頭からサイドアップの髪を垂らした志し々し谷や左さ京きようが琴こと音ねに歩み寄った。

「生徒会長殿。今、地下倉庫の妹より報告が入りました」

「あら、そうなの。それで、右う京きようさんはなんて？」

「はっ。床下に続く縦穴を倉庫内に発見したとのことです。穴の内部にはかなり広い空間が掘り抜かれており、そこには長期保存用と思われる食料なども蓄えてあったと」

「もう、困ったものだわ。わたくしの学校で、そんな勝手なものを掘ったりして」

「それから、地下倉庫には一度帰宅しない部一派の一年生が様子を見にきただけで、それ以降はなんの動きもないとのことであります」

「それはそうよねえ。ずっと右京さんが二部隊も率いて見張っているんだもの、のこのこ来る方がどうかしているわ」

「同感であります。これで機先を制すことができて、生徒会長殿のお役に立てたと、妹も喜んでいるかと」

「……そうね」

　うなずきながらも、琴音は内心首を捻ひねっていた。

　そんな大仰な籠ろう城じよう場所があるなら、見つかることなくそこに入り込んで隠れているのが一番いいのではないだろうか。見つけることができなければ、どれほどの人数を動かしても琴音には手の打ちようがないのだ。

　なのに、昼休みには仲間の一年生が出入りするのを目撃されている。

　そして、それと同じタイミングで右京からもたらされた、地下倉庫にその一年生が度々出入りしていたことに関する情報。

　不用意すぎるのではないか。浅はかすぎるのではないか。タイミングが合致しすぎているのではないか。

　隠しておきたい場所なら、事前に察知されるような行動は取らないだろう。果たして、夕ゆう也やがついていながらそんな軽率な行動を許すだろうか。

　――むしろ、わたくしたちの目をそちらに向けておきたいということかしら。いずれにしても、裏の裏ということもありうるし……何より、縦穴から入らなければいけないような場所に立たて籠こもられたら面倒だもの、押さえないわけにはいかないわ。

「左京さん。右京さんに、その穴の内部の調査は、閉門時間までに切り上げるように伝えておいてくださいな。場合によっては応援に来てもらうことになると思いますから、すぐに動けるよう準備しておいてほしいの」

「はっ、了解であります」

　左京はきびきびと一礼して、琴音の前から離れ、携帯電話を耳に当てた。

　――隊長格の子たちまで熱くなりすぎているのが痛いわ……。

　完かん璧ぺきな微笑ほほえみを維持したまま、しかし琴こと音ねは内心では少し苛いら立だっていた。

　――もし夕ゆうくんが地下倉庫を囮おとりに使っているなら、何か他ほかに目的があるはず。今から校内を巡回させて夕くんたちの動きを随時把握しておくのがベストなのに、今のみんなの感じだと、閉門を待たずに、見つけた途と端たんに手を出しちゃいそうなのよねえ……。

　とはいえ、その原因を作ったのは琴音自身である。昨日のお昼休みに夕ゆう也や相手に熱くなりすぎてしまったのだ。その結果、対立の構図を生徒たちに意識させすぎてしまった。

　ついつい、彼と親しくしている女の子に『夕くん、琴こと姉ねえ』と呼び合う仲であることを見せつけたいという衝動が抑えきれなかった。

　かつて、幼い頃ころに琴音の家に夕也と耶や宵よいがあずけられた時期にも、夕也は妹の世話を焼くことに夢中で、琴音にはなびかなかった。

　容姿にも頭脳にも裕福さにも家柄にも、当時から琴音は自信を持っていた。その琴音の目には、何をどう頑張っても自分になびかない、それどころかズケズケと意見さえする夕也の存在はとてつもなく異質なものとして映った。

　だからこそ、振り向かせたいと思い、あの手この手で夕也の気を引こうとした。

　が、やがて琴音は「そういう男なのだ」と結論づけてあきらめた。

　夕也とは、妹にしか愛情を注がない人間なのだ、と。

　それほどまでに、夕也の態度は揺るぎなく一貫していた。

　――なのに、夕くんったら、あんな女の子たちのために、あんなに熱くなって。

　前提が覆くつがえされてしまったのだ。

　しかも、琴音以外の女の子の手によって。

　こんな屈辱があろうか。

　思い出しただけでも腹が立つ。

　その苛立ちが失策につながったのだと理解していても、なお心の中では怒りとも嫉しつ妬とともつかない何かが降り積もり続けている。

　――いいえ、それでも数で押し切れるはずよ。結局、夕くんたちにできることは、隠れることと逃げること。時間を稼いで、こちらを諦あきらめさせることだけだもの。

「みなさん、聞いてくださいね」

　ぱん、と手を叩たたいて、琴音は言った。

　さほど大きな声を出したわけではない。しかし、ダンダラ羽織の一団は弾はじかれたように姿勢を正して、気をつけをした。

「今日はわたくしのお願いを聞いて集まってくださって、ありがとうございます。お願いしたいのは他でもありません、わたくしたちの学校をよりよくするための、治安維持活動です。言うまでもないことですけど、集団生活は全員がルールをきちんと守ることによって維持されるものです。なので、一部のルールを守らない人たちに、ちょっとお仕置きをしましょう。みなさんの勇姿を、わたくしに見せてくださいね」

　うおおお―――っ！

　と、校舎を揺るがすほどの鬨ときの声が上がる。

　満足げに微笑ほほえんで、琴こと音ねは軽く手を上げた。

　鬨の声がぴたりと止やむ。

「まずは、閉門時間を過ぎても学校に居残り続ける悪い子たちを捜し出しましょう。一番隊、四番隊は一般教室棟、五番隊と六番隊は特別教室棟、七番隊は体育館、八番隊は部室棟を担当してください。九番隊は各渡り廊下の封鎖をお願いします。階段と出入り口を常に押さえて、ローラー作戦で片っ端から教室を捜索して、帰宅しない部の人たちを炙あぶり出だしてもらいます」

　琴音が言い終わるか終わらないかというタイミングで、閉門時間を告げるチャイムが校内に響き渡った。

「では、みなさん、作戦を開始してくださいね」

　にっこりと微笑んで、琴音は言った。

　一斉に、ダンダラ羽織の一団がそれぞれの持ち場へと移動を開始する。

　穏やかでのんびりした口調でも、それは、まごうかたなき司令官の号令だった。



    

  
    
      



    

  
    
      
第五章　学園リビングデッド



　教職員とて、閉門時間ぎりぎりまで校内に留とどまっているわけではない。まして、武ぶ装そう風ふう紀き委い員いん部ぶ隊たいが前庭に集結しているような日は、普通はとばっちりを嫌って早めに帰宅するものだ。

　だから、夕ゆう也やは閉門時間を告げるチャイムが鳴る少し前に行動を開始した。

　色々必要な道具を用意する恋れん子この指示に従って、フォローする。

　そして職員室に赴おもむき、誰だれもいないのを確認して、立たて籠こもろうと目星をつけていた部屋の鍵かぎを拝借した。籠ろう城じようのために内側から施錠しても、ここから鍵を持ち出されたのでは意味がない。

　ついでに、お手軽な攪かく乱らん作戦として、目についた他ほかの教室の鍵もいくつかを適当に掴つかんでポケットに突っ込んだ。

　一分とかからず職員室を後にして、そのままお目当ての部屋に三人で入り込む。ちょうどその瞬間に閉門時間を告げるチャイムが鳴った。

　夕也は部屋の内側から鍵を掛け、窓際へと走ってカーテンを閉めた。

「恋子、すぐ準備にかかって！」

「了解です！」

　元気よく返事をして、恋子は何やら夕也には理解できない道具を次々とポーチや鞄かばんから取り出して床に並べだした。

　何枚かの複雑な図形や文字を描かき込んだ、ごわごわした皮とも紙ともつかないもの。

　小瓶に入った赤い液体。

　何本かのチョーク。

　小さな方位磁石。

　やはりいくつかの小瓶に入った、ドライフルーツのような何かや木の実。

　掌てのひらに収まりそうな小さな棒――否いな、杖セプター。

　それと同じくらいのサイズの小さなナイフ。

　紙コップほどの、真しん鍮ちゆうの杯さかずき。

　革装丁の立派な書物。

　使い込まれたボロボロのメモ帳。

　恋子はそのメモ帳を開いて目で文字を追いながら、方位磁石を手に、

「ええと、今日の月齢からして、方角は……こっち？　あ、いや、こっち！」

　一人ブツブツ言いながら、部屋の中をうろうろし始めた。

「……私は、何をする？」

「今のところは、何もないよ」

　施錠した入り口に歩み寄り、ドアにもたれて夕也は答えた。

「いや、ゆすらの出番がなくてすむのが理想なんだけどね」

「……がう？」

　ゆすらが首を傾かしげた。

「どうせすぐにここだって気づくだろうし、そのときは……」

　夕ゆう也やが言っている最中に、外側からガチャガチャとドアノブが回された。もちろん、鍵かぎがかかっているので開くことはない。

「ほら来た。くっ、思ってたより早い……！　さすがに迅速だね、琴こと姉ねえ」

　ドンドンと、ノックと言うには強すぎるほどにドアが叩たたかれる。

「入ってまーす」

　夕也がそう怒鳴ってやると、激しすぎるノックは止やみ、少しあとに、

「夕ゆうくん。開けてちょうだい」

　と琴こと音ねの声が聞こえてきた。

「この状況で開ける馬ば鹿かはいないと思うよ」

　その声が外の琴音以外の面々にも聞こえたのだろう。

「窓側に回って、窓を割って突入しますか？」

　と、誰だれかの提案が聞こえてきた。

　その提案を、夕也は一笑に付した。

　カリスマシンガーが夜の校舎のガラスを割って回るような歌を奏でていた昔ならいざ知らず、昨今は学校も防犯に力を入れている。秋あき月つき学がく園えんのように潤沢な資金がある私立校ならば特に。

　そして、最近の防犯ガラスは叩いたところで簡単には割れない。バールで何十分叩き続けてもヒビが入るだけのことで、そこから侵入することなど不可能に近い。

「うーん、たぶん時間の無駄だと思うのよねえ。壊すにしても、こっちのドアの方がやりやすいと思うわ」

　そのあたりの事情は琴音も承知しているのだろう、難色を示す声が聞こえてくる。

「ねえ、夕くん、開けてくれないなら、力ちから尽ずくで開けるわよ？」

「ここは校長室だよ？　ドア一つ取ったって、他ほかの教室よりずっと高級品だ。仮にドアを破ったって、中で大おお捕とり物ものをやらかしたら、高そうなキャビネットに飾られた物とか壁に掛けられた物とか、きっとメチャクチャになっちゃうよ。どれほどの被害になるか、わからない琴姉じゃないでしょ」

「あらあら、それは脅しているつもりなのかしら。左さ京きようさん、右う京きようさんにもここに来るよう連絡してくださる？　あ、ここに来るときに生徒会室に寄って、例のゴルフバッグを持ってきてと伝えてくださいな。アレには、こんなこともあろうかと用意した斧おのが入っていますから」

「斧ぉ!?　ちょ、ドアを叩たたき割わるつもりなの!?」

「うふふ、お馬鹿さんね、夕くん。校長室の中身くらい、わたくしのポケットマネーでそっくり買い換えることも可能なのよ」

「だからって、普通そこまでやる!?」

「もちろん、やるわよ。わたくし、本気だもの」

「くっ、これだから度を超えた金持ちは……ッ！」

　慌てて夕ゆう也やはドアから離れ、応接用のソファへと駆け寄った。

「ゆすら、手伝って！　これをドアの前に重ねて入り口をふさぐんだ！」

「がう！」

　革張りの三人がけソファは重厚な見かけ通りかなり重く、二人がかりでも運ぶのに苦労した。が、ドアの前まで運んでしまうと、その重量さえ心こころ許もとなく感じられてしまう。

　と、二つ目のソファに夕也とゆすらが手をかけた瞬間。

　がん！　とドアに何かが叩たたきつけられた。

　三人が揃そろって、ビクッと反応してドアを見やった。

　その後も立て続けに、何度も何度も何度も何度もドアに何かが叩きつけられる音が響く。

　そして、やがて叩きつけられた斧おのの刃が貫通し、ドアに小さな穴が開いた。

「くっ……！」

　夕也は唇を噛かんだ。

「左さ京きようさん、心理効果はそろそろ充分ですから、ドアノブと鍵かぎをへし折りましょう」

「はっ。了解であります」

　また、ドアに斧が叩きつけられる音が響き始める。

「さあ、夕ゆうくん、ドアが破られるのも時間の問題ですよー。見通しが甘かったわね。地下倉庫に掘った穴をわたくしたちにさらすことでそちらに目を向けさせて、校長室を確実に押さえる……そこまではよかったわ。でも、夕くんが取った調度品や内装の人質は、人質としての価値は皆無。ドアが破られたらゲームオーバーですよ」

「饒じよう舌ぜつなことだね」

　ドアノブが弾はじけ飛んだ。

　向こう側からドアを押し始めたのか、ソファがガタガタと揺れ始める。

　持ち上げようとしていたソファから手を離して、夕也はドアの前に置いたソファを押さえにかかった。

　しかし、ドアの向こうには何十人という武ぶ装そう風ふう紀き委い員いん部ぶ隊たいがいる。何人でドアを押しているのか夕也が知る術すべはないが、ソファの重さを味方につけても分ぶが悪いのは明白だった。

　時折いやな音を立てて床を傷つけながら、夕也ごとソファはジリジリと押されていく。

「……ユウ、下がれ」

　ゆすらは低く身構え、ナイフに手をかけた。

「……戦うのは私がやる。ユウは仲間。仲間は守る！」

「ナイフはダメだって！　それに、ドアの向こうに何人いると思ってるの！」

「……でも、やるしかない」

　必死でソファを押しながら、夕ゆう也やは唇を噛かんだ。

　万事休す――

「あきらめるのはまだ早いです――っ！」

　床にしゃがみ込んでゴソゴソやり続けていた恋れん子こは書物を片手に勢いよく立ち上がり、大仰に手にした指揮棒のような杖つえを掲げた。

「御おん身み、我わが訴えを聞き届けたまえ。あらゆる霊を我に従わしめよ。我は御み許もとに召された霊を召喚す、御身、我が祈りと引き替えに彼かの者を遣わしたまえ。さすれば、我はとこしえの眠りより目覚めた彼の者に再び肉体の枷かせを与えん」

　床に描かれた幾き何か学がく的てきな紋もん様ようや文字が淡く輝きを放ち始めた。

「え……この光……ま、魔法って……やっぱマジだったの……？」

「御身よ、この円の前に彼の霊を遣わし、我が意志を成就せしめたまえ。従順に、かつ速やかに来たれ。神の御名、アドナイ、ツァバオト、アミオランにおいて、来たれ汝なんじ！　汝に命ずるのは王の中の王、アドナイなればなり！」

　ドアの向こうから押される力に負けて、ソファが大きく動いた。

「うわっ」

　夕也がその勢いで押し飛ばされ、床を転がる。

　ドアが、開け放たれた。

　そして、同時に――床の図形や文字から淡く放たれた魔力を吸収して、それの目に意志の光が宿った。

　校長室に飛び込んできたダンダラ羽織の一団は、自分たちの前に立ちふさがったものの姿に、例外なくギョッとして足を止める。

「く……熊くま……!?」

　剥はく製せいの熊が、二メートル五〇センチもある巨大な熊が、動き出す。釘くぎによって固定されていた足を無む理り矢や理りにバリッと音をさせながら持ち上げて。

「がうッ!?」

　動かないはずの熊が動き出したことに驚いて、ゆすらが大きく飛とび退すさった。

「や、やった！　……じゃなくて、ふはははははははははははははッ！　見たか、あたしの超絶魔法！　光栄に思ってください、武ぶ装そう風ふう紀き委い員いんども！　この魔法は、いずれ世界をもひれ伏させる力なんですからッ！」

　恋子が偉そうにバサッと真っ黒いローブを翻ひるがえして、貧相な胸を張る。

　死体さえあれば。

　度々恋子が言っていた言葉である。

　そして、剥製も完全に作り物ではない以上、死体であることに変わりはない。少なくとも、完全な死体ではない白骨死体でもそれが可能であるならば、白骨とは真ま逆ぎやくの外側だけだって死体にカウントされるのが筋というものである。

　そう考えて、半信半疑ではあったものの、夕也は恋子に熊の剥製に魔法をかけるよう指示を出したのだ。

「ふん、怯ひるむことなんかないよ！　所しよ詮せんは剥はく製せい、つまらない虚こ仮け威おどしのトリックに決まってる。左さ京きよう姉さん！」

「了解した！」

　それぞれ髪を左右でサイドアップにした双子が、斧おのを手に息の合いすぎた波状攻撃で熊くまに挑みかかる。

　左右から放たれた斧の斬撃は、狙ねらいを違たがわず熊の胴体にめり込んだ。

　が、熊は痛がるどころか、微み塵じんも怯まない。

　熊は一声吠ほえて、うるさそうに前まえ肢あしを振るった。

「「きゃあっ」」

　その前肢にベシッと叩たたかれて、志し々し谷や姉妹は吹っ飛ばされてドアの外へと転がっていった。当然、一緒に突入してきた武ぶ装そう風ふう紀き委い員いんの隊員たちも巻き込まれてボウリングのピンよろしく揉もみくちゃになっていく。

　夕ゆう也やは立ち上がるなりそんな光景を見せつけられ、呆あつ気けにとられてしまった。

　熊は斧を身体からだにめり込ませたまま、武装風紀委員たちに向かって一歩を踏み出した。

　斧に割さかれた腹からは、血や臓物ではなく白い詰め物が覗のぞいている。

　熊が動くたびにメリメリと音がして、各所関節の皮膚が裂けた。その裂けた部分からはやはり詰め物が飛び出し、血肉を撒まき散ちらす映画などのゾンビとはまたひと味違ったグロテスクさを醸し出していた。

「ひい―――――っ」

　その気持ち悪さに顔を青くして、恋れん子こが夕也の腕にしがみついた。

「こ、こ、怖いです……」

「いや、ちょ……！　ええと、恋子の大魔法の産物ですけど……？」

　こんなときでも、女の子に引っつかれれば反応してしまうのが男というものである。

「だって、だって、あんなにキモいんですよ？　はみ出た詰め物が内臓みたいですし、腹に二丁も斧をぶら下げてますし、動きも生き物らしさが全然ないし！」

　言いながら、恋子は目をギュッとつむって、夕也にしがみつく手にさらに力を込めた。

「創造主にそれを言われたら、あの熊も立つ瀬がないよなあ」

「だって……マジで怖くて……」

「ってか、あんまりひっつかないでって。いくらぺったんこで感触が寂しくても、女の子に抱きつかれればアレなんだから」

「っ！」

　自分がしていることに気がついて、恋子の顔は急速に真まっ赤かに染まった。

「な、な、……っていうか、言うに事欠いて、ぺったんこで感触が寂しいってのはなんですか――ッ！」

　そしてどん！　と突き飛ばす。

「超絶ネクロマンサーに無礼を働くと、あの熊くまにパンチさせますよ！」

　よろめきながら、夕ゆう也やは、

「こんなときまで……。どんどん理不尽になっていってない……？」

「うるさいです」

「やれやれ。っと、それより戦況は……」

　夕也が入り口の方を見やれば、武ぶ装そう風ふう紀き委い員いん部ぶ隊たいは劣勢を強しいられていた。

　いくら斬きろうが叩たたこうが、もともと死んでいる熊は倒れるどころか怯ひるみさえもしない。もう毛皮のあちこちが裂けて、熊と呼べるのかどうかさえわからなくなりつつあった。

　木刀で殴られたダメージなのか、ガラス玉の眼球が片方外れ、縫いつけていた糸によってかろうじてぶら下がっている。

　が、それでも熊は豪腕を振るい続けていた。

　そもそも、戦場になっているのが校長室と廊下の境界あたりで、武装風紀委員部隊は数の利を活いかしきれていない。取り囲むこともできず、後ろの方では何もできずに右往左往するだけの隊士が大半を占めていた。そして前線の隊士たちは、ただただ少数で挑んでは疲ひ弊へいしていく。

「くそっ、虚こ仮け威おどしのトリックじゃねえのかよ！」

「いくら殴ってもキリがねえ！」

「化け物だ……！」

「あっ、貴様、逃げるな！　会長閣下のために最後まで戦えッ！」

　やがて、熊に背を向けて戦線を離脱する隊士も出始めた。

　見ていられない。夕也は思わず、

「琴こと姉ねえッ！　もうやめてよ！　これ以上続けたら洒落しやれにならない怪け我が人にんが出るよ！　武装風紀委員部隊の人たちに撤退命令を出して！」

　と叫んだ。

　が。

「黙れ！」

　返事は、琴こと音ねからではなく、よろよろと立ち上がった左さ京きようから飛んできた。

「従弟いとこでありながら会長殿に逆らう不届き者めッ！　我々は退ひかないッ！　学校の秩序を乱す貴様に、制裁の鉄てつ槌ついを食らわすまでは！」

「そ、そんな大おお袈げ裟さな。どんな犯罪者なんですか、僕」

「問答無用！　一番隊隊長、志し々し谷や左京、今一度、参るッ！」

　裂れつ帛ぱくの気合いとともに、左京が床を蹴けった。手にした木刀が恐るべき速度で、美しいほどの弧を描き、熊の脇わき腹ばらに吸い込まれていく。

　鈍い音が響く。

　人間はもちろん、熊であっても内臓に重大なダメージを受けてしかるべき一撃。

　しかし、熊は痛みに顔を歪ゆがめることすらなく、至し極ごく平然と立ったままだった。

　それどころか熊くまはますます猛たけり、左さ京きように右前まえ肢あしを叩たたきつけた。

「くっ」

　左京は避よけようと身をよじるが、間に合わない。

　ぺちん。

　熊に叩かれた左京は吹っ飛ばされて何メートルもゴロゴロと転がり、目を回して大の字になって倒れた。

「姉さん！」

「隊長――――ッ」

「た、隊長がやられたっ」

「ひい……」

　一気に、武ぶ装そう風ふう紀き委い員いん部ぶ隊たいの面々が浮き足立った。

　一番隊隊長、それはつまり、猛も者さが集まる武装風紀委員の中で誰だれよりも腕が立つという証あかしでもあるのだ。

　一番強い味方が、手も足も出ずに負けた。

　その事実が、武装風紀委員部隊の壊かい走そうを加速させた。

　総崩れである。

　抵抗する者はほとんどいなくなっても、熊は猛り続けていた。退ひいていく武装風紀委員部隊を追いかけるように、校長室から廊下へと移動していく。

「恋れん子こ、もう充分だ！　あの熊を止めて！」

「あ、うん。攻撃を止やめてください」

　熊に向かって恋子は言うが、熊は興味も反応も示さず、なおも逃げ惑う武装風紀委員たちに向かっていく。

「あ、あれ？　もう、どうして……！　ええと、強制の呪じゆ文もんは……」

　恋子はメモ帳を急いでめくりながら、

「我わが言葉は天主の命なり。汝なんじ従わざれば、天軍の主、至高にして永遠なる神イェホヴァー・テトラグラマトンの名と力において、我は汝を呪のろい、底なしの深しん淵えんに縛り、裁きの日まで留とどめおかん。我に服従せぬ霊よ、永えい劫ごうの火に焼かれることを恐れよ！」

　しかし、熊はなおも一顧だにしない。

「あれ……？」

「どうしたの、天才魔法使い」

　恋子は今にも消え入りそうな声で、

「えーと、たぶん、熊語がわかんないから命令できない……のかな……」

「く、熊語……？」

「ど、どうしましょう……」

「どうって言われても」

　恋子がテンパり始めて、夕ゆう也やが困り始めたその瞬間。

「きゃあああああ――――――――――――――――――――ッ！」

　鼓膜を打った悲鳴に、夕ゆう也やは廊下へと駆け出した。

　廊下では、熊くまを目の前にして琴こと音ねが立ち尽くしていた。

「くっ」

　考える前に、夕也は動き出していた。

　熊が前まえ肢あしを振りかぶる。言うまでもなく、琴音にそれを振り下ろす気だ。

「琴こと姉ねえ――――ッ！」

　夕也は目一杯の助走をつけて、跳んだ。

　頭から、琴音に向かって突っ込んでいく。

　抱きかかえるようにして、夕也は琴音ごと床を転がった。わずか数センチの差で、熊の前肢が琴音や夕也がいた空間を横切っていく。

　――間に合った……の……？

　琴音と床を転がりながら、夕也は事態を把握しようとしながらも、今さらになって恐怖が襲ってきてなかなか動き出せなかった。

「やっ、んん、ちょ、夕ゆうくん……！」

　そして、琴音の声に、夕也は自分が顔を埋うずめているやわらかい谷間がどこなのかを理解して、

「うわっ、そんなお約束な――――っ!?」

　顔を真まっ赤かにしながら、起き上がろうと両手で上体を持ち上げようとした。

「あんっ、もう！」

　そしてそのために右手を置いた場所が柔らかく豊かな山の頂点であったことに気づき、さらに夕也は顔を赤くした。

「な、な、ごっ、ごめんッ」

　慌てて、夕也はその手を極上の感触の上からどかす。

「……もう、夕くんったら、おませさんね。人の胸に顔から突っ込んできた上に、今度は鷲わしづかみにするなんて」

　琴音は夕也の下で仰あお向むけになったまま、頬ほおを朱に染めて恥ずかしそうに顔を逸そらした。

「わざとじゃないことくらいわかるでしょ――ッ！　しかも、必死すぎて感触とか覚えてないし！」

「あら。……じゃあ、感触を確かめるために、もう一度触ってみる……？」

「はあ――？　ってか、そんな冗談言ってる場合じゃないし――っ！」

　口走って、夕也自身が状況をハッと思い出した。

　慌てて振り返ると、そこには――、

「……ユウは、私が守る」

　熊の前にナイフを抜いて立ちはだかるゆすらの背中があった。

　その小さな背中が、夕也の目にはとても大きく映った。
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　敵のボスを助けようと、夕ゆう也やは校長室を飛び出していった。

　ゆすらには、なぜ夕也がそこまでするのか、すぐには理解できなかった。

　敵なのに。

　圧倒的なまでの数の手下を率いて、自分たちを追い詰めているのに。

　だが、ナイフを使うなとこの期ごに及んでまで言う夕也ならば、そうするのが一番らしいのかもしれない、と思った。

　――ユウの優しさは、底抜けだ。

　そして、そんな馬ば鹿かみたいな仲間を守るために、ゆすらは走り出した。

「……ユウは、私が守る」

　夕也と、夕也が助けた敵のボスを背中に、ゆすらは己の牙きばを――ナイフを抜く。

「ごめん、助かったよ！」

　夕也は琴こと音ねを助け起こしながら、

「ゆすら。ごめんついでに、もう少しだけ時間を稼いで」

「……がう」

　ゆすらは熊くまを睨にらみつけたまま、夕也に返事をした。

　そして、

「……やめろ」

　そう、熊くまに言った。

　言葉が通じるとは思っていない。

　仮に通じたとして、聞き入れてもらえるとは思っていない。

　だが、もし、熊が戦うのを止やめるのならば、夕ゆう也やの言葉通り、ナイフを使わずにすむ。

　その勧告は、夕也の優しさに対する敬意だった。

　この場で、誰だれかが怪け我がをするのをいやがっているのは夕也だけだ。自分も襲われて大怪我をするかもしれないのに、敵の群れが手に手に持っている木刀で殴られるかもしれないのに、それでもナイフを抜くなと言った。

　なのに、その優しさを誰もわかろうとしない。

　夕也は、誰も怪我をしないようにと扉を守っていたのに。

　あろうことか、その扉を壊そうと斧おのを叩たたきつけた！

　そう思うと、ゆすらは無性に腹が立ってきた。

「……なんで、わからない……ッ！」

　その怒りが、ゆすらに襲いかかろうとする熊に向けられる。

　ゆすらは、熊に突進を開始した。

　振り下ろされる熊の腕をかいくぐって斬撃を見舞い、流れるようなコンビネーションで蹴けりを熊の腹に叩きつけた。その蹴りの反動を利用して跳び、熊との間合いを取る。

　熊はゆすらの攻撃など気にしたふうもなく、前まえ肢あしを振り回し続けていた。

　ゆすらは腕の攻撃を紙一重で見切り、熊の股またをスライディングでくぐって背後に回り、背中にナイフを突き立てた。

　が、裂けた皮膚の下から出てくるのは白い詰め物ばかり。手て応ごたえも薄い。

　ナイフを引き抜き、もう一撃脇わき腹ばらを突き刺して、ゆすらは転がるように再び熊の前へと躍り出た。

　熊はなおも、両手を上げてゆすらを威い嚇かくする。

　――なんで。

　ゆすらの攻撃は、どれも深々と刃が入っている。通常ならばどの傷も重症なはず。

　これまでのゆすらの経験からすれば、どんな大きな動物であっても、どんな獰どう猛もうな動物であっても、それだけの攻撃を受ければ痛みに動きが鈍り、出血で体力を失い、何より攻撃者であるゆすらを恐れて怯ひるむはずだった。

　なのに、この熊は痛みさえ感じている様子がない。

　体力を失うどころか、疲れさえ見せない。

　じわじわと、斬きりつけるたびに、ゆすらの中に言い知れない恐怖が蓄積されていく。

　終わりが見えない。

　熊はどれだけ身を斬られても、動きを止めない。

　――でも、退ひけない。ユウは、仲間……。守る……ッ！

　いつしか、ゆすらは息を切らして肩を大きく上下させていた。
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　夕ゆう也やはゆすらが熊くまを引きつけている隙すきに琴こと音ねを立たせながら、

「なんでさっさと逃げなかったの」

「夕ゆうくん、わたくしは生徒会長なのよ？　真っ先に逃げ出すなんて、できるはずないでしょう」

「それは見上げた心がけだけどさ……。とにかく、撤退命令を出してよ。怪け我がした人だっているでしょ。動ける人にその人たちを助けるように琴こと姉ねえが指示しないと」

　一瞬、琴音は面白くなさそうに唇を尖とがらせた。

　が、すぐに一度周囲を見回して、

「夕くんたちは？」

「あの熊をなんとかしないとね」

「なんとか……できるの？」

「さあ。でも、アレを仕掛けた当人もいるから、なんとかなるんじゃないかな。琴姉は仲間たちと安全に逃げることだけを考えて」

「もう、夕くんったら、この学園でわたくしに命令するなんて」

「そんなこと言ってる暇はないでしょ。ゆすらがたった一人で、あんな化け物を抑えてくれてるんだよっ！」

「……わかったわ。武ぶ装そう風ふう紀き委い員いん部ぶ隊たい、撤退しますよーっ！　動ける人は怪け我が人にんに肩を貸してあげてくださいな」

　周囲に向かって言いながら、琴音自身も左さ京きようを助け起こして肩を貸した。反対側から、右う京きようも左京を支えに入る。

「夕くん。気をつけて」

「うん」

　琴音たちに背を向けて、夕也はゆすらを見やった。

　ゆすらはなおもスピードで熊を翻ほん弄ろうしているが、やはり普通の生物と戦うのとは勝手が違うのだろう、やりにくそうに間合いを計っている。

　――くっ、長々考え込んでる時間はなさそうだ……！

　夕也は戦っているゆすらと熊の脇わきを走り抜けて、校長室の中へと戻った。

　そして、「熊ゾンビ怖いです、しかも命令強制の呪じゆ文もんも利かないです」と右往左往している恋れん子この肩をガッと掴つかんだ。

「恋子！」

「ひっ」

　肩を掴つかまれて、恋れん子こは我に返ったようだった。夕ゆう也やを見上げて、その距離の近さに頬ほおを染める。

「……あ、はい……？」

「あの熊くまはどうやったら倒せるの？　元の剥はく製せいに戻す方法とか、何かあるでしょ!?」

「え、ええと、動けないくらいバラバラにするか、この魔法陣の中に連れてきて、解除の呪じゆ文もんを唱えれば……」

「その呪文、熊語が云うん々ぬんでまた利かないとかってことはないよね？」

「あ、はい、それはたぶん大丈夫です。命令強制の呪文は熊に聞かせて脅すための呪文ですけど、起動と停止は神様に対しての呪文ですから。だからほら、熊語わかんなくても起動はできましたし」

「やれるんだね？」

「ええ、まあ、たぶん。初めてなんで、確約はできないですけど……」

「魔法陣ってのはその床に描かいた図形？」

「はい。その円の中にさえ入れられれば」

「ＯＫ、とりあえずバラバラよりはなんとかなりそうだ。ここまで連れてくるのはなんとかするから、恋子は停止の呪文を唱えるためにスタンバって」

「え、ええ。でも、連れてくるって、どうやって……？」

　その質問には答えず、夕也は校長室の出入り口に走った。

　廊下では、ゆすらが壁際に追い詰められつつあった。

　ゆすらは息を切らして、肩を大きく上下させていた。

　と、その瞬間。

　熊の右に回り込もうと動いたゆすらが、足をもつれさせた。

　たたらを踏みながら、ゆすらはなんとか転倒せずに踏みとどまった。が、大きな隙すきを作ったことに変わりはない。

「まずい……！」

　助けに入るにはどうすればいいか、何か使える道具はないか、と夕也は周囲を見回した。

　――決定的なダメージを与える必要はない。ほんの一瞬でも、ゆすらが体勢を立て直すだけの隙さえ作れれば……！

「おにい……ねえ！　これ！」

　後ろからの声に振り返ると、恋子がデスク脇わきに飾られていた優勝旗を手にしていた。

　――なるほど、アレなら……！

　旗は邪魔だが、竿さおの長さはその辺に転がっている木刀よりも長く、槍やりのように使えるかもしれない。

　夕也はその優勝旗を受け取ろうと手を伸ばした。

「はい、パス！」

　恋子が投げた優勝旗を掴む。旗の部分が想像以上に重く、ズシッとした手て応ごたえがあった。

　武器を手に、夕ゆう也やがゆすらと熊くまの方へ向き直る。

　ほぼ同時に、熊が牙きばを剥むき、ゆすらに噛かみつこうと前まえ肢あしも使って走り出した。

「させるもんかぁ――ッ！」

　夕也はそれを追いかけるように駆け出し、優勝旗を槍やりのように突き出した。

　――くっ、重い！　いや、旗のせいでバランスがメチャクチャなんだ……！

　しかし、もう別の道具を探している暇はない。

　優勝旗による一撃は、前肢を地面に着けた熊の背の上を滑っていった。

　――しまった、外した……ッ！

　ゾッと、背筋に寒気が走る。助けに入った自分がしくじれば、ゆすらは無防備なまま熊の攻撃にさらされるのだ。

　いかに強くても、オオカミたちと一緒に育ったとはいっても、あんな小さな身体からだで熊に殴られたら、噛みつかれたら、どうなってしまうのか。

　最悪の結末が、夕也の脳裏をよぎる。

　自分を守るために、熊に立ち向かった女の子の末路が。

　――そんなの、冗談じゃないッ！

　渾こん身しんの力を込めて、夕也は優勝旗を真横へと方向転換させた。

「このおおおぉぉぉぉぉぉ――――ッ！」

　突いたときには邪魔にしかならなかった旗が、今度は上う手まい具合に熊の顔に巻きついた。

　熊は足を止め、視界をふさぐ旗を取り払おうともがき始めた。夕也はもがく熊に引っ張られた優勝旗の竿さおから手を離し、ゆすらへと駆け寄った。

「ゆすら！　大丈夫ッ!?」

「……ユウ」

　はあはあと荒い息の合間に、ゆすらは守ろうとしていた仲間の名を呼んだ。

　こんなときでも表情の薄いゆすらだったが、夕也の目にはかすかに安あん堵どの色が見えた気がした。

　夕也の視界の端で、熊がすぐに顔にかかった旗をズタズタにしながらはがし、床に捨てさった。

「こっちだッ」

　夕也はゆすらの手をつかみ、ぐいっと引っ張った。

　その勢いで、ゆすらの手からナイフが転がり落ちる。

「……ナイフが」

　ナイフを拾おうと手を伸ばしたゆすらを、夕也はまた強引に引いた。

「拾ってる暇はないよ！　熊が来るっ！」

「……でも、武器がないと」

「大丈夫、作戦はあるから！　僕を信じて！」

　一瞬、ゆすらは夕也の目を見つめて、

「……がう」

　大きくうなずいた。

　うなずき返して、夕ゆう也やはゆすらの手を引いて走り出す。

　熊くまが自分たちを追ってくる、それを振り返って確認しつつ、夕也は校長室へと駆け込んだ。そして部屋の中央で立ち止まる。

「……ユウ!?」

　どういうつもりか、という顔でゆすらが夕也を見上げた。

　熊が、校長室の入り口から姿を見せている。

「群れの仲間を信じてよ、ゆすら。僕も信じるからッ！」

　熊が校長室に勢いよく入ってきて、夕也とゆすらの目の前で立ち上がった。そして、攻撃を加えるべく前まえ肢あしを振り上げる。

　ゆすらが、ギュッと夕也の手を強く握にぎりしめた。

「恋れん子こ――――ッ！」

　叫びながら、夕也も思わず固く目をつぶってしまっていた。



　　　＊



　熊ゾンビに追われながら、夕也とゆすらが校長室に逃げ込んでくる。

「ひ――」

　怖い。

　恋子の脳を、恐怖が埋め尽くした。

　ボロボロになった見た目が怖い。

　あの凶暴性が怖い。

　自分や、仲間が殺されるかもしれないことが怖い。

　膝ひざが震える。

　なのに。

「群れの仲間を信じてよ、ゆすら。僕も信じるからッ！　恋子――――ッ！」

　なのに、夕也はこんな自分を信じると言う。

　――ごめん、地下の発掘現場のこと、雅まさ紀きに頼んで情報をリークしてもらったのは僕なんだ。

　耳元で囁ささやかれた夕也の言葉が、恋子の脳裏に蘇よみがえる。

　――でも、連中の目がそっちに向けば、少しだけど時間を稼げる。その時間で、僕たちは校長室に立たて籠こもる。あそこには恋子が求めている死体があるからね。熊の剥はく製せい、アレだって立派な死体でしょ。アレに魔法をかけること、できるよね？

　この大事な作戦の中心に、夕也は恋子の魔法を据えたのだ。

　魔法なんてものの存在を、恋子の言葉を信じて。

　そしてまた、自分を信じると言う。

　自分の立場が悪くなるのも構わずに、生徒会長にたてついて。

　こんな無む茶ちやな戦いに身を投じて。

　その上、さらに。

　恋れん子この魔法に、大おお怪け我がを覚悟で自分の身体からだまでも上乗せして賭かけてくれたのだ。

　――信じてくれた。あたしのことを。あたしの魔法を！

　怖いよりも、それが嬉うれしい。

　だから、やれるはずだ。頑張れるはずだ。

　――男の子が全身全霊をかけて自分を信じてくれた……こんな燃える展開、美お味いしいパターン、逃すわけにはいかないですッ！

　怖がる自分を支えてくれた、自分の言葉を信じてくれた男の子の大ピンチ。しかも、その彼は自分の名を叫んでさえいる。

　――これで奮い立たなかったら……この期待に応こたえられないなら、ヒロインになる資格なんてねーです！　マンガならここがクライマックスですから！　あたしだって、ここでヒロイン張ってやるんです――――ッ！

　自らを叱しつ咤たして。

　怖さを、少女マンガ思考で無む理り矢や理りに抑えて。

「あーもう！　そんなふうに言われちゃったら、意地でも上う手まくやるしかないじゃないですかッ！」

　膝ひざはまだ震えたまま。

　でも、それでも。

　――あたしの……あたしたちのために頑張ってくれたお兄ちゃんを、助けるんですッ！

　恋子は夕ゆう也やたちの背後で、ローブを翻ひるがえして手にした小さな杖つえを熊くまに向けた。

「わ……わ、我、御おん身みの慈悲と恩おん寵ちように感謝を捧ささげん。天主の奇跡にて仮かり初そめの命を得た者よ、汝なんじは塵ちりなれば塵に還かえるべし！」

　恋子の詠唱に呼応して、床に描かれた図形や文字がまた淡く輝き始めた。

　光の文字と図形、その中央には前まえ肢あしを振り上げた熊。

「願わくば、我と汝の間に神の平和の永遠ならんことを。アーメン！」

　恋子が杖で十字を切った。

　同時に、魔法陣は熊を包み込むように、目も眩くらむようなまばゆい光を放った。
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　おそるおそる夕也が目を開けると、わずか数センチの位置に熊の爪つめがあった。

「なっ……」

　絶句する夕也の前で、動かなくなった熊がごろんと転がる。

　へなへなと、夕ゆう也やはその場に座り込んでしまった。

「……あはは、死ぬかと思った……」

「あれ、あたしのことを信じてたんじゃないんですか」

　皮肉っぽく笑いながら、恋れん子こが夕也に歩み寄る。

「嘘うそじゃないよ。でも、いくら信じてたって、怖いものは怖いよ」

「……熊くま、死んだか？」

　座り込んだ夕也の手を握にぎったまま、ぺたんととなりに腰を下ろして、ゆすらが訊きいた。

「元から死んでたけどね。正確には、動かなくなった、かな」

「……作戦成功？」

「うん。ゆすらも恋子もお疲れ様。ま、なんだかんだいって、武ぶ装そう風ふう紀き委い員いんも撃退できたし、結果オーライで大勝利かな」

「本当にその通りだから腹立たしいわねえ」

　思いがけない校長室の外からの言葉に、三人は驚いて入り口の方へと顔を向けた。

　廊下から姿を現したのは、敵の総大将、生徒会長の秋あき月つき琴こと音ねだった。

「まだやろうって言うんですか……？」

　険しい顔で、恋子が身構える。

　ゆすらも「がるる」と八や重え歯ばを剥むいて威い嚇かくした。

「いいえ、まさか。様子を見にきただけよ？」

　と、琴音は首を横に振った。

「もう、その剥はく製せいに危険はなさそうね」

「うん」

　座ったまま、夕也は答えた。

「それにしても、まったく、やってくれたわねえ、夕ゆうくん。武装風紀委員部隊は、大半が打撲やねんざをしちゃって半壊状態なのよ。どうしてくれるの、もう」

「知らないよ。木刀やら斧おのやら持って、その上大勢で襲いかかっておいて、返り討ちにあったら苦情っていうのはおかしいんじゃないの」

「そうですよ。負けたんだから、尻尾しつぽを巻いて逃げやがれです！」

　べー、と恋子は琴音に向かって舌を出した。

　琴音はムッとしつつも恋子に対しては無視を決め込み、

「夕くん。あの熊の剥製はいったい、なんだったの？」

「教えてあげない。敵に内情は明かせないよ。どうせ言ったって信じないだろうしね」

「まあ、いつから夕くんはそんな意地悪になったの？　悲しいわ」

「意地悪に関しては、誰だれかさんに勝てる気がまったくしないんですけど」

「あらあら、それは誰のことなのかしらね」

　琴音はくすくすと笑って、

「今日のところは負けを認めるわ。でも、帰宅しない部の活動を認めたわけじゃありませんからね」

「あのねえ、琴こと姉ねえ。言っておくけど、今日武ぶ装そう風ふう紀き委い員いんが勝てなかったものは、琴姉がダメだって言う夜の学校での生活で、コツコツ努力をし続けた恋れん子この成果なんだよ。そして、僕と琴姉を守ってくれたのは、遠く離れた友達との約束を守ろうと夜の学校で一人頑張り続けたゆすらの信念なんだ。何十人もの武闘派相手に一歩も引けを取らないほどの能力や、それに対してたった一人で立ち向かう勇気を、頭ごなしに否定していいの？　そのあたり、もう少し考えてみてくれないかな」

「うふふ、勝者の言葉は重いわね。……でも、ね。夕ゆうくん、これをご覧なさい」

　琴こと音ねは一枚の紙を取り出し、夕ゆう也やの方へと放ほうった。紙は空中を滑って、夕也の目の前にひらりと落ちた。

「……新規部活動設立申請書？」

「先生にお願いしたくらいでは手続きは終わらないのよ？　部員を最低五名集めて、その書類に必要事項を記入して事務室に提出すること。それが、新しい部活動設立に必要な手続きなの」

「げ」

　つまり、今のままではいつまで待っても帰宅しない部は認可されないということだ。

「なんでそんなことを教えてくれるんですか」

　警戒心に眉まゆを寄せて、恋子が訊きいた。

「そうね……。気まぐれ、かしら。うふふ、頑張って勝ったんだもの、何かご褒ほう美びがあってもいいでしょう？　あるいは、武装風紀委員の子たちを退避させる時間を稼いでくれたお礼と受け取ってくれてもいいわ」

「回りくどいよ。素直に一言、認めるって言ってくれればいいだけなのにさ」

「いいえ、認めないと言ったでしょう？　夕くんたちが部活を立ち上げても、わたくしの方針は変わらないわ」

「なんでそんなに石頭なの」

「そんな言い方、悲しいわ。意志が固い、と言ってちょうだい」

　艶えん然ぜんと微笑ほほえみ、琴音はくるりと夕也たちに背を向けた。

「それから――、夕くん」

「ん？」

　琴音は背を向けたまま、肩越しに夕也たちを見て、小さな声で、

「助けてくれて、ありがとう……」

　それだけ言い残して、足早に去っていった。

　その顔は、淡く朱色に染まっていたような気がした。

「琴姉が神妙にお礼を言うとか、槍やりでも降らなきゃいいけど……」

　怪け訝げんな顔で琴音が去った方向を見つめる夕也のとなりで、つないだままの手をゆすらが引っ張った。

「……お腹なかすいた」

「あー、それは同感です。ですけど、いつまでも引っついてるんじゃねー、とまずゆすら先輩に言いたいです」

「ご飯ねえ。そういえば、今日はなんにも準備してなかったね」

「……フライドチキン！」

「は？」

「……プリンとタルトでもいい」

「と、って何さ。両方ってこと？」

「がう」

「欲張りすぎだよ。っていうか、今日は疲れたから作るのは勘弁してくれないかな」

「なんでもいいから、とにかく早くご飯にするのがいいですよ」

　恋れん子こが空いた方の手を取って、夕ゆう也やを引っ張った。

「いや、ちょ……それはまったく同感なんだけど」

　それでも立ち上がれない夕也は、

「ごめん、腰が抜けちゃって……」

　そう、バツが悪そうに苦笑した。



    

  
    
      
エピローグ



「それじゃあ、僕たち帰宅しない部の大勝利に、乾杯！」

「乾杯！」

「がう」

　コンビニで買ってきたお総菜を並べて、夕也たちは空き部室で、オレンジジュースで祝杯を挙げた。

「いや、でも、まさか勝てちゃうとは思いませんでした！」

「だね。かなりラッキー要素もあったけど」

「ラッキーでもなんでも、勝ちは勝ちですよ」

「まあね。とりあえず、この勝ちに乗じて早く部員を確保したいね。正式に部にするには五人必要らしいし」

「ですね。あたしたちは三人ですから、あと二人必要ですもんね」

「うん。雅まさ紀きに名前だけを借りても、まだ一人足りないね」

　ゆすらは唐揚げに夢中になっている。

　恋子はそんな様を見つつ、両手でコップを持ってちびちび飲みながら、目を伏せがちに、

「あ、あの、さ」

　とモジモジしながら夕ゆう也やに言った。

「あ、ありがと」

「え？　何が？」

「いやその、えーと、あたしの魔法のこと、信じて作戦立ててくれたでしょ。それが、ちょっと嬉うれしかったりしたもんですから……」

　――あー。あれって、ホントだったらラッキー、くらいのつもりだったんだよなあ。結果としては、ネクロマンサー様々だったけど。

　後ろめたさに苦笑いをして、夕也は、

「あははは。いやしかし、自分で提案しておきながら、あの熊くまが動き出したときには正直度肝を抜かれたよ」

「そ、そうでしょ！　すごいでしょ！　えへへ……じゃなくて、ふはははは、なんだったら我わが配下として重用してあげますよ！」

「いや、配下とか家来とかそういうのはちょっと……。それよりあの熊、やっぱあれだけボロボロになったら捨てられちゃうのかな。もし捨てるようなら、もらってこようよ。アレが僕たちの手にある以上、武ぶ装そう風ふう紀き委い員いん部ぶ隊たいに対する抑止力になると思うんだ」

　動かなくなってもなお怖さが残るのか、恋れん子こは「えー」と露骨にいやそうな顔をした。

「そんな顔しないでよ。あの熊は一番の英雄じゃない」

「無差別に暴れ回る、はた迷惑な存在だったと思うんですけど……」

「何もまた動かす必要はないんだよ。アレがあれば、武装風紀委員も僕らがちょっとくらい無む茶ちやをやったって簡単には口出しできない。だから、アレをこの部室の前にドンと置いて、張り紙をするんだ。そうだなあ、『この部室は帰宅しない部が占拠しました。』とか」

「張り紙……？　そんなことしたら、不法占拠がバレちゃいますよ」

「いいんだよ。あと一人か二人で帰宅しない部は正式な部として申請できる。怒られる前にそこまで持っていけばいいんだ」

「そんなに上う手まくいきますか？」

「たぶんね。もし恋子の言うように、夜の学校で生活している人が僕ら以外にもいるなら、今こそその人たちを仲間に引き込むチャンスだと思わない？」

「へ？　なんでです？」

「だって、僕らは武装風紀委員に勝ったんだ。これは噂うわさになると思う。いや、噂にする。それで、僕らの仲間になれば、こそこそ隠れなくても夜の学校にいられるってことを、この勝利と一緒にアピールするんだよ。例の張り紙に『部員募集、帰宅しないで頑張ってる人、お互い助け合いましょう』みたいなことを一緒に書いてね」

「あ、そっか。確かに一人くらいは食いついてきそうですけど……結構バクチですよね」

「まあね。でも、武装風紀委員部隊が体制を立て直す前に、正式な部活動にしてしまうべきだと思うんだ」

「時間との勝負、ですか」

「そう。正式な部になれば、少なくとも今回みたいな実力行使の名目を潰つぶすってことにはなるからね」

「それはそうですけど……ってか、あんたが言うと多少の無む茶ちやもなんとかなりそうな気がしてきます」

　そう屈託なく笑う恋れん子この言葉に、「どういう意味？」と夕ゆう也やは苦笑した。

　と、食べるだけ食べて満足したのか、ゆすらが突然立ち上がった。

　そして夕也に歩み寄って、夕也の頭を撫なでる。

「え……？　な、何？」

「……ユウ、頑張った。頑張った仲間を褒ほめるのはボスの役目」

「そ……それはどうも」

　なんだか照れ臭くて、夕也は苦笑いをした。ほぼ同時に、恋子はムッとした顔になる。

　ゆすらは夕也から離れて、今度は恋子に近づいて、

「……お前も頑張った」

　と頭を撫でようとする。が、恋子は頭に伸びてきた手を払って、

「まず、あたしには恋子って名前があるんです！　それに、ゆすら先輩の群れのためっていうより、あたしはあたしのために頑張ったんです！　あんたに褒められる筋合いはねーんですッ！」

　ゆすらは払われた手を押さえて、

「……ボスに反抗は、制裁」

「いや、ちょ……！」

　不穏な空気を敏感に察知して、夕也は膝ひざで立ってゆすらの腕を掴つかんだ。

「待って、ちょっと落ち着こうよ、ゆすら。恋子もさ、なんでわざわざ挑発するようなことを言うのさ」

「ふーんだ」

　恋子はつんとそっぽを向いた。

「がるる……！」

「落ち着いてってば！　あ、そうだ、ゆすらだってすごく頑張ったんだから、褒めてもらう権利があるはずだよね」

　ゆすらはちょっと寂しそうに目を伏せて、

「……ボスは、孤高」

「そう言わないで。ほら」

　夕也は膝で立ったまま手を伸ばし、ゆすらの頭を数回撫でた。

「……！」

　ゆすらは一瞬にして恋子に対する興味を失って、ほんのりと頬ほおを染めて夕也を見つめた。

「あっ」

　それを見て、恋子がさらに頬を膨らませる。

「……ユウ。もう一回」

　じっと見つめられて、少し照れながら、

「い、いいけど」

　と、もう一度夕ゆう也やがゆすらの頭を撫なでた。

　すると、恋れん子こは勢いよく立ち上がって、

「ずっ、ずるいですッ！」

「え？　だって恋子は、ゆすらが撫でようとしたのを断ったじゃない」

「そ……そうですけど、そうじゃないんですッ」

「？　何が違うの……？」

「そ、それは……」

　もごもごと口ごもってうつむく恋子に、夕也は首を傾かしげる。

　悔しそうな恨めしそうな恋子の視線を意にも介さず、頭を撫でられているゆすらは気持ちよさそうに目を細めた。
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　オオカミさんリュックと一緒にシュラフに入って、ゆすらは心地よい疲労感が誘いざなう睡魔に身をゆだねた。



    

  
    
      



    

  
    
      　今日は嬉うれしいことがたくさんあった。

　なわばりを守れたこと。

　そのために、夕ゆう也やや恋れん子こが懸命になってくれたこと。

　夕也の危機を救って、ボスの役目を果たせたこと。

　逆に、次には夕也が危険も顧かえりみず助けにきてくれたこと。

　そして、夕也に頭を撫なでてもらったこと。

　今日は忙しくて夕也に美お味いしいご飯を作ってもらえなかったのは残念だったが、きっと明日には何かを作ってくれるだろう。

　――明日も、ユウと一緒。

　そう思うと、なんだかくすぐったいような、じんわりと暖かいような、わくわくするような気持ちが溢あふれてきて、ゆすらはまた嬉しくなった。

　耳を澄まさなくても、同じ部屋で眠る夕也と恋子の寝息が聞こえてくる。

　一人ではないことを、何よりそれが実感させてくれる。

　今日も、昨日も、一人だったときよりもずっと楽しい。

　――やっぱり、一人よりも群れの方がいい。

　しみじみと、ゆすらは思った。

　ゆすらの群れは、そう思えるだけの素晴らしい群れになりつつある。

　胸を張って、アルファに自慢できる群れに。

　特に最初の仲間の夕也は、アルファのように雄々しく強くはないが、アルファのように勇敢で、アルファ以上に賢くて、アルファには絶対に真ま似ねできないくらい美味しいものを創つくり出だす。

　何より、とても優しい。

　夕也は、見かけ以上に頼りになる。一日が終わるたびに、ゆすらの中での夕也の評価はぐんぐんと上がっていく。

　オオカミの群れを率いるのは、一対の雌雄である。

　ふと、知らなかったとはいえ、人間にとっての求愛の行動を夕也にしてしまったことを思い返して、ゆすらはそのときの気恥ずかしさに身体からだが火ほ照てるのを感じた。

　――あれは、群れに迎え入れるやり方だった。そういう意味があるとは知らずに、してしまったのだ。

　でも、それは間違ってはいなかったのかもしれない。

　まどろむ頭でも、きっとそうだ、という思いは確信になりつつあった。

「……ユウ」

　ムニャムニャとつぶやいて、ゆすらはオオカミさんリュックをギュッと抱きしめた。
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　その頃ころ。

　柊木ひいらぎ邸の前で、自分の家に明かりが点ついていないことを確認して、少女はショートボブの髪を揺らして首を傾かしげた。

　自分の兄はこんなに早寝だっただろうか、と。

　そしてため息をつく。

「でも、どうして昨夜から兄様と電話がつながりませんの……？」

　少女は再度、不思議そうに首を傾げた。

　電話さえつながっていたら、帰る時間に合わせて美お味いしいご飯を用意しておいてもらえたのに。

　こんなことは初めてだった。

　いつだって、兄は自分と連絡が取れるようにしていたはず。そして電話にしてもメールにしても、即座に返事をしてくれたはずなのだ。

「とにかく、寝ているなら起きてもらわなくっちゃ、ですの」

　優しい兄は、自分の言うことならなんでも聞いてくれる。

　優しい兄は、自分のためならなんでもしてくれる。

　その自信が、少女にはあった。

　多少のわがままで寝ているところを起こしたとしても、きっと兄はいやな顔一つしないでお願いを聞いてくれるだろう。

　少女は鍵かぎを開けて家の中へと入った。

　そして真まっ直すぐに兄の部屋に向かい、一切の躊ちゆう躇ちよなく、ものの数秒で鍵を器用にピッキングで解錠して進入した。

　が、寝ているどころか影も形も見えない。

　――携帯電話の充電器が持ち出されていますの……。下着類も、私が家を出る前に見た状態から不自然すぎるくらい減っていますし……これは……。

　指紋を残さないように手袋を着用して部屋の状況を確認し始める。

　帰った形跡はある、けれど制服がない。

　持ち出されている下着は、おそらく今着ている分も含めて各一〇枚。

　兄が部屋着として使っているスウェットも上下で二着ほど姿を消している。

　他ほかには、財布や携帯電話はもちろん、ドライヤーやシェーバーなど日用品の一部もなくなっていた。

　少女は、兄が何日かどこかに泊まるつもりで家を出たのだろう、と推理した。それにしては持ち出したものが入念すぎる気もするが。

　そして、ため息をつく。

　室内を完全に調査前の状態に戻して、兄の部屋を出た。

「まあ、いいですの」

　私し立りつ秋あき月つき学がく園えんは、中等部も高等部も同じ敷地内にあり、行き来も制限されていない。

　どこへ泊まりに行ったとしても、学校には来るだろう。

　明日、学校で兄に「ただいま」を言えばいい。

　そうすれば、どこに泊まりに行っていたとしても、兄は帰ってくるはずだ。

「うふふ。そしたら、兄にい様さまでい――っぱい遊びますの」

　少女は――耶や宵よいは、清せい楚そな口元に微笑ほほえみを浮かべた。



    

  
    
      
あとがき



　まず、東北地方太平洋沖地震で被災された皆様に、心よりお見舞いを申し上げます。

　ライトノベル作家としてはどうするべきかを考えた結果として、あしなが育英会の被災遺児募金に一〇万円ほど寄付させて頂きました。胸を張れるほどの額ではないのですが、コンビニのレジや街頭で募金箱を見かけたときにこの本を思い出して「いっちょやってやるか」と思ってくださる方が一人でもいてくれれば、などと思いまして、恥ずかしながら公表させて頂きます。まだまだ復興まで時間はかかると思いますが、だからこそ支援を途切れさせないことも重要です。みんなで頑張りましょう！

　さて、初めまして、もしくはどうもご無ぶ沙さ汰たでございます、おかざきです。ようやく新シリーズを始めることができました。

　そして。

　全国の巨乳愛好家の皆様、すみませんッ！（超土下座）

　今回はメインヒロインを巨乳で、と思っていたのですが、設定を詰めていく過程や各方面との折衝の結果、このようなことになってしまいましたッ！　巨乳ヒロインを期待された皆様におかれましては、なにとぞ、なにとぞご寛かん恕じよのほどを……っ！（平身低頭）

　かくなる上はこの不肖おかざき、貧乳の魅力を追求しつつも、全身全霊をもって不足した巨乳成分をねじ込んでいく所存です。

　大丈夫です、策は練ってありますゆえ、どうかもう少し長い目で見て頂けるよう、伏してお願いし奉る次第であります！（血の涙）

　では、謝辞を。

　超美麗なイラストを描いてくださったぺこ先生、ありがとうございました！　キャラクターデザインが届いた瞬間に、女の子たちのあまりの可愛かわいさに悶もん絶ぜつしてしまいました。キャラの絵を見てからドラム缶風ぶ呂ろのシーンを丸々書き直したのは秘密でお願いします。

　私の誕生日を祝ってくださっただけではなく、様々なアドバイスや示唆をくださいました、七なな月つき隆たか文ふみ先生、日あ日き日ら先生、三み原はらみつき先生、ありがとうございました。また一緒に呑のみましょう！

　今シリーズからの新担当のＫ様、色々ご迷惑をおかけしてしまいまして申し訳ありません。頑張りますんで、これからもよろしくお願いします。

　編集長様、編集部の皆様、この本に関かかわってくださったすべての皆様、今回も有給をくださった会社の皆様、そして何より、この本を手に取ってくださったあなた様。ありがとうございました！　これからも夜の学校での馬ば鹿か騒ぎにお付き合い頂ければ幸いです。



おかざき登のぼる



    

  
    
      　著者

　おかざき登（おかざき・のぼる）

　　１９７６年12月25日生まれ、新潟県出身、二松学舎大学卒。こりもせずしつこく投稿を続け、「二人で始める世界征服」で第４回ＭＦ文庫Ｊライトノベル新人賞審査員特別賞を受賞、デビュー。

　　ニジマスってあんまり店頭に並ばないから困りますよね。何がって、近影に使えないじゃないですか。



　イラスト

　ぺこ

　　ＰＣゲーム原画家。代表作は「はぴとら」（ブルームハンドル）、「その花びらにくちづけを」「はなひらっ！」（ふぐり屋）など。

　　毎日のようにポトフを作って食べてます。
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